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運命のように、あなたと出会う




「……理り咲さ？」

　不意に耳元で聞こえた低い声に、ぼんやりしていた意識が急速に現実に戻る。

　顔を上げると、バンケットルームの豪ごう奢しゃなシャンデリアの灯りの下で、康やす弘ひろさんが心配そうな視線をこちらに向けている。

　黒髪と、眼鏡の奥で細められた黒い瞳。見慣れないタキシードに身を包んだ際立って端正な顔に、私は慌てて取り繕つくろうような笑顔を浮かべた。

「ごめんなさい。あの……なんのお話でした？」

「いや、たいした話じゃないから構わない。でもどうしたの？　疲れた？」

　円卓の右隣に座った康弘さんの、すべてを見透かすような切れ長の瞳が私をジッと見つめる。

「少し緊張して……。ごめんなさい」

「さすがに四時間はキツイよな。あと少しで終わる。……ほら見て、三度目のお色直しのご登場だ」

　耳元で悪いた戯ずらっぽく囁ささやいたあと、康弘さんはバンケットルームの扉に視線を向ける。

　ここは都内の一流ホテル。ビジネス関係の招待客が多いせいなのか、披露宴会場は黒で正装した男性たちで埋め尽くされている。そのはるか向こうの入り口では、今まさにスポットライトを浴びた新郎新婦が入場してくるところだ。

　新婦が纏まとっているのはワンショルダーの華やかなカラードレス。南国の海を思わせるコバルトブルーは、個性的な雰囲気の新婦によく似合う。ぴったり体に沿った艶あでやかなデザインは、彼女のためにオーダーされたものだとひと目でわかった。

　私、葉は山やま理咲は今年大学を卒業したばかりの二十三歳。

　今日は父の会社に勤める岡おか部べ康弘さんと、取引先の社長令嬢の披露宴に出席している。

　取引先と言っても、新婦の父親が社長を務める『光みつ本もと製せい薬やく』は全国に名を馳はせる有名企業で、うちとは比べ物にならない大企業だ。

　父が祖父から受け継いだ『葉山化か学がく工こう業ぎょう』は地元横よこ浜はまでは少しは名が通る企業だが、光本製薬とは会社の規模がまるで違う。

　それなのに、娘の披露宴に招待されるまでのつながりが持てているのは、何年か前から父が行ってきた研究を、光本製薬に業務提携という形でサポートしてもらっているからだ。

　今日はその光本製薬の末のお嬢さんの披露宴。本来なら私の両親が出席するべきなのだが、研究職の気質からか、父はこういった華やかな場所が苦手らしい。

　だから色々な理由をつけて、研究のパートナーとして絶大な信頼を寄せる康弘さんに、この面倒な役割を押し付けてしまった。

　私にまでお供の役目が回ってきたのには、またなにか別の理由がありそうだけれど。

　父の企みが手に取るようにわかり、私は心の中で苦笑いを浮かべる。

「あのドレス、まるで舞台衣装だな。まぁ彼女たちの場合、この披露宴自体が企業イメージのために演出されたショーみたいなものだから、あれはあれで正解なのかな」

　スポットライトを浴びてテーブルをまわる新郎新婦を見つめながら、康弘さんが耳元で囁いた。

　とても近い距離で優しく微笑まれ、無意識に頬が赤くなる。

「理咲はあんなの選ばないでくれよ。……いや、君に限ってそれはないか。逆に、もう少し華やかなものをと言わなければならないかもしれないな。美しい花嫁のウェディングドレス姿は、ゲストに対する最大のもてなしだからね」

　さりげなく放たれた康弘さんの言葉に、どきりと心臓が跳ねた。

　……ウェディングドレス!?

　大胆な彼の発言に、思わず視線を泳がせてしまう。すると康弘さんは、困ったような微笑みを私に向けた。

「……気が早かったかな。ごめん、だけどつい想像しちゃって」

　くすくす笑いながら、私の頭をポンポンと優しく叩く。

　まるで小さい子にするみたい……。こんなの、完全に子供扱いだ。それはそれで少し悔しい。

　私は唇を尖らせながら、康弘さんの耳元で言った。

「康弘さん、もうすぐ新郎新婦がこちらに」

「……あぁ、本当だ。おしゃべりはもうおしまいにしよう」

　すぐ近くのテーブルまできていた新郎新婦が視界に入ると、康弘さんが優しい微笑みを向ける。その横顔を、ぼんやりと見つめた。

　……私、康弘さんと本当に結婚するのかな。

　彼は、もう何年も前に父が勝手に決めた私の婚約者だ。

　やがてやってきた新郎新婦が、私たちに極上の笑顔を向ける。

　まばゆいばかりの花嫁の姿は、まるで華やかな舞台を演じるヒロインのように私の目に映った。

　ゆうに五百人は超える招待客でにぎわった披露宴が終わったのは、開始から約五時間が経過した頃だった。

　父の代理とはいえ、こんなに長い時間を康弘さんとふたりで過ごしたのは初めてのことだ。それに出席し慣れない豪華な宴席に、すっかり気疲れしてしまった。

　少し気持ちを落ちつけたくて、私は康弘さんが光本製薬の方々と談笑している隙に、パウダールームへと向かう。

　鏡の前に置かれたふかふかの椅子に座って大きく息を吐くと、ようやく緊張を解くことができた。

　それにしても、長い披露宴だったな……。

　何度も行おこなった来らい賓ひんの挨拶やお色直しで、時刻は既に十時を過ぎている。

　私もたくさんの方々にご挨拶をし、ずっと笑顔をキープしていたせいで顔の筋肉だって疲れきっている。こんな大役、康弘さんが一緒でなければ絶対にこなせなかったに違いない。

　それにしても、康弘さんは本当に社交的だ。今日だってどんな相手にも笑顔を絶やさず、とても感じのいい対応をしていた。対外的な交渉で父が頼りっぱなしになるのも、無理もない気がする。

　康弘さんは今年で三十歳。父の会社で研究職を務めている。難関で知られる国立大学の理学部を卒業後、父が親しくする教授の紹介で入社したと聞く。

　七つも年が違うから、彼が入社したとき、私はまだ十六歳だった。

　出会った頃の康弘さんは優しくてハンサムなお兄さん、という印象だった。お父さんを早くに亡くし、苦学して大学を卒業したと聞いている。

　それでも、当時から康弘さんはそんな苦労をまったく感じさせない、優しくて穏やかな素敵な人だった。

　婚約者といっても、康弘さんになついていた私にいち早く気づいたお父さんが、『じゃあ、理咲が大きくなったら結婚して会社を継いでくれよ』なんて冗談で言っていたのが、実際のところだ。

　私が成人してからは、両親の口からたびたび結婚の時期などの具体的な話も出るようになっていたけれど、まだ現実的に話が進んでいるわけではない。

　現在、葉山化学工業が光本製薬と共同で開発している研究は、康弘さんが入社した頃と同時期に始まった。

　当時は誰にも関心を持たれなかった父の研究は、康弘さんの助力のおかげで実を結びつつある。

　父の研究成果は、癌の治療に転用すれば副作用がないばかりか免疫力まで上げる夢の治療薬を作ることができると、各方面から注目を浴びている。それは本当に素晴らしいことだ。

　長年会社のために貢献してくれた康弘さんと私を結婚させて後継者にすることは、父の彼に対する精いっぱいの感謝の気持ちなのだろう。もちろん私だって彼のことを嫌いなわけじゃない。出会った頃から誰にでも優しく聡明な康弘さんのことが大好きだったし、年上の兄弟がいない私にとっては、信頼できる兄のような存在だ。

　そう考えると、私と康弘さんが結婚すればすべて丸く収まる。

「結婚、かぁ……」

　普段とは違う華やかな色をした唇から、自然と溜め息が漏れる。

　私はこの春、エスカレーター式の女子大を卒業して葉山化学工業に就職した。現在は父の秘書として働いているから、当然康弘さんと接する機会も多くなった。

　同じ会社で働くようになって改めて間近で見る康弘さんは、女性なら誰もが惹かれてしまうような、理知的で頼もしい大人の男性だ。

　私の記憶の中にある〝優しいお兄さん〟だった彼とはまるで違うから、実は毎日、戸惑いが隠せないでいる。

　まぁ、彼氏いない歴二十三年の私は、きっとどんな男性に対しても戸惑うんだろうけど……。

　とりとめのない想いを巡らせていると、不意にクラッチバッグの中から微かすかな振動が伝わった。慌あわててスマホを取り出し、指を滑らせる。

「康弘さん？　どうしたんだろ……」

　メールの差出人は康弘さんだ。【取引先の担当者に捕まった。これから打ち合わせを兼ねて飲みに行くから、理咲はタクシーで先に帰ってくれる？　それとも、一緒に来る？】とのメッセージ。

　正直、これ以上の接待は私には無理だ。

【それじゃ、先に帰りますね。お仕事頑張ってください】と返すと、【気をつけてね】との返事がすぐに返ってきた。

　なんだか温かい気持ちで、その文字を見つめる。

　恋とか……。康弘さんに対してそんな情熱的な気持ちはないけれど、こんな風に穏やかな関係を保てる人と家庭を築くのもいいのかもしれない。

　なにより、たくさんの人がそれを望んでいる。

　一足先に帰宅することに決め、パウダールームをあとにした。そしてホテルの回転扉を出たところで、クロークに荷物をあずけたままだったことに気づいた。

　慌てて引き返しクローク前まで戻ると、あれほどたくさんいた招待客の姿はすっかり消えて、既に人影はまばらだ。

　係りの人に遅くなったことを謝罪し、番号札を渡す。

「こちらでお間違いないですね」

「はい。ありがとうございます」

　受け取ったシルクのストールを羽織って、足早にエスカレーターへ向かう。そしてグランドフロアに続く下りのエスカレーターに足を踏み出そうとした、そのときだった。

　一階のエレベーターの前にいる、見覚えのある後ろ姿が目に入る。今日ずっと私の隣にいた、すらりと細長い式服のシルエット。

「康弘さん……？」

　間違いなく康弘さんだ。さっきのメールでは、取引先の人たちとの接待だと言っていたのに、どうして……。

　もちろん、ホテルの上のラウンジで飲むことだってあるだろう。けれど視線の先にいる康弘さんの腕には、大胆に背中が開いた、薄いシフォンのドレスに身を包んだ女性の腕が絡められている。

　柔らかそうな黒い布地には、遠目にもわかるほどふんだんにラインストーンがちりばめられていて、スカートの裾が揺れるたびにキラキラと輝く。

　その大胆なドレスには見覚えがあった。さっきまで出席していた披露宴で見かけた気がする。……いったい誰なの？

　駆け寄ろうと思った瞬間、ふたりはエレベーターに吸い込まれていく。

　――どこへ行くの？

　考えるより先に足が動き、エスカレーターを駆け下りていた。

　ふたりが乗ったエレベーターが止まったフロアを確認し、隣のエレベーターに乗ってあとを追いかける。

　緊張のあまり、胸の鼓動がドクドクと体中に響いた。扉が閉まり、エレベーターは高層階へと登っていく。静かに上昇していく数字を見つめているうちに、あっという間に目的の階に到着した。扉が開き、なにも考えられないまま降りてしまう。

　ここはラウンジのある最上階ではなく、そのひとつ下。このホテルで一番高層階にある客室フロアだ。

　エレベーターから降りた途端、すぐに後悔に似た感情が胸に沸き起こった。

　私ったら、あとを追ったりしてどうするの？　もし本当に、ここで康弘さんとさっきの女の人が降りていたとして、それをたしかめてどうするの？

　今まで感じたことのない胸騒ぎに、頭の中で警報が鳴り響く。

　このままエレベーターに乗り、おとなしく家に帰るべきだ。頭ではそうわかっているのに、慣れないヒールを履いた足が勝手に動いた。

　閑静なフロアには、四つしかない客室の案内板が出ている。このホテルで最高の部屋がある場所。恐らく、スイートルームがある階だろう。

　一般の客室フロアとは明らかに違う、上等な絨毯と品のいい調度品でしつらえられたエレベーターホール。そこからＨ型に左右に伸びる通路の、左側の廊下をそっと覗き込む。

　間違いならいい。康弘さんとあの女性は、きっと遅れてラウンジに合流したはず。こんな場所にいるはずない、そう願った私の期待は簡単に裏切られる。

　覗き込んだ視線の先には、やっぱり康弘さんがいた。

　いや、正確にはふたりだった。康弘さんと女性が、突き当たりの部屋の扉の前で絡み合うように抱き合っていた。

　ふたりの姿が真横から見え、その女性の横顔にまだ新しい記憶がよみがえる。

　やっぱりあの女の人、披露宴に出席していた人だ。新婦の親族席に座っていて、私も康弘さんに紹介してもらって挨拶をした。たしかあの人は……。

　くびれたウエストに手をまわし、康弘さんは唇が触れそうな距離で彼女を見つめている。

　妖よう艶えんな視線を返しながら、彼女が康弘さんの眼鏡に手を伸ばした。康弘さんはその手首を掴むと、乱暴に引き寄せ唇を重ねる。

　驚きのあまり、私は思わず叫びそうになって慌てて両手で口を塞いだ。

　テレビでしか見たことのない男女のやり取りをあの康弘さんがしているということに、驚きのあまり指先が震える。心臓が痛いくらい脈打っていた。

　ふたりは絡まり合ったまま、しばらく貪むさぼるような交わりを続ける。

「……あのお嬢ちゃんは？」

　息を乱しながら僅わずかに唇を離した女性が、茶化すように言った。

　……きっと私のことだ。

「先に帰したよ。仕事だと言えば素直なものだ」

「本当、素直でかわいらしいお嬢ちゃんよねぇ。あなたの未来の花嫁は」

「……やめろ」

　そしてまた、康弘さんは見たこともない強引さで女性の手を引き寄せて唇を塞ぐ。

　あまりの衝撃の場面に足元がふらついた。持っていたクラッチバッグが、そばにあった大理石のテーブルに当たり、カツンという小さな音が辺りに響く。

　その瞬間、女性から体を離した康弘さんが、素早い仕草でこちらに向かって歩きだした。

「誰だ!?」

　私は夢中で反対側の廊下へ走り込んだ。ふと目についた立入禁止と書かれたドアを音を立てないように開け、するりと体を滑り込ませる。

　ヒールを履いているから、階段を上ってもすぐに追いつかれるだろう。それに音を立てては見つかってしまう。

　……それ以前に、ここを開けられたら康弘さんに私がふたりを追ってきたことがバレてしまう。わざとではないけれど、こんなプライベートな場面を結果的に覗き見してしまったことがわかれば、康弘さんと私たちとの信頼関係も一巻の終わりだ。

　息を潜ひそめて扉に耳を当てると、すぐ向こう側で康弘さんの声がする。とても事務的な、オフィスで聞くいつもの声だ。

「……君、こっちに誰か走ってこなかったか？」

　カタカタと動くワゴンの音が聞こえる。ホテルの従業員の人だろうか？　若い男性らしき人が、丁寧に返事を返している。

「いえ、こちらには誰も……。なにかございましたか？」

「いや……。気のせいだな。ありがとう」

「ロイヤルスイートにご宿泊のお客さまですね。なにかあればすぐにお申し付けください」

　丁寧な受け答えのあと、ワゴンの音が遠ざかっていく。

　――よかった。最悪の事態は免まぬがれた。そう思った次の瞬間、クスクスと笑いながら茶化すような女性の声が近づいてきた。私は身動きひとつできずにジッと固まる。

「なぁに？　もしかしてあなた、怖いの？　少し神経質すぎるんじゃない？」

「うるさいな、少し黙ってろよ」

　なにこれ。扉の真ん前？

　扉一枚隔へだてた向こうには、不機嫌そうな康弘さんがいる。こんな康弘さんを、私は知らない。

「もしかしてお嬢ちゃんかも、なんて心配した？」

「そんなんじゃない」

「不安なの？　それとも罪悪感？　そんなの、すぐに吹き飛ばしてあげる。……来て」

　くぐもった声のやりとり。ただならぬ男女の気配。扉に体を押し付ける音。そして……やがて気配は消えた。




　私は履いていたハイヒールを脱ぎ、あてもなく非常階段を上る。

　なんだか体が鉛のように重い。

　……大体、どうしてこんなよそいきのドレスを着て、関係者以外立ち入り禁止と書かれていたドアの先にある、薄暗い階段を上っているのかもわからない。

　さっきのなに？　……って、いくら恋愛未経験な私だってわかる。あれ、いわゆるラブシーンってやつだ。

　康弘さん、恋人がいたんだ……。

　先ほどの一部始終で発覚した、正真正銘、まぎれもない現実に、胸がきゅうっと苦しくなる。

　別に康弘さんに恋していたわけじゃない。

　ただ、さっきの披露宴でも私にウェディングドレスのことを仄ほのめかしたり、私の両親が『いつになったら理咲をもらってくれるんだ』なんて冗談ぽく言うのをまるで肯定するかのような笑顔で受け止めたりしていたから、私だって誤解してしまっていた。康弘さんが私とのことを拒んでいないのだと。

「紛まぎらわしいよ……」

　そうだよ。はっきり言えばいいのに。自分には恋人がいるから、私と結婚なんてできませんって。

　そう思いながら、「やっぱり無理か」とも思う。

　康弘さんの立場で、私との縁談を断るなんて多分無理だろう。父がどれほど信頼していようと、彼は従業員だ。経営者の父の意向に背くことなど、できなかったに違いない。

　そう思えば、今まで私たちが康弘さんにしてきたことは、無神経で配慮のない行動だったとも言える。

　お父さんに報告したほうがいいのかな。それにみんなで康弘さんにちゃんと謝らなくちゃ。気を遣わせてしまったことや、結婚なんてとても大切な問題を、一方的に押し付けてしまったこと。

　私の胸に、なんともいえない苦い思いが込み上げてくる。

　かつて誰もが不可能だと笑い飛ばしていた父の研究は、成功を信じて疑わない父と康弘さんの血のにじむような努力で実りつつある。

　大きな声では言えないが、光本製薬が業務提携を開始してくれたのも、父たちの発見が癌の治療に転用できると明らかになってからだ。

　康弘さんはひとりきりで奮闘していた父を理解し、こうして夢を叶えるサポートをしてくれた。私たち家族にとって大切な存在だ。

　本当のことを言うと、私はちょっと……いや結構落ち込んでいる。康弘さんに恋人がいることが、なんだか淋しくて堪たまらない。

　失恋、というのとは違うけれど、お兄ちゃんを取られた妹とか、そういう感じかもしれない。

　どれくらい階段を上ったのだろう。ふと顔を上げると、目の前には行き止まりの扉が立ちはだかっている。

　いかにも〝関係者以外立ち入り禁止〟な場所だ。

　これって屋上？

　最上階近くから上ってきたから、ホテルの建物のかなり上のほうだということは間違いないだろう。見つかったら、きっとすごく怒られるに違いない。

　開くわけないか、と思いながら目の前の扉にそっと触れてみる。すると意外にも、扉はなんの抵抗もなく開いた。

　そうっと扉の先へ一歩踏み出すと、その途端、見たことのない景色が目に飛び込んできた。

「わぁっ……！」

　高層ホテルの屋上からは、はるか彼方かなたまで輝く都心の夜景が広がっている。

　……まるで光の洪水みたい。

　さまざまな光を見下ろすように佇む、ひときわ高いこのホテルの建物は圧倒的な存在だった。

　そこにいるだけで、まるでなにもかもが自分の手の中にあるように感じられて、吸い込まれるように引き寄せられる。

　まるで光の中にぽっかりと浮かんでいるようだ。

　現実離れした美しい世界に魅み入いられ、私は誘われるように歩みを進めた。

　もっともっと、近くで見たい――。

「それ以上は危ないよ。動かないで」

　背後から不意に聞こえた声に立ち止った。振り返ると、見知らぬ男の人がこちらを見つめている。

　満月を背後に従えた黒いタキシード姿は、まるで一枚の絵のように美しく、その幻想的な光景に、思わず見惚れてしまう。

　誰……？　最初からここにいたの？

「そのまま動かないで。僕がそこへ行くまで下を見ないで」

　彼が足早に近寄ってきて、ハッと我に返った。

　そして自分が柵のない屋上の端、ぎりぎりの場所に立っているのに気づく。

　全身から、一瞬で血の気が引いた。

　もしも落ちたら……と思うと、体がすくんで動かない。

「きゃ……」

　体がふらついてバランスを取ろうとした瞬間、上空を渡る風に煽あおられる。

　羽織っていたシルクのストールが攫さらわれた。波打つように流れて、光の渦に吸い込まれていく。思わずストールに伸ばした手に体が引き寄せられ、平衡感覚を失う。

　このままでは、落ちてしまう――。

　そう思った瞬間、背後から強く腕を引っ張られた。

　そしてすぐに下に倒れ込む衝撃を感じたものの、気づいたときには抱き合うように男性の広い胸の中に包み込まれていた。私の体全体を包む、温かで揺るぎない力強い腕。そしてふわりと漂うエキゾチックな香りに、思わず心臓が跳ね上がる。

「……間かん一いっ髪ぱつでしたね」

「……っ。あ、あの……」

　なにがなんだかわからない。でも、彼の体の上に倒れ込んだおかげで、痛みはどこにも感じない。無事でいられたことにホッとしたものの、見知らぬ男性と密着していることに気づいて慌てる。

　だ、ダメだ。早く離れなきゃ。

　なんとか起き上がろうと上体を動かしてみたけれど、背中にまわされた腕の力が強くて身動きが取れない。

　必死で腕を突っ張っていると、頭の上から溜め息まじりの優しい声が落ちてきた。

「ごめんね。だけど、もう少しだけおとなしくしていてください。ここはまだ危ない。今君を離してしまったら、落ちてしまいそうだ」

　耳をくすぐるような甘いテノールの声に、自然と体の力が抜ける。すると、彼は私を抱いたまま、ゆっくりと起き上がった。

　ハッとして顔を上げると、目の前にはこちらを見て微笑む優しげな男性の顔。サラサラした髪は風に揺れている。

　暗闇の中でも煌きらめいて見える瞳。顔立ちは明らかに日本人離れしていて、外国の血が入っているのだとひと目でわかった。

　すっと通った鼻び梁りょう。薄く形のいい唇は自然に口角が上がっていて、ともすれば、整いすぎた印象を与える彼の美貌を柔らかに彩っている。

　とてもきれいな人……。まるでヨーロッパの絵画に描かれている王子さまのようだ。

「ふふ、びっくりした？　だけど僕のほうがびっくりしました。あのまま落ちてしまうんじゃないかって、本当はすごく焦った」

「えっ……？　き、きゃああああ」

　目の前のハンサムな顔に見惚れてぼうっとしたものの、私たちの座るすぐ横の空間が、すとんと切り取られたようになにもないことにようやく気づく。まさに屋上の端ギリギリの所で彼の膝の上にまたがっている自分を自覚し、心臓が止まりそうになった。

　あまりの恐ろしさに体が動かなくなり、彼のタキシードの胸に思わずギュッとしがみつく。

「怖いですか？　それじゃ、目を閉じていてください。そのまま僕に掴まっていてくれればいい。そのほうがよっぽど安全だ」

　彼はそう言うとゆっくり立ち上がり、私の膝の下に手を入れて、横抱きにする。

「あっ……」

「しゃべらないで。目も閉じたままでいてください。今暴れられると、本当に危ないから」

　彼はそう言って、私の手を首にまわさせる。

「ここにしっかり掴まってて。言うことを聞いてください。いいですね？」

　無言でうなずくと、「いい子だ」と甘い声が耳元に落ちてくる。

　彼の首筋のそばに私の顔があるからか、甘く男らしい香りがまた鼻び腔こうをくすぐった。

　香水？　私の周囲の男性で、香水をつける人などいない。それでも、それは決してイヤな香りではなかった。

　というより、油断すれば心を甘く酔わされてしまう香りで……。これはムスク？

「ここまで来ればもう大丈夫。さあ、もう目を開けていいですよ」

　そう耳元で囁かれ、ギュッと閉じていたまぶたを開けると、目の前には息を呑むような世界が広がっている。

「なんてきれいなの……」

　彼に抱かれ、少し高くなった視界から見渡す夜の都心は、宝石箱をひっくり返したようにさまざまな色の光で埋め尽くされている。

「本当に、まるで光の中に、僕らだけが浮かんでいるようですね」

「え……」

　僕らだけが、と言われ、急に自分が見知らぬ男性に抱かれたまま、ふたりきりでいることに気づかされる。

「あ、あの、助けていただいて本当にありがとうございました。もう大丈夫です。下ろしてください」

「あぁ、君が羽のように軽いから、抱いたままだなんて気づかなかった。……だけどまだ下ろせないな。君、靴はどうしたんですか？」

「あ……」

　そういえば、非常階段を上るときに脱いじゃったんだっけ。ドアを開けて、あまりにも美しい景色に我を忘れて……。

「夜景に見惚れて、放り投げちゃったのかな」

「あ、あの」

　恥ずかしさのあまり、カーッと顔が熱くなる。靴を探して忙しく視線を彷徨さまよわせる私にクスリと笑みを落とし、彼はゆっくりと歩き出した。そして非常階段の入り口へと歩み寄る。

　ちょうどドアのすぐ前に、パーティ用の華きゃ奢しゃなヒールの靴が無造作に放り出されているのが目に入る。

　靴のそばまで近づいた彼が、ゆっくりと体をかがめた。

「あの、ありがとうございま――」

「ダメです。ちゃんと靴を履くまで、こうしていますから」

「えっ……」

　ひざまずくように長い脚を折りたたんだ彼は、なんと私をまた膝の上に座らせる。

　そして片手で私の靴を揃えると、「どうぞ」と首を傾げて私の顔を覗き込んだ。

　さらりと揺れた前髪から覗く、くっきりとした二重。

　さっき助けてもらったときも印象的だった彼の瞳は、ライトアップされた屋上の灯りの下では、日本人のものと違うことがはっきりわかる。

　外国の人？　だけど、彼の日本語はとても流りゅう暢ちょうだ。

　体を支えてもらいながら靴を履くと、ようやく彼の体から離れた。

　体が触れ合っていたときはドキドキしすぎて心臓が苦しいと思っていたのに、離れてしまえば心細く感じてしまう。

　ちぐはぐに矛盾した気持ちが、自分でもよくわからない。

「だけどさっきは驚きましたよ。声をかける暇もなく、君が吸い寄せられるように端まで行ってしまったから、本当に落ちてしまうんじゃないかって……。本当にびっくりしました」

　彼の体から離れたとはいえ、まだ十分近い距離。彼は戸惑う私を見下ろしながら、問いかけるような眼差しを向ける。

　家族と康弘さん以外の男の人から、こんなに近くで見下ろされるなんて、初めてのことだ。

　なぜだか彼から目が離せない。それに、息ができないくらい胸が苦しい。

　眩暈めまいがするほどの胸の鼓動を隠しながら、なんとか助けてもらったお礼を言う。

「あの、助けていただいてありがとうございました。それに、ごめんなさい。とてもきれいで、引き込まれてしまって……」

「美しいものに心を奪われてしまうのは仕方がないことだけど、これからは気を付けて」

　美しいものに心を奪われる――。まさに今の私の状態だ。

「それにしても君、どうしてこんな場所に？　ここは関係者以外立ち入り禁止のはずなのに……」

「ここは……」

「ホテルのヘリポートです。危険だから、一般の人は入れないんですよ」

　ヘリポート!?

　混乱する私の前で、彼は「失礼」と断りを入れると優雅にスマホを取り出す。

「はい。……わかりました。……いえ、大丈夫ですよ。僕のほうも、少しバタバタしていたから遅れてもらってちょうどよかった。そうだ、ホテルの方に連絡して、誰かヘリポートまで来てもらえるようにしてください。では、五分後に」

　横顔も、斜めから見ても、どこから見てもあまりにも素敵だ。

　ジッと見つめる私に気づいて、通話を終えた彼は、クスリと小さな笑みを浮かべた。

「僕の顔になにかついてますか」

「い、いえ、そういうわけじゃ……」

「そんなにご所しょ望もうなら、思う存分どうぞ」

　不意に顔を近づけられ、どアップできれいな顔を見せられる。

　途端にさらに心臓が脈打ち、また頬が熱くなってしまった。そんな私に、彼は幻想的な微笑みを浮かべる。

「かわいい人ですね。でも、どうやってここまで来たの？　……今夜の月は神秘的なほどの美しさだから、最初は天使が舞い降りたのかと思いましたが」

「あ、あの……。知り合いを追いかけていたら、迷ってしまって」

　そう答えて、ハッと現実に戻る。

　私、康弘さんを追いかけていたんだっけ……。

　瞬時にさっきの衝撃的なシーンがよみがえり、視線を落とした。

「じゃあ、迷子？　ますます放っておけませんね。だけど残念ながら、今日はこれから直接空港に向かわなければならないし……。さっき六む車ぐるまさんに伝えたから、もうすぐホテルの人が来てくれるでしょう。それまで、おとなしく待っていてくださいね」

「六車さん？」

「僕の秘書です」

　そう話す彼の背後から、空気を震わせる振動がバラバラと音を立てて伝わってくる。

　えっ……!?　あれは……もしかして……。

　小さな点だったそれは、瞬く間に爆音と共に上空に到達すると、激しい風を巻き起こしながら下降してくる。

「怜れい人とさま！」

　大きな声で叫びながら、ヘリの中から五十代半ばの男の人が降りてきた。その人に、怜人と呼ばれた王子さまは笑顔で片手を上げる。

「申し訳ありません。別件で手間取って遅くなりました。……怜人さま、その方は？」

「美しい夜景に呼ばれて迷い込んできたようです。すみません六車さん、なにか羽織るものはないですか？」

「少々お待ちください」

　六車さんと呼ばれた秘書の人は、一旦ヘリの中に戻るとすぐにまた姿を現す。

「怜人さま、こちらでよろしいでしょうか」

「ええ。ありがとうございます」

「では、お急ぎください。飛行機の時間が迫っております」

　そう伝えると、六車さんは先にヘリに乗り込んだ。

　彼は受け取った黒いストールを長い両手で広げると、ふわりと私の体を包み込む。

　柔らかなカシミアが、肌に触れた。

「あなたのストールはさっき落としてしまいましたから、今日はこれを羽織って帰ってください」

「でも、これ……。高価なものではないですか？　あの、お名前とご連絡先を教えていただけたら、あとで返しに伺います」

「返却は必要ないですよ。今日あなたと会えた記念に……。僕は西さい条じょう怜人。あなたは？　お名前を教えてください」

　まるで懇願するように彼に言われ、わけもなく胸が騒いだ。

　激しい風が巻き起こり、彼の髪を乱している。その隙間から覗く吸い込まれそうな瞳に、なぜか釘付けになってしまう。

「り、理咲です。葉山理咲」

　ぎこちなく自分の名前を名乗り、おずおずと怜人さんを見上げる。

　すると私を見つめていた瞳が優しく細められ、ストールごと肩を抱いていた手が、ふわりと頬に触れた。

　ジッと見つめられたまま長い指で優しく撫でられ、息が止まりそうになる。

「理咲……。美しい名だ。じゃあ理咲、きっとまたどこかで」

　そう言って私の手を取り、抗う間もなく甲にチュッと口づける。

　呆然としている私を残して、怜人さんを乗せたヘリは、爆音を響かせながら夜の彼方へと消えていった。










私、身代わりになります




「理咲ちゃん、ほんとにごめんね」

　最後の段ボールにガムテープを貼っていた私に、ジーンズ姿の真ま弓ゆみさんが申し訳なさそうに言う。

「せっかく頑張ってもらってたのに、こんなことになっちゃって……」

　小柄な真弓さんの丸みを帯びた肩が、しょんぼりと沈んでいる。私は慌てて、わざと明るい声で答えた。

「なに言ってるんですか。私のことより、真弓さんこそ体に気を付けてくださいね」

「私は……。でもそうね。主人のためにも、私が元気出さなきゃね」

　そう言って笑った真弓さんの目尻の皺を見て、なんだかちょっとホッとする。

　真弓さんとご主人の真しん吾ごさんが経営していたこの『中なか井いベーカリー』は、地元でも評判のパン屋さんだった。真弓さんと真吾さんは共に四十代半ば。お子さんはおらず、ふたり暮らしだ。

　ここは四か月ほど前、職を探して彷徨っていた私が、通りすがりにアルバイトの張り紙を見て応募し、以後とても楽しく働かせてもらっていたお店だった。

　しかし、ひと月ほど前、真吾さんに病気が見つかって入院することになった。幸い命に別状はないものの、今までのように体への負担が大きいベーカリーの仕事は続けられないということで、ふたり揃って真吾さんの実家に帰ることになったのだ。

　当然ベーカリーは閉店となり、私も職を失うこととなってしまった。

　中井夫妻は、パンの種類や使用する小麦粉の違い、接客の仕方、最近ではパン作りのお手伝いまで丁寧に教えてくれ、そしてなにより慣れないひとり暮らしに奮ふん闘とうする私を、なにかと気にかけてくださった。

　そんなふたりとお別れするのはとても淋しいけれど、真吾さんの健康には代えられない。

「理咲ちゃん、次の仕事、もう決まってるの？」

　真弓さんが心配そうに言った。

「いえ、まだ……」

「そう。ごめんね、せっかく仕事にも慣れてくれたのに。店だって、毎日楽しみにパンを買いに来てくださるお客さまがたくさんいるのに……」

　そう言って肩を落とす真弓さんの手を思わず握る。

「なに言ってるんですか！　まずは真吾さんの体を治して、お元気になってからまたお店を始めたらいいじゃないですか！　そのときには、私、絶対手伝いに行きますから」

　励ますように明るく言うと、真弓さんが目尻ににじんだ涙を拭ぬぐってジッと私を見つめる。

「ありがとう、理咲ちゃん……。ね、主人とも話してたんだけど、やっぱり理咲ちゃんも一緒に来ない？　主人の実家は農家だし、贅沢はできないけど、理咲ちゃんひとり食べさせるくらいは困らないわ。そこでゆっくり次の仕事も探せばいいし……」

「ありがとうございます。でも、ここには陸りくもいますし」

「そっか……。弟さん、大学生だっけ？　そうよね、ひとりで置いてはいけないわね」

　しんみりと言葉を切った真弓さんの手を、私は力の限りギュッと握った。

「大丈夫ですよ！　なんとかなります。それより真弓さんこそ、畑仕事頑張ってくださいよ～」

「……そうね。私も頑張らなきゃね」

　やっと笑顔に戻った真弓さんにほっとしながら、私は後片付けを続けた。




　真弓さんに夕食を御馳走になり、アパートに戻ったのはもう夜も遅い時間になってからだった。

　建てつけの悪い鍵を何度かガチャガチャと回してようやくドアを開けると、そこには簡単な台所がついた四畳半の部屋がある。

　築四十年、お風呂なしのこの部屋の家賃は、都内では破格の二万円。

　真弓さんの知り合いが持ち主らしく、強引に負けてもらってここに住み始めて約四か月。

　部屋に入って蛍光灯のひもを引っ張り灯りを点すと、丸い小さなちゃぶ台の前に力なく座り込む。

「明日からどうしようかな……」

　真弓さんにはああ言ったものの、本当は『なんとかなる』なんて言ってはいられない状況だった。

　今月は陸の大学の学費を払ったばかりで、僅かにあった貯えも底をついている。

　ふたつ年下の弟の陸は東京の大学に通う理学部の三年生だ。厳しいことで有名な教授の研究室に所属していて、ほぼ毎日泊まり込んで実験漬けの生活をしている。

　学費を工面するため陸はアルバイトを増やすと言って聞かなかったが、なんとかなだめてやめさせた。卒業まであと一年あまり。父がああなってしまった以上、私たちの希望はもう陸しかいない。私がなんとか頑張って陸を卒業させるつもりだ。

　だけど……。

　ようやく慣れた仕事も失い、生活をどう立て直せばいいのか。とにかく早急に新しい仕事を見つけなくてはならない。

　そう思って毎日のように職探しをしているけれど、なかなか思うようには進まない。

　伊豆の実家に身を寄せているお母さんに相談してみようかな……。

　そんな思いが脳裏によぎったけれど、慌てて思い直す。

　母は、海あ女まの仕事をしている祖母を手伝っている。慣れない仕事と父の体調のことで心配事が多い母に、これ以上の心労はかけられない。

　ここは自分で乗り切るしかないのだ。弱い自分を鼓舞するように両手で頬を叩いてみたけれど、あまりに山積する問題にカラ元気もそうは持たない。そのままずるずるとちゃぶ台に突っ伏して頬を付けた。

　なぜこんなことになってしまったんだろう。

　この四か月、何度そう思っただろう。けれどその都度、私の心は苦い現実に塗りつぶされる。

　あの日、どうして私は康弘さんと光本製薬のお嬢さんが通じていることをお父さんに報告しなかったんだろう。もしすぐに手を打てていたら、なにかが変わっていたかもしれないのに。

　そう思うと、悔しさのあまり握りしめた掌てのひらに爪が食い込んだ。

　私は無力で、愚かだった。

　康弘さんと出席した披露宴のあと、あの夢のような出会いを体験した私を待ち受けていたものは、思いもよらない裏切りだった。

　あれから間もなく、光本製薬は一方的に業務提携の解消を申し入れてきた。そして自社の独自開発で癌の治療に有効な免疫細胞を作ることに成功したと、世間に発表したのだ。

　それは長年、父と康弘さんが共同で研究してきたものと同じものだった。

　周しゅう到とうに準備していたのだろう。向こうは既に製品化に向けて研究スケジュールを進めていた。その道に精通したプロを雇い、ありとあらゆる根回しとねつ造により自社の正当性を主張した。資本に任せての立ち回りで、先方とは比べ物にならないくらい小さな規模だった父の会社に勝ち目はなかった。

　それにより父の会社、葉山化学工業は夢の特効薬という素晴らしい希望も、取引先からの信用も失い、あっけなく倒産した。

　慣れ親しんだ洋館造りの自宅も、両親名義の預貯金も差し押さえられ、私たち家族はたちまち路頭に迷った。

　この醜い騒動の立役者は康弘さんだった。康弘さんは父の研究情報を盗み、光本製薬に流していたのだ。

　康弘さんに全面的に信頼を寄せていた父はショックと過労から心臓の病で倒れ、四か月経った現在もいまだに入院中だ。

　陸の大学は学費が高いことでも有名で、卒業までにはまだ一年以上あった。

　父と同じ研究者の道を志している弟の夢をあきらめさせたくない、そう思って私も色々と仕事を探してきたが、父の秘書だったとはいえ、倒産で二か月ほどしか社会人経験のない私を雇ってくれる会社はどこにもなかった。

　そんな私を優しく受け入れてくれたのが真弓さんご夫婦だ。住む家の世話をはじめ、なにかと気遣いをしてもらった。

　早朝から夜遅くまで働くベーカリーの仕事は厳しかったけれど、それぞれの場所で頑張っている家族のことを考えれば、つらいとは思わなかった。

　なにより、真弓さんや真吾さんの手で魔法のように作り出されるおいしいパンを、お客さんたちが笑顔で買ってくれることがうれしかったのだ。

　誰かの笑顔のために働くことは、とても楽しいことだった。今まで知らなかった世界を知り、仕事にやりがいも感じられた。

　だけど私に希望を与えてくれた場所も、もうない。

　急に辺りに寒々しい空気が流れてきたような気がした。

　十月の夜の空気は、やがてやってくる冬の気配を含みながら、ひっそり外から忍び込んでくる。

　この部屋、冬になったらどれほど寒いんだろう。さすが築四十年、あちらこちらから隙間風が吹き込んでくることには気づいていた。

　暖房器具を買うお金を貯めなくちゃ。……でもいったいいくらくらいするものなんだろう？

　心細さに胸を占領されそうになり、私は慌てていつもの宝物を取り出した。

　あの日、あの人にもらった黒いカシミアのストール。

　それは驚くほど柔らかで、いつまでも触れていたいような滑らかな肌触りだ。そっと顔に押し当てると、あのとき感じた彼のぬくもりにまた包まれているような気持ちになる。

　そしてもう覚えてしまったその匂い。香水、だと思うけれど……。

　胸が騒いで、クラリとしてしまうムスクの香りに、彼の腕に抱かれたときのことを思い出し、自然に頬が赤くなる。

　そっと広げて肩から羽織ると、まるで彼に包み込まれているような錯覚を感じる。

　柔らかな肌触りをたしかめながら、私は無意識にストールの隅を指でなぞった。

　最初は気づかなかったけれど、隅っこの目立たない部分に、まるで目印のように見慣れない紋章が刺繍されているのだ。

　最初はどこかのブランドのロゴかと思ったけれど、精巧な刺繍で施された模様は、まるで本で見たことがある、ヨーロッパ貴族の紋章のようだった。

　ふふ、なんだか王子さまのしるしみたい……。

　彼と出会ったときのことを思うと、自然に心が幸福感で満たされる。せめてもう一度だけでも会えたら……なんて、きっと叶わない願いだろうけれど。

「うん、また頑張ろう……」

　じんわり湧いてきた温かな気持ちに勇気をもらい、私は明日からまた頑張ることを心に決めた。




　中井ベーカリー閉店から、一週間ほどが経っていた。

　私は真弓さんに教えられた住所を頼りに、きょろきょろと目的の場所を探している。

「えっと……この辺りのはず……」

　真新しい高層ビルが立ち並ぶこの辺りは、都内でも有名なオフィス街。

　今日は、ベーカリーの常連さんの親戚のお友達が紹介してくれたという、アルバイトの面接日だ。

　なんでも〝メール室〟という部署の仕事らしい。

　そこで会社宛に送られてきた郵便物を、各部門ごとに振り分けるのだという。

　中々仕事が見つからないでいる私を心配してか、真吾さんの実家に戻った真弓さんが連絡をくれ、今日、ようやく面接にこぎつけたというわけだ。

　なんとか目的地にたどりつき、受付で用件と名前を伝える。

　美しく洗練された受付嬢に隙のない笑顔で「少々お待ちくださいませ」と言われ、チラリと意味ありげな視線を向けられた。

　頭の先からつま先まで吟ぎん味みされているような気分になり、緊張で心臓が大きな音を立てる。

　私が今日面接を受ける『テディーズ・カンパニー』は英国系の有名企業だ。

　本社は世界中に展開するショッピングセンターをはじめ、ホテルや遊園地など多岐に渡る事業を展開しているレジャー産業系の大企業だけれど、こちらの日本支社では、主にホテルの経営や英国系有名ブランドの輸入販売などを行っていると聞いている。

　そんなに大きくはないけれど、自社ビルらしきオフィスは洗練されていて、ロビーを行き交う人の中には外国人の姿も見受けられる。

　しばらく下町のベーカリーで身を粉こにして働いていた私にとっては、久しぶりに訪れた大都会。アパートからベーカリーを往復する穏やかな毎日を過ごしていたから気後れしてしまうけれど、私を心配してくださった真弓さんたちのためにも、恥ずかしくない対応をしなくてはとお腹に力を入れる。

　できるならば、頑張ってここで仕事を決めてしまいたい。

「お待たせ致しました。そちらのエレベーターで十階までお上がりくださいませ。エレベーターを降りて廊下を突き当たりまでお進みいただくと、会議室がございます。そちらのお部屋で、担当者がお伺いするまでお待ちくださいませ」

　そう受付嬢ににこやかに告げられ、私はエレベーターに乗り込んだ。

　――ポン。柔らかい音と共に扉が開き、ふかふかした絨毯が敷き詰められたいかにも高級そうな雰囲気の場所に降りた。

「なんか、すごい……」

　やはり一流企業。アルバイトですら、面接をおろそかにしないようだ。

　よく考えてみれば、社内に来るすべての郵便物を管理するのだ。中には重要書類だって含まれているに違いないだろうから、当然のことだろう。

「だ、大丈夫かな……」

　仕事内容に関しては私にもできそうだけれど、こんなにもしっかりした面接が行われるとは思わなかった。

　一般常識などの試験勉強をやっておけばよかったと後悔したけれど、今さらどうすることもできない。それにこの階は見たところ役員フロアのようだ。もしかしたらいきなり偉い人の面接なのだろうか。

　急に体中に緊張が走り、お腹が痛くなってきた。

　大丈夫、まだ時間はある。とりあえずトイレにでも行って落ち着こう。

　私は人ひと気けのない廊下を、恐こわ々ごわ歩き始めた。




「ふぅ～」

　トイレで用を足すと、幸いなことに腹痛はすぐに落ち着いた。

　念のため早めに家を出たこともあって、約束の時間までにはまだ二十分ほどある。

　いくらなんでも、席に着くのはまだ早いだろう。手洗いを済ますと、私は手持ち無沙汰に鏡に向かった。

　それにしても、スタイリッシュなトイレだ。

　それぞれの個室には英国コスメブランドのディフューザーが置かれ、強すぎないハーブの香りで心が癒される。十分なスペースをとって洗面台とは個別に作られたパウダールームは、前衛的なデザインのアーティスティックな空間。この場所ひとつとってみても、洗練された会社であることが窺える。

　こんな会社で働けたら、きっと快適だろう。

　受かればいいな……。そう念じながらメイクを確認し、そろそろ指定された会議室へ向かおうとしたときだった。

「キャーー!!」

　静かなトイレに、突然かん高い叫び声が響き渡る。

　個室トイレのほうから突然発せられた奇声。その衝撃に、入り口に近いパウダールームの椅子に座っていた私は、思わず持っていたカバンを落としそうになる。

　尋常ではない悲鳴のような声に、なにか大変なことが起こったのではと、慌てて声のするほうへ駆け寄った。

　見ると、左側の奥の個室には鍵がかかり、中に誰か入っている。

「どうしたんですか!?　なにかありましたか!?　人を呼んできましょうか!?」

　思わず個室のドアを叩くけれど、キャーキャーと響く絶叫はまだ収まらない。

　誰か人を呼んできたほうがいいのだろうか。しかし中にいる人を、このままひとりにしておくのもよくないような気がする。

「大丈夫ですか!?　動けますか？　鍵、開けられますか？　どこか体調は……」

　トイレの主は必死で問いかける私にお構いなしに、ひとしきり騒いだあと、豪快に流水の音をさせてから、ゆっくり出てきた。

「あの……」

〝派手〟という形容詞が、これほどあてはまる人物はいないのではないだろうか？

　ほとんど金色と言っていいほど明るく染められた髪と華やかなメイク。一本ずつデザインの違うネイルには、洗顔すら不可能ではと思えるほど、これでもかとラインストーンが盛られている。

　彫ったようにくっきりとした二重の瞳の周りにびっしりつけられたつけまつげは、彼女が瞬きするたび風が起こりそうなほどバサバサと上下する。

　年齢は恐らく私と同じくらいだろうか。細身の体に、ぴったりした蛍光ピンクのミニ丈ニットワンピースを纏い、レインボーカラーのタイツを合わせている。

「あのね!!　今、検査したら陽性だったの!!」

　彼女は歓喜の表情で、初対面の私の手を握る。

　見ると、もう片方の手にあるのは……。

「妊娠……検査薬……？」

「そう!!　あのね、可か憐れん、なんだかちょっとおかしいなぁ、とは思ってたんだよ!?　だけどまさかそうだって思わなくて、だけどさっき、あれー、なんかひと月飛んじゃってる～とか思って、それでドラッグストアでこれ買って、試してみたらさ～」

　可憐、というのがこの人の名前だろうか？

　そのあまりに高いテンションにちょっと腰が引けてしまいそうだけど、とにかくこの人の中には、新しい命が宿っているんだ。

「おめでとうございます!!」

　こんなにおめでたい場面に立ち会うのは、本当に久しぶりだ。偶然出会った人とはいえ、なんだかうれしい。

　すると、彼女のほうもとびきりの笑顔で私の手を握り、ゆさゆさと揺さぶった。

「でも、ちょっと面倒なことになっちゃったな……」

　ひとしきり喜び合ったあと、可憐さんは急に憂ゆう鬱うつそうな顔をする。

　初対面の相手にこう言っては失礼だが、彼女に似つかわしくない沈んだ様子に、おせっかいながらも少し心配になる。

「なにか心配事でもあるんですか？」

「うん……。実はさ、これから面接なんだ……。あ、面接っていっても、形式上のことなんだけどさ」

　面接!?　まさかこの人は、メール室の求人のライバルなのだろうか。

「もしかして、メール室のお仕事の面接ですか」

「あ～、違う違う。私の仕事はさ……。ここのＣＥＯの秘書だよ」

「えぇ!?」

　思わず出てしまった驚きの言葉に、彼女が軽く唇を尖らせる。

「あ、今秘書っぽくないって思ったでしょ!?　ひっどいな～」

　いきなり鋭い指摘をされ、おろおろとうろたえる私に、可憐さんはあっけらかんと「いいよいいよ、秘書なんてガラじゃないもん」と明るく応えてくれる。

　彼女の派手な外見の中で、唯一手を加えられていない黒い瞳がキラキラと輝く。その瞳でまっすぐにこちらをとらえる率直さに、彼女が悪い人ではないと直感する。

「あ、そういえばそっちは？」

「私はこれから、ここのメール室のアルバイトの面接なんです」

「ふぅん、仕事、探してるんだ。世間知らずなお嬢さん風なのにね。……あれ、なんかワケあり？」

　鋭い指摘に一瞬ひるんだ私を、可憐さんが意味ありげに見つめる。

「はい。色々事情がありまして……。だからこのお仕事は絶対に採用されたいんです」

　チラリと腕時計に目をやると、もう時刻は約束の十分前に迫っている。

　遅れて印象が悪くなってはいけない。そろそろ面接会場に向かったほうがいいだろう。

「本当におめでとうございます。お体、大切にしてくださいね」

　そう笑顔で言って立ち去ろうとした私の腕を、可憐さんの手がぐっと掴んだ。

　そのあまりの力強さに、一瞬体がこわばる。

「あの……？」

「名前、なんて言うの？」

「理咲……葉山理咲と申します」

「ふぅん、じゃあさ、歳は？」

　可憐さんの眼差しが鋭さを増し、なんだか怖くなってさりげなく距離を取る。

「あの、私はそろそろ面接に行かないと……」

「単刀直入に聞くけど、あなたお金欲しくない？」

「えっ」

　可憐さんのぶしつけな質問に、思わず強い視線を返すと「あっ、ゴメン」と素直に謝られた。

「失礼な言い方してゴメン……。私、今かなりテンパっててさ」

　可憐さんは大事そうに握っていた妊娠検査薬を丁寧に箱にしまうと、神妙な顔つきで切り出した。

「私、こう見えても結構大きな会社の社長の娘でさ。あ、家柄もいいんだよ。公く家げっていうの？　それの末まつ裔えいなんだってー。で、ここの社長との縁談が持ち上がっちゃって……。でもさ、今見てくれたでしょ？　本当に好きな人との子供なの。親には反対されてるんだけどさ」

　軽い調子で話す内容は、結構深刻だ。私は思わず彼女のほうへ身を乗り出す。

「それじゃあ、縁談をお断りして、ご両親に相談されたほうがいいんじゃないでしょうか。お腹も大きくなってくるでしょうし、早く話し合いを……」

「それがダメなんだよね。ここの御曹司、なんかすごい人で……。要するに、私とその人が結婚すればかなりメリットがあるっていうか……。まぁ、主にウチが、なんだけど。だからこんなことがバレたら、絶対子供も始末される」

「そんな!!」

　始末だなんて、娘に対してそんなひどいことをする親がいるのだろうか。

　あまりにもつらい可憐さんの立場を思うと、いてもたってもいられなくなる。

「可憐さん……。私にもなにかできればいいんですけど、なんのお役にも立てなくてごめんなさい」

「ううん～。理咲ちゃん、すごくお役に立てると思うんだ。それに、理咲ちゃんにとっても悪い話じゃない。ね、理咲ちゃん、これから三か月、私の代わりにＣＥＯの秘書になってくれない!?」

「え!?」

　あまりに唐突な申し出に、一瞬なにを言われているのかわからなくなる。

「だからさぁ、ここのＣＥＯとのお見合いを兼ねて、彼の秘書を三か月やるっていう話になってるんだって。あ、これはウチの親が言いだしたことなんだけどね」

「で、でもどうして私が……」

「その三か月の間に、お互い結婚する意志があるかどうか確認して、イヤなら断っていいって話になってんの。まぁ、多分断られると思うんだよ？　向こうはギリギリまで渋ってて、結局ヤバいコネ使ってウチの親がゴリ押しで取り付けた約束らしいし」

　でもどうして私が？　第一、そんな嘘をついて人を騙すなんて、私にはとてもできそうにない。

「可憐さん、そんな大芝居、私には絶対無理です。お力になれなくてごめんなさい」

「待って。その報酬に、お金を払うって言っても？」

　私の腕を掴んでいた可憐さんの力が、急に強くなった。近づけられた顔は、その派手な化粧のせいだけではない迫力がある。

「百万払うよ。例え途中でばれても、それは構わない。とにかく、時間稼ぎができればいいの。一番いいのは三か月秘書をやって、向こうから断られるパターンだけどね」

「百万……」

　とても情けないけれど、心が少し動いた。

　また半年もすれば、陸の学費を支払わなければならない。

　それにお父さんも入院している。お母さんはなにも言わないけれど、きっとお金のやりくりは大変だろう。

　……正直なところ、今の私にとって百万円は、喉から手が出るくらい欲しいお金だ。

「でも、メール室の面接が……。紹介してくださった方もいるし、簡単にはお断りできません」

　そうだ。人の道を踏み外しちゃダメだ。メール室のお仕事だって、最初はアルバイトからだけど、一生懸命やれば常勤雇用してもらえるかもしれない。多くを望んじゃいけない。

　……だけど、陸の次の学費、本当に払えるのかな。

「メール室の面接ってどこであるの？　今から私が理咲ちゃんの代わりに面接に行って、『家庭の事情で辞退します』ってきちんと話してくるよ。だから……お願い。この子の命は、理咲ちゃんにかかってるんだから!!」

　そう言いながら、可憐さんが庇かばうようにお腹を撫でた。その自然な振る舞いに、既にこの人は母親なのだと実感する。

　政略結婚……。少し前まで、私の周りにも同じような話があった。

　あの事件以来、康弘さんには会っていないけれど、私たち家族に対して彼が抱いていた感情は、多分私たちが思う以上に複雑なものだったのだと思う。

　きっと最初は小さな行き違いだった。けれどそれは幾年も積み重なって、結果的に康弘さんにあんなことをさせてしまった。

　だからといって彼を許すことは決してできないけれど……。一方的に憎むこともまた、私にはできない。

　感情と、欲望と。人間って、本当に厄介な生き物だ。

　でもどんな理由があろうとも、可憐さんの中に芽生えた小さな命を見殺しにはできない。温かな愛で包んで、大切に育はぐくむべきだ。

　そう結論づけると、私の中でひとつの答えが生まれる。

「わかりました。……本当に三か月でいいんですね？」

「えっ？　理咲ちゃん、私の代わりに秘書、やってくれるの？」

　可憐さんのきれいな瞳が、ゆるゆると潤む。

「だけど、百万円はいりません。それに条件があります。それを可憐さんとそのＣＥＯの方が呑んでくださるなら、三か月間の身代わり秘書、お引き受けします」

　すがるような目つきの可憐さんを、私はまっすぐに見つめた。




　可憐さんに教えられた通り秘書室のドアをノックして用件を伝えると、すらりとした外国人女性に応接室に通され、すすめられたソファに座った。

　目の前のティーカップには、茶葉からきちんと淹れたであろう紅茶が注がれ、優雅な香りを放っている。

　私はひとり、英国企業テディーズ・カンパニー日本支社の最高経営責任者を待っていた。




　あのあとトイレで、手短かに可憐さんといくつかのことを確認し合った。

　私が考えたシナリオは、ざっとこんな感じだ。

　まずはきちんとお見合い相手に可憐さんの状況を話すこと。

　そして向こうもこの結婚を望んでいないということなら、双方の希望をスムーズに叶えるため、ちょっとした協定を結んではどうかと提案する。

　お互いこのお見合いには乗り気ではないし、しかも可憐さんのお腹には別の男性との赤ちゃんがいるのだから、向こうも無理にこの話を進める気にはならないはず。

　悲しいことだけど、可憐さんのご両親は彼との仲を認めてくれない。もしばれたら、可憐さんも赤ちゃんも危険な目に遭うかもしれない。

　だから、可憐さんの恋人と可憐さんがきちんと話し合い、結婚を許してもらう準備をするまでの三か月、私が可憐さんの身代わりとして秘書兼婚約者候補になる。

　三か月後、可憐さんが問題を解決してご両親の目の前に現れる頃に私は姿を消し、ＣＥＯも、「僕はなにも知らなかった」で通せばいい。

　彼も〝結構ヤバいコネ〟で断り切れなかったお見合いを断らなくて済むし、その頃には既に〝始末〟なんてこともできないほど、赤ちゃんも育っているだろう――。

　とまぁ、そんな感じだ。

『でもさあ、理咲ちゃん』

　可憐さんが不安そうに私に顔を近づける。

『それじゃ、理咲ちゃんがまる損じゃん。お金だっていらないって言うし』

『だから、本当に秘書として雇ってもらうんです。それでお給料をいただければ……』

　短い期間だったけれど、私にだって父の秘書を務めた経験がある。これほどの大きな会社でなにができるかはわからないけれど、少しは役に立てることもあるのではないだろうか。

　得意気に口にした私の提案に、可憐さんは『あ！　なるほど！』と大げさに手を打った。

『だけど、やっぱり理咲ちゃんの立場が弱いから、私に身代わりの秘書を頼まれたって契約書を書いとこう。そうじゃなきゃ理咲ちゃん、本当にＣＥＯを騙した悪い女になっちゃう』

　笑顔でそう言った可憐さんが、バッグからノートを取り出し、びりびりと破る。

　そして私たちは、常識では考えられない契約書を交わしたのだった。

『自分の口からきちんと事情を話したほうがいい』という私の提案を最後まで拒否し、可憐さんはメール室の面接をキャンセルする役割だけを担になって、そのまま帰ってしまった。

　一流企業の応接室にひとりでいるのは少し心細いけれど、彼女の事情を考えればあんな状態でお見合い相手に会いたくないというのも、わからないでもなかった。

「しょうがないか……」

　私はソファの上で、大きく息を吸って姿勢を伸ばす。

　息を吐き出したそのとき、歯切れのいいノックと共に、隙のないスーツ姿の男性が入ってきた。

　彼が部屋に入っただけでその場の空気が変わるのを感じて、その存在感に圧倒される。

　世界的な企業の要職に就く人と会うことは理解していたはずなのに、あまりの緊張で、まともに視線を向けることもできない。

　そんな私の戸惑いを知る由よしもなく、テディーズ・カンパニーのＣＥＯは「お待たせしました」と丁寧な言葉で私に断り、正面のソファにゆっくりと腰かけた。

　どうしよう。まともに顔を見られない。

　思わずうつむいた私に、正面の席に静かに座ったＣＥＯから、まっすぐな視線が向けられているのを肌で感じる。

　……私のやろうとしていることは、こんな大企業の経営者相手に、きっと余りにも無謀な行動だ。

　チラリとまともな考えが頭をよぎったけれど、もうあと戻りはできなかった。

　メール室の面接は可憐さんが断ってしまっただろうし、第一、これには可憐さんのお腹にいる赤ちゃんの運命がかかっているのだ。

　とにかく話をしなくては。私は覚悟を決めて顔を上げた。

　けれど次の瞬間、頭の中が真っ白になって、私は石のように固まる。

「あれ……あなたは……？」

　聞き覚えのある甘やかなテノールの声は心をくすぐるように耳に届き、あの日見た夢のような光景がよみがえる。

　また、会えた。そのまぎれもない現実が、私の心臓の鼓動をますます速くしていく。

「きっとまた会えるとは思っていたけど……。どうしてあなたがここへ？」

　見るからに仕立てのいいグレーのスーツ。ごく薄いピンク色のシャツに一段濃いパステルピンクのネクタイを合わせた優雅な着こなしは、彼の甘さを存分に引き立てている。

　日差しの中で、明るい色に透けるサラサラした髪と、端正な顔立ちをいっそう印象的にする琥こ珀はく色に透き通った瞳。

　彼のほうもこんな形で突然再会したことに戸惑っているのか、私を見つめる瞳が困惑に揺れている。

　もうずっと前、まだ生まれる前から、この人のことを知っていた気がする。

　胸に浮かんだ根拠のない思いに戸惑いながら、私はしばらくの間、彼から目が離せないままでいた。




「話はわかりました。それで、あなたはいったい僕にどうしろと？」

　あのあと我に返った私は、可憐さんと相談したことを彼に説明した。最初は支し離り滅めつ裂れつな話しかできなかった私だけれど、彼の巧みな話術によって、なんとか話の概要を伝えることができた。

　彼、西条怜人さんはテディーズ・カンパニー日本支社のＣＥＯ、最高経営責任者だ。

　聞けば、彼のお父さまが英国で企業全体の責任者をしているらしい。

　そんな立場ならホテルからヘリで移動、という浮世離れした行動にも納得がいった。

　可憐さんとの関わりと、ふたりで相談した内容についてずいぶん長い間しゃべっていた気がする。私はすっかり冷めてしまった紅茶をひと息に飲み干した。

「あの、だからですね、三か月間、私があなたの秘書として……」

「あなたのおっしゃる理屈は理解しました。でも、そのプランに乗ると仮定して、僕があなた方の片棒を担ぐメリットはなんですか？」

　穏やかな表情を浮かべたまま、彼は小首を傾げて私を見つめる。

　初めて会ったときとは違い、明るい光が降り注ぐこの部屋では、彼の日本人離れした瞳がことさら目を引く。ジッと見つめてしまう私を知ってか知らずか、彼は長い指で顎を支え、思し案あん気げな表情で私を見据える。

「だから、お見合いをお断りになる必要もなく、みんな丸く収まりますし……」

「京きょう極ごく家からの申し出は、今日きっぱり断るつもりでした。いくらなんでも外務大臣の口利きなんて……。職権乱用にもほどがある。僕はそういうのは嫌いです」

　だ、大臣!?　そういえば、可憐さんは〝ヤバいコネ〟とは言っていたけれど……。

　スケールの大きな話にあっけにとられた私に咎とがめるような視線を向けながら、彼は追い打ちをかけるように話を続ける。

「本国の父にも相談して、今日彼女がゴネたら、外交筋から正式に断りを入れるつもりでした。それなのになにも関係ないあなたを巻き込むなんて……。第一、あなたは今日メール室の面接のはずでしょう。それを受けずになぜこんなことをしているんですか？」

「えっ。どうしてそのことをご存じなんですか？」

　突然面接のことを指摘されて驚く私に、彼は顔色ひとつ変えず答えた。

「曲がりなりにも僕はここのＣＥＯです。人事の予定は、ひと通り頭に入っています」

「で、でも、あの……」

　こんなにたくさんの人がいる会社で、アルバイトに応募した人物のことまで把握しているなんて。

「そんなことより、今は京極家のお嬢さんの話です。……まったく、こんなことを考えるなんて、本当に困った人だ」

　小さな溜め息をつき、彼は私たちがさっきトイレで書いた誓約書をひらひらとさせる。

「【私、京極可憐は西条怜人の秘書兼婚約者を葉山理咲に三か月の間委託します】って、意味がわかりません。僕が了承する前に、なぜ委託ができると思うんですか。僕は彼女を秘書にすることも婚約者にすることも了承していません。しかもふたりそろって、簡単に拇ぼ印いんなんて押して……。これは口紅？　やっていることの重大さをもう少し自覚しなさい」

　少しキツイ口調でたしなめられ、胸がどきりとした。たしかに私たちのやっていることはとんでもなく非常識だ。せっかく再会できた彼の視線が咎めるよう注がれて、私の心はしゅんと沈んでしまう。

　けれど次の瞬間、さっき見た可憐さんのひた向きな表情がよみがえった。

　この契約を取り付けなければ、可憐さんの赤ちゃんが危険に晒されてしまう。そう思うと、こんなことでひるんではいられなかった。

「でもそうでもしないと、可憐さんのお腹にいる赤ちゃんが危険なんです！」

　大声を出してしまった私に、少し驚いた顔をした彼が「静かに」と目で促す。公けにはできない話題だったことに気づき、慌てて手で口を押さえた。

「彼女の状況はたしかに大変だとは思いますが、その件については、僕にはなんの関係もありません」

　きっぱりと言い放つ言葉には少しの隙もなく、これ以上言葉を続けることもできそうにない。

　想像していたようには簡単にいかない交渉に、動揺で頭の動きが鈍くなる。

　どうしよう。このままじゃ、可憐さんも赤ちゃんも無事ではいられない。

「……あの、三か月間だけでいいんです。お時間をいただけないでしょうか？　その間に、可憐さんは相手の方とご両親を説得する準備をすると言っています。どうかそれまで、可憐さんの代わりに私をおそばに置いていただけないでしょうか？」

　藁をもすがる気持ちで発した言葉に、彼の目が大きく見開かれる。

「あなたを……僕のそばに……？」

「はい。私は短期間ではありますが秘書の経験もありますし、英文科を卒業し短期留学の経験もあるので英語も少しは話せます。きっとお役に立てるように、努力しますから!!」

　ただ必死で、最後は祈るような気持ちで彼を見つめた。

　すると彼の驚きょう愕がくの表情は、次第に優しい微笑みに変わっていく。

「そうか。京極家との見合い話じゃなく、あなたを僕のそばに置く話だって考えれば、悪くない話だ」

　そう独り言のようにつぶやくと、彼は私に向かってにっこり微笑んだ。

「いいでしょう。契約成立です」

「えっ？」

　望みが叶ったことはうれしいけれど、なんだか不自然な流れであっさり許されてしまった。彼の態度の急激な変化に、わけがわからず面めん喰くらってしまう。

　呆然とする私にはお構いなしに、彼は淡々とスーツの内ポケットからスマホを取り出し、指を滑らせる。

「ああ、六車さんですか。至急僕のオフィスにもうひとつ机を用意してください。新規プロジェクトのスタッフとして、僕付きの秘書をひとり採用します。詳細はまたあとで」

　短い通話を終え、彼は満足気に立ち上がると、私を優しく見下ろし、誘うように手を差し伸べる。

　神々しささえ感じる圧倒的な美しさに、思わず見惚れてしまう。

「さあ、あなたの最初の仕事です。ランチに同行してくださいますか？　理咲」










英国紳士と〝挨拶〟のレッスン




　可憐さんの身代わりに秘書になって、今日で三日。

　私はＣＥＯ室の片隅に席を作ってもらい、テディーズ・カンパニーのＣＥＯである西条怜人と、ほぼ一日中一緒に過ごしている。

　ＣＥＯ室の隣にある秘書室には、第一秘書の六車さんをはじめ、面接のときに私を案内してくれた英国人の第二秘書クラウディア、事務的な仕事を補佐する日本人女性の田た川がわさんと三人のスタッフがいる。

　六車さんは最初にＣＥＯと出会ったときヘリに同乗していた五十代半ばの優しそうな男性。怜人さまと常に行動を共にしている、文字通り片腕のような人だ。

　クラウディアはモデルのように美しい女性。年齢は二十代後半だろうか。怜人さまが本国から連れてきたということだから、相当優秀な人なのだと思う。

　三十代で独身の田川さんはパート契約の女性だ。あまり身の回りに構う人ではないらしく、いつも分厚い黒縁眼鏡をかけて控えめな服装をしている。まだ慣れない私をなにかと気遣ってくれる優しくて素敵な女性だった。

　三人がいる秘書室に当然私の席もあるべきではないかと申し出てみたものの、スタッフ全員から『おそばにいてあげてください』と笑顔で言われてしまい、それ以上なにも言えなくなってしまった。

　そして、私の仕事内容というのは……。

「理咲、少し頭をすっきりさせたいから、地下のカフェで濃いめのコーヒーを買ってきてくださいませんか」とか、

「理咲、今日の会食のネクタイは、どれがいいと思いますか」とか、

「理咲、感じのいいレストランを見つけたから、市場調査も兼ねてランチに行きましょう」とか。仕事かどうかわからないようなものばかりだ。

　あとは彼が難しい顔でパソコンに向かうデスクの横で、顧客データの整理などをして過ごしている。

　こんな仕事だけで本当にいいのだろうかと不安だが、今のところ与えられた仕事はそれぐらいしかない。

　一方の彼はというと、部屋にいる間はほぼ話す間もなく仕事に没頭している。

　今日だって、昼食を摂る以外は、朝からずっと書類とパソコンの画面を眺めている。

　決して途切れることのない集中力は凄まじいとしか言いようがないが、そうかと思えば、系列のホテルやショッピングセンターから持ち込まれた急な案件に対応する反応のよさは驚くほど。

　そばで見ていると、その頭の回転の速さと仕事量に圧倒されるばかりだ。

　時計の針が三時を指す頃、彼はようやくモニターから目を外した。それも軽く首を回して息を抜く程度で、だらけた様子はまったくない。

「理咲、申し訳ないですが、お茶をいただけますか？」

　ここでは、三時に紅茶を飲むことが決まっている。怜人さまは椅子の背もたれに身を委ね、くるりと私のほうへ向いた。

　仕事に集中していたときとはまるで違う穏やかな眼差しがゆっくりと私に注がれる。

　この席に座って三日目になるというのに、彼に見つめられるとまだ心臓がうるさく脈打つのを抑えられない。

　もうそろそろ見慣れたっていいはずなのに。私は平静を装い、笑顔で答える。

「わかりました。今日はどのお茶になさいますか？」

「理咲の好きなもので」

「それでは、今日はダージリンにいたしますね。怜人さま、なにか甘いもののリクエストはございますか？」

　そう尋ねた瞬間、怜人さまの穏やかな表情がほんの少し曇る。

「理咲、怜人でいいと言っているでしょう。〝怜人さま〟はやめてください」

「でも、六車さんもそう呼んでいらっしゃいますし」

　秘書室のリーダーである六車さんですら〝怜人さま〟なのだから、新入りの私もそう呼ぶのは当たり前のこと。けれど彼は、その答えに抗議の視線を向ける。

「クラウディアは、親しみを込めて〝フィル〟と呼んでくれますよ。日本での少年時代は日本名で〝怜人〟と呼ばれていたから、あなたから呼ばれるならば、本当はそれが一番しっくりきますけど」

「だから〝怜人さま〟と……」

「どう考えても〝さま〟はいらないでしょう」

「でも六車さんが」

　溜め息をついて立ち上がった〝怜人さま〟が、つかつかと私に歩み寄る。そしてデスクに両手をつくと、そのきれいな顔を私にぐっと近づけた。

「理咲、六車さんは、父が日本にいた頃からサポートしてくださっている方で、僕が小さな頃からお世話になっている、いわば家族も同然の人です。もう何十年もそう呼ばれているのだから、今さら変えようとは思わない。でもあなたには、もっと自然な呼び方をしてもらいたいんです」

「自然、ですか」

　怜人さまの言葉の真意を計りかね、問いかけるような視線を向けると、怜人さまはいまだに眉をひそめたままだ。

「だから、あなたが呼びたいように。ウィリアム・フィリップ・怜人・アスコット」あなたが気に入った名前でどうぞ。ただし敬称はナシです」

　普段、あまり声を荒らげない〝怜人さま〟が今日は珍しく執しつ拗ようだ。

　しかし、そんな風に言われたところで、簡単に敬称なしで呼べはしない。私がそう思うのには、ちゃんと理由がある。

「由緒ある公こう爵しゃく家の方を呼び捨てになんてできません」

「あぁ、だからそれは関係ないと言ってるでしょう？」

　彼の家は英国の公爵である、アスコット家。そう、怜人さまは英国貴族の御曹司だ。

　そんな事情を知らないときから、彼の持つ高貴な雰囲気から気安く呼ぶのをためらっていたけれど、真実を知ってなおさら、敬称なしで呼ぶことはできなくなった。

　だからこの三日、いくら彼から敬称なしでと言われても〝怜人さま〟としか呼んでいないが、彼はそれがまったく気に入らないらしい。

「せめて、〝怜人さん〟くらいになりませんか」

「申し訳ありません」

「……頑固ですね、理咲は」

　そう言って、怜人さまはきれいな顔をつと逸そらす。私を頑固というのなら、怜人さまだって相当なものだ。




　今日は六時ちょうどに席を立ち、少し早めに帰宅することができた。

　私の住む年季の入ったアパートは、都心から比較的近い下町の、最寄駅から徒歩五分くらいの便利な場所にある。

　私は手早く用意を済ませると、動きやすい服装に着替えて部屋を出た。

　向かったのは銭湯だ。駅前の商店街の中にあるから、家からもとても近い。お風呂がない部屋に住んでいる私にとっては、とてもありがたい存在だ。

　いまどき銭湯なんて使う人がいるのかなと思っていたけれど、いつ行ってもガラガラというわけではなく、適度に人がいる。さすがに若い人は少ないけれど、結構需要はあるようだ。それに思っていた以上に快適で、私はこの銭湯生活を満喫している。

　でも、この銭湯は閉まる時間が八時ととても早い。もう高齢のご夫婦が営んでいるから、無理はできないそうだ。

　そこが少し不自由だけれど、今はそんなことは気にならないほど、私の心は満ち足りていた。

　三か月限定だけれど、仕事に就くことができた。秘書としてのお給料もいただけることになり、これで半年後に必要な陸の学費の目め途どがたつ。大きな不安が解消され、体の力がやっと抜けた。

　入浴を済ませて部屋に戻ると、簡単な食事を済ませて台所を片付けてしまう。

　そして明日の準備をしながら、私は僅か数日に起きたさまざまなことを思い返していた。

　偶然が重なって怜人さまと再会できたこと。可憐さんの身代わりとして、期間限定だけれど怜人さまの秘書になれたこと。

　突然の幸運に感謝して、私ももっともっと仕事を頑張りたいと思う。

　六車さんはじめ、秘書室の人たちもいい人ばかりだし、それに……。

　ふと頭に浮かんだ思いを隅に押しやり、まだ早い時間だけれど布団にもぐり込む。

　何か月かぶりのやすらかな夜だった。丈の合っていないカーテンの隙間から、冴え冴えとした月が覗いている。その美しさに心を奪われているうちに睡魔が襲い、私は深い眠りに落ちていく。

　離れがたくて返せないでいる、枕元のカシミアのストールにそっと触れながら眠ったことは……誰にも言えない私だけの秘密だった。




　翌日の夕方、私は怜人さまの運転する車に乗っていた。

　シルバーグレーに輝く美しい流線型のデザインの車体は、怜人さまの優雅さによく似合っている。決して小さくないサイズなのに、ふたりしか乗れないスポーツカータイプの車だ。もちろん英国製で、なんでも英国の有名なスパイ映画の主人公が乗っているものと同じ車種らしい。

　ハンドルを切る端正な横顔に見惚れないよう気を付けながら、私はレザーのシートに沈み込む。

「突然誘ってしまったけれど、本当に大丈夫でしたか？」

　運転席の怜人さまが少し心配そうに言った。

「はい。特に予定もありませんでしたし」

　笑顔で答える私に、怜人さまが甘い微笑みを向ける。

　今朝、怜人さまから夕食に同行してもらえないかとのお誘いがあり、お供させていただくことになった。

　てっきり六車さんたちも一緒だと思っていたのに、ふたを開けてみれば、車に乗っているのは私と怜人さまだけだ。

　しかも怜人さまが自分で運転をしている。仕事で出かけるときはいつも、怜人さまは後部座席に乗っているから、こんな姿を見るのは初めてだ。

　ただ運転しているだけなのに、なにもかもが絵になっていて、油断するとついつい目を奪われてしまう。

「なんですか。なにか言いたそうだけれど」

　見つめる私に気づいたのか、不意に怜人さまに流れるような視線を向けられて心臓が跳ねた。

「あ……。ご自分でも運転されるんですね」

「僕だって運転ぐらいしますよ。休日に、海沿いの高速道路をドライブすることもあるし。スケジュールの都合でどうしても無理な日以外は、こうして自分の車で通勤しています」

　視線を前方に向けながら、穏やかな笑顔でハンドルを切る怜人さま。なにげない表情にも浮かぶ甘さが、彼とふたりの初めてのディナーをなおさら特別なものにする。

　……でも、いったいどこへ行くんだろう。

「あの……私、こんな恰好ですけど、大丈夫ですか？」

　今日の私の服装は、紺の無難なワンピースとお揃いのジャケットだ。

　今年の春に父の会社で秘書として働きだしたとき、どんな場所でも浮かない洋服を揃えたから、今はそれを着回している。

　テディーズ・カンパニーはファッションを扱う会社ということもあり、職場の女性たちはみんな華やかだ。そんな中で、私の服装はやはり少し垢抜けない。

　こんな姿で同行して、怜人さまに恥をかかせたりはしないだろうか。

　私の心配をよそに、怜人さまは楽しそうに答える。

「いつもかわいいけれど、今日のあなたもとても素敵ですよ。紺のワンピースにその大粒のバロックパールのペンダントが映えて、とてもノーブルです」

「あ……ありがとうございます」

　怜人さまに褒められ、無意識に胸元のパールを指で撫でる。

「年代物みたいだけれど、どなたかから譲り受けたものですか？」

「はい。亡くなった祖母の形見の品で」

「それじゃ、とても大切なものですね」

「生前、祖母が祖父に買ってもらったといつも自慢していたので、私も大切にしています」

　私がそう答えると、怜人さまはこちらに視線をチラリと走らせる。

「理咲の肌に、パールのシャンパンゴールドが溶けるように馴染んで……とても素敵です」

　彼の言葉の甘い余よ韻いんが、まるでじかに触れられたように肌をくすぐる。途端にドキドキと心臓の鼓動が速くなり、頬が熱を持った。

　今日の怜人さまは、薄いブルーのワイシャツと同系色のネクタイ、ネイビーのスーツ。

　服装はごくシンプルなのに、それが却って自分の端たん麗れいさを際立たせていることに、怜人さまは気づいているのだろうか。

　そして……いつもの匂い。

　初めて会ったときから私を酔わせている、怜人さまの香り。

「窓を開けてもいいですか？」

「大丈夫ですか？　酔ったのかな」

「いえ……平気です」

　少し心配そうな怜人さまに微笑みを返す。

　酔ったのは車にではなく――あなたとあなたの香水に。

　今、この一瞬は私だけのものとなった横顔を、私はこっそり見つめ続けた。




　車が止まったのは、最近オープンしたばかりの外資系ホテルの地下駐車場だった。

　こぢんまりとした造りながら、行き届いたサービスを売り物にしている、少し敷居の高いヨーロッパ系のホテルだ。

　車を降りると、怜人さまにエスコートされエレベーターホールに向かう。ボタンを押してエレベーターを待つ間も、怜人さまはご機嫌な様子だ。

「ここのレストランはロンドンにもあって、よく利用していたので懐かしくて」

「それなら、どなたか英国の方を誘われたほうがよかったのではないですか？」

　私がそう言うと、急にフイと視線を逸らされてしまった。

　どうしたんだろう。……もしかして、なにか失礼なことを言ってしまったのだろうか。

「あ、あの……」

　慌てて困惑の視線を向ける私に、顔をそむけたままの怜人さまがぶっきらぼうに言った。

「僕が理咲と一緒に来たかったんだから、それでいいんです」

　見たことのない怜人さまの少年のような横顔に、思わず胸がキュッと締め付けられる。

　こんなの、まるで拗すねてるみたい――。

　ふと脳裏に浮かんだ甘い考えを、私は慌てて打ち消した。拗ねるなんて。そんなわけがない。きっと自分の選択に意見されて、少し面白くなかっただけ――。

　到着したエレベーターになにも言わず乗り込んでしまった怜人さまの背中を、私は慌てて追った。




　最上階でエレベーターを降りると、正面にレストランの入り口があり、スタッフが出迎えてくれる。

　怜人さまがあらかじめ予約をしていたのか、私たちはすぐに窓際の席に案内された。

　優美なヴィクトリア調の家具で統一された店内は、落ち着いた大人の空間だ。

　店内のあちこちに配置されたステンドグラスのランプが、暖かな灯りを点している。

　選び抜かれた調度品すべてが洗練されていて、うっとりするほど素敵だ。

　そのひとつひとつに感かん嘆たんの溜め息をつく私を、いつの間にかご機嫌を直した怜人さまが微笑みながら見つめている。

「とても素敵なお店ですね」

「ロンドンの店と、雰囲気が同じです」

　懐かしそうに目を細める怜人さまを見ていると、なぜだか私までうれしくなる。

「最近は帰国しても仕事を済ませてとんぼ返りだから、ここ何年も訪れていません。うれしいな、またときどき来ましょう」

　そう言って微笑む怜人さまに、心の中で問いかけてしまう。

　……それは、また私を誘ってくださるということ？　私と……一緒に行きたいと、思ってくださっているということ？

　抑えようとしてもあふれてしまう、甘い疑問に心が追いつかない。

　慌ててグラスの水を口にする私を、怜人さまの優しい琥珀色の瞳が見つめている。

　ダメだ。ドキドキが止まらない――。

〈あれ、フィル？　こんなところで、偶然だな〉

　不意に聞こえてきた英語に、ハッと気持ちが切り替わった。

　顔を上げると、テーブルのすぐそばで外国人の男女がこちらを見下ろしている。

　ふたりを見た怜人さまの表情が、ぱっと明るくなった。

〈ハリー!?　久しぶりだね〉

　立ち上がってうれしそうにハグを交わす怜人さまと長身の男性は、とても親しい間柄に見受けられる。

〈日本にこの店がオープンしたって聞いたから、懐かしくて早速来てみたんだけど、君に会えるなんて本当にラッキーだ〉

　そう言ったハリーに笑顔を返した怜人さまは、立ち上がって控えていた私に近づくと、優しく肩に腕をまわしてくる。

「理咲、こちら僕の古くからの友人でハリー。それに、彼女はハリーの妹のレイチェル」

〈レイチェルはいつ日本に来たの？　本当に久しぶりだね〉

　そう言って微笑む怜人さまに、レイチェルと呼ばれたブロンドの美しい女性が抱きつく。

　私に触れていた怜人さまの手が彼女を抱きとめ、ハグとキスの挨拶を交わした。

　ヨーロッパでは当たり前の挨拶なのに、なんだかざわざわするのは、レイチェルが明らかに怜人さまに好意を抱いているのがわかるからだ。

〈あぁ、フィル！　会いたかったわ！　フィルに会わせてちょうだいってハリーにお願いしていたところなの〉

〈僕も会えてうれしいよ〉

　怜人さまから離れようとしないレイチェルをたしなめるように、ハリーがポンポンと彼女の頭を叩く。

〈こらこら、少し落ち着けレイ。そちらのお嬢さんが驚いてるじゃないか。フィル、このかわいい人を早く紹介してくれよ〉

　人懐っこい笑顔を向けて、ハリーが私に近づいてくる。すると、レイチェルの手からするりと逃れた怜人さまが、まるで妨害でもするように私とハリーの間に割って入る。

〈こちらは理咲。僕の秘書をしてもらってる女性だ。秘書と言っても、特別なんだけどね〉

　意味ありげに発した怜人さまの言葉に、ハリーが印象的なグレーの瞳を悪戯っぽく細める。

〈特別？　なんだかミステリアスだな。それにしてもすごくきれいな黒髪だね。日本女性には、やっぱり神秘的な魅力を感じるな。だけどフィルが日本人の女性とデートしているなんて、初めて見たよ〉

　ハリーに笑顔で〈よろしく〉と差し出された手に応えると、大きな手がギュッと私の手を包み込む。

〈ね、一緒に食事しましょうよ？〉

　レイチェルの提案にみんながうなずき、私たちは新しい席を用意してもらうことにした。




　四人での食事は楽しく、瞬またたく間に時間が過ぎていった。

　パブリック・スクールで同級生だったふたりの思い出話や、英国にいる知人の近況、政治経済の話題と、多岐に渡る話題はいっこうに尽きない。

〈そういえば、フィルはポロの試合になると人格が変わっていたよね。いつだったか他校と試合をしたとき、卑怯な手を使ったからって、かわいそうなくらいの得点差まで追いつめて〉

〈あれは……。手を抜くなんて相手に失礼だから、きちんと勝負しただけだよ〉

〈いや、普段が穏やかなだけに、あのときのフィルは怖かったな。あれ以来、フィルを怒らせちゃマズイっていうのがみんなの暗黙のルールになったんだ〉

　普段はあまり感情をあらわにしない怜人さまが、ハリーの話に声を上げて笑っている。その様子がとても新鮮で、私の心まで弾んでしまう。

　楽しい時間を共有させてもらい、私も怜人さまの大切な友人である彼らに失礼がないよう、精いっぱいの誠意で接した。

　ひとしきり会話と食事を楽しんだあと、私たちはレストランを出た。

　ホテルの駐車場に向かう私たちと、これからこのホテルのラウンジで別の友人と会う予定のハリーたちとは、ここでお別れだ。

　エレベーターホールの前でハリーと笑顔で握手する怜人さまに、レイチェルが名な残ごり惜しそうな視線を向ける。

〈……本当に会えてよかった。私、フィルに会いたくて日本に来たようなものだもの。……ねぇ、次はいつ会えるの？〉

　またもやレイチェルが怜人さまの首にギュッと抱きつき、お別れの挨拶をしている。

　そんな妹の様子に肩をすくめながら、ハリーが私の傍らに歩み寄った。

〈僕も君に会えて本当にうれしかったよ。控えめでいて、きちんと自分の考えは持っている。きっと君はとても強くて、聡明な女性なんだね〉

〈そんな……。でも、ありがとうございます〉

　ストレートな言葉で褒められ、思わず笑みがこぼれた。ここ最近、たくさんの試練に向き合ってきた私にとって、こうして自分を認めてもらえることは本当にうれしいことだ。

　ハリーは外資系ファンドの日本駐在員として働いている。彼の明るさと優しい思いやりは、きっと日本のクライアントからも高い評価を受けているだろう。

〈私もみなさんとお会いできて、楽しかったです〉

　なにより普段とは違う怜人さまの表情を見ることができたし、意外な学生時代の話なども聞けて、それがとても幸福だった。

〈じゃあ今度ふたりで会ってくれる？〉

〈えっ……〉

　思いもよらないハリーの言葉に驚き、なにも答えられない。

　たしかにハリーの居心地のいい気遣いのおかげで、楽しい時間を過ごすことができた。けれど、彼に特別な感情を感じたわけでは決してない。

　困惑する私とは裏腹に、熱を帯びたグレーの瞳はジッと私を見つめ、抗う間もなく腕を引き寄せた。そして頬に彼の唇が近づいてくる。

　これは挨拶だ。そんなことはわかっている。外国の人とのスキンシップは、学生の頃経験したホームステイ先でいくらだって経験したことがある。

　しかしいくら挨拶だとわかっていても、たった今自分に好意を示してくれたばかりの大人の男性と触れ合うことに、恋愛経験のない私はうまく対応できない。

　無意識に体に力が入った。が、ハリーの腕はいっこうに緩まない。

　そして彼の唇が私の頬に触れようとした瞬間、いつの間にかそばに来ていた怜人さまがハリーの腕を強く掴んで引き離した。

　いつも穏やかな怜人さまの荒々しい行動に、ハリーもレイチェルもあっけにとられたように固まっている。

〈ハリー、理咲はこういう挨拶には慣れていないんだ。悪いが遠慮してくれないか〉

　怜人さまの固い声に、周囲の空気が張りつめてイヤな緊張感が漂う。

　どうしよう。もしかして私、はたから見てもわかるほどの拒絶をしてしまっていたのだろうか。だとしたら、ハリーにとても失礼だ。

〈あ、あの、私……ごめんなさい……〉

　おろおろしながら思わず怜人さまの手に触れる。と、彼もハッと我に返ったようにハリーから手を離した。

　怜人さまも、明らかに困惑した表情を浮かべている。

　そんな私たちの様子に、ハリーがにやにやと笑顔を浮かべて肩をすくめた。

〈悪かった。フィルの大切な人だなんて知らなかったから〉

〈いや、僕のほうこそ悪かった。少し神経質になりすぎたな〉

　取り繕うように笑顔を浮かべて謝罪の言葉を口にした怜人さまが、私の肩を包み込むように抱いた。〝大切な人〟という言葉を否定しない怜人さまに、なんだか胸がざわめいてしまう。ただ、困っていた私を助けてくれただけだと、わかっているのに。

〈いいって。フィルでも取り乱すことあるんだな。いやー、今日はいいものを見せてもらったよ。今度向こうに帰ったら、みんなに報告しとく。じゃ、近いうちにまた〉

　ハリーは悪戯っぽく私たちに笑いかけると、呆然としているレイチェルを促し、最上階にあるラウンジへ向かうエレベーターの中に消えていった。

　私たちもエレベーターに乗り、無言で地下の駐車場に向かう。

　その間も、怜人さまの手は私の肩にまわされたままだ。

　大きくて温かな、優しい手にドキドキするのと同時に、こんなにも安心するのはなぜなんだろう。

　エレベーターが到着し車まで戻ってきたけれど、怜人さまは乗り込むでもなくその場に立ち止まったままだ。

「あの……。怜人さま？」

　しばらくの沈黙のあと思いきって声をかけると、肩にまわされた手がようやく離れた。私から視線を逸らしたままの怜人さまはどこか不安気で、その横顔を見ているだけで切なくなってしまう。

　彼は短い溜め息をつき、髪をさらりと掻かき上げた。

「さっきは驚かせてしまってすみませんでした」

「私こそ、申し訳ありません。せっかくお友達と会えたのに、私がきちんとご挨拶ができなくて、ご迷惑をおかけしてしまって」

　ああいった場面でのスキンシップは、欧米では当たり前のことだ。

　それなのに必要以上に私が躊ちゅう躇ちょしたから、怜人さまにあんな行動をとらせてしまったのだろう。

　私が失礼な振る舞いをしたせいで、怜人さまに恥をかかせてしまった。申し訳なさと情けなさで体がすくんでしまう。

「そうですね。あなたは、本当に色々なことに不慣れだ」

　追い打ちをかけるように、怜人さまが言った。

　どうしよう。怜人さまは怒っているのだろうか。そう思うと、さらに胸が締め付けられる。

「ごめんなさい……あの、私……」

　いったいどうしたら、と言いかけた言葉を遮さえぎるように怜人さまが言った。

「今から……ここで僕と練習してください」

　こちらを見つめるいつになく真剣な表情に、私の体に緊張が走る。

「僕らの国ではハグは親しい家族や友人とごく当たり前にする挨拶ですが、それと同時に好意を伝える手段でもある。だから過剰でもよそよそしくもない、適切な距離感が必要です」

　たしかに今日は、ハリーの熱っぽい眼差しに躊躇してしまった。ハグは今までにも経験したことがあるけれど、あの頃は相手の男性を意識したことなどなかった。きっとこれからは、もっと注意が必要なのだろう。

　今日だって、私がもっと機転の利いた対応をしていれば、怜人さまに気まずい思いをさせずに済んだ。

「理咲……」

　落ち込んでうつむいた顎に手をかけられ、怜人さまにそっと上を向かせられる。

　見上げた視線の先から、眉根を寄せた怜人さまが見下ろしている。

「大丈夫。力を抜いて……。まず、これは、軽い挨拶」

　ふわりと力を抜いた抱擁。軽く体に手をまわし、ぽんぽん、と背中を叩く。

「あなたもやってみてください」

　そう言われ、怜人さまの背中に手をまわした。

　背が高く、体格のよい怜人さまの背中には途中までしか届かないけれど、怜人さまがやってくれたように軽く叩いてみる。

　怜人さまの腕が再び私の背中にまわり、軽く抱き合う形になった。

　優しい抱擁。

　なぜだかすごく安心する。

「そして軽いキスの音」

　体をかがめて顔を近づけた怜人さまが、私の頬に自分のそれを触れさせ、唇は触れないままにチュッと音を立てる。

　首筋から匂い立つ官能的な香りに、眩暈にも似た感覚が私を襲い、否応なしに鼓動が高まるのを必死でこらえた。

「じゃあ、次は理咲がやってみてください」

「あの……」

「これが一番重要なレッスンですよ。加減がとても大切なんです」

　両肩を掴まれ、すぐ近くで見つめられる。

　温かさを感じる琥珀色の瞳は、まるで魔法のように私の心に忍び込んでくる。

「まず、僕の頬に理咲の頬を合わせて。それからキスの音。……できますか？」

　問いかけるような瞳にうなずくと、背伸びをして怜人さまの頬に自分の頬をくっつけた。

　サラサラした冷たい感触が、肌から伝わる。

　いつの間にか長い腕に包み込まれたまま、怜人さまの頬に唇を寄せた。

　唇が肌に直接触れないよう気を付けながら、チュッ、と音をさせると、おずおずと彼の顔を覗き込む。

「どう……ですか」

「そうですね。距離感としては、どんな相手にも不快感を与えない、とてもいいできです」

　私の腰に手をまわしたまま、怜人さまは蠱こ惑わく的な微笑みを浮かべる。そして次の瞬間、ギュッと腕の力を込めて私を強く抱きしめた。

　きゃっ、と小さな悲鳴を上げた私の頭の上から、溜め息混じりの声が聞こえてくる。

「……例えば、これはやりすぎです。反対に言えば、ここまでやらないようにすればいい。だからこのやりすぎの感覚を、きちんと体で覚えてください」

「わ、わかりました」

　焦りながら言葉を返すと、怜人さまの腕がするりと解ける。

「今日の練習はこの辺にしておきましょう。……遅くなりました。家まで送ります」

　そう笑顔で言いながら、車のドアを開けてくれる。

　私は上気した頬を手で押さえながら、助手席に乗り込んだ。

　やがて車は、ホテルの駐車場から市街地へと滑りだす。

　運転中の横顔は、いつも通りの優しい怜人さまだ。

　その様子に安心したけれど、彼と触れ合ったことで激しくなった胸の高まりがまだ治まらない。

　こんなにドキドキする〝練習〟は、きっと心臓がいくつあっても足りない。

　そう思いながら、本当はそれが決してイヤではなかった自分にも内心動揺していた。

　怜人さまのような人を相手にこんな気持ちになるなんて、本当にどうかしている。

　小さな溜め息をついて深くシートにもたれると、ふと自分の体からあの官能的な移り香が漂ったことに気づいて、やっと冷めた熱がまた頬を赤く染めた。










僕を誰にも奪われないで




　テディーズ・カンパニーで働くようになって二週間ほどが過ぎた。

　少しずつではあるけれど本来の秘書課の仕事も教えてもらい、今は六車さんの指示で怜人さまのスケジュール管理のお手伝いをしている。

　実際の商談に同行するのは六車さんだけど、移動のタイムスケジュールや商談のスケジュールの調整など、こまごまとしたことが私の仕事だ。社内の会議にも何度か同席させてもらい、議事録を作っている田川さんのお手伝いもしていた。

　テディーズ・カンパニーはフレックスタイム制を採用しているので、出勤時間は人それぞれだ。必ず出勤していなくてはならない午前十時から午後三時までのコアタイムを除けば、午前七時から午後九時までの間なら、いつ出社していつ退社しても構わないことになっている。

　もちろん、一か月に勤務しなくてはならない総労働時間は決まっているけれど、それさえクリアすれば、基本的に自分のペースで時間をやりくりすることが可能だ。

　けれど、秘書室に関しては例外だった。毎日、六車さんはじめ秘書室の面々は、ＣＥＯである怜人さまのスケジュールに合わせて行動することになっている。

　そして当の怜人さまはというと、優雅でスマートな彼の印象とは違い、意外に時間に無む頓とん着ちゃくな人だということが、だんだんわかってきた。

　無頓着というと時間に遅れる、といった悪い方向に考えがちだけれど、彼の場合は逆だった。つまり……。

「怜人さま。今日はこれくらいにして、あとは明日対応なさったらいかがですか？」

　午後七時が過ぎ、かれこれ六時間ほどパソコンに向かいっぱなしの怜人さまに、外出先から戻った六車さんが苛立たし気に声をかける。

　ＣＥＯ室には怜人さまと六車さん、そして私の三人しか残っていない。

　いつもなら用事のないときには早々に帰るよう言われているけれど、今日は六車さんに外出の予定があり、戻るまでの間私が残っていることになった。

　今日は三時のティータイムすら取らなかった怜人さまは、よっぽど重要な案件に取りかかっているのか、わき目も振らずパソコンに向かっている。

　いっこうにキーボードを打つ手を止めない怜人さまが、六車さんの何度目かの忠告でようやくパソコンの液晶から視線を上げた。

　その表情にはいつもの穏やかさはなく、顔立ちが端正な分、より冷やかに映る。

「僕はもう少し仕事して帰ります。六車さんは先にお帰りください」

「いけません。昨日も遅くまで残っていたでしょう？　今日はもう帰宅して、早めにお休みください」

「だって、まだ八時だ」

「ゆうべ家に戻られたのは日付が変わってからでしょう？　昨日は私が直帰したから知らないとお考えになっているんでしょうが、隠してもちゃんとわかってるんですよ。顔色だって悪いし、こんなことを続けていたら、体を壊してしまいます」

　口うるさく注意する六車さんに肩をすくめ、視線を私に移した怜人さまが軽く眉をしかめる。

「理咲、どうしてあなたがまだ残っているんですか。用事がないときは六時には会社を出るよう、いつも言っているでしょう」

　自分のことは棚に上げて私を叱る怜人さまに、六車さんがあきれたように言った。

「怜人さま、人のことは言えないでしょう？　それに、理咲さんは昨日から怜人さまがろくに食事もしていないからと、私が戻ってくるまで代わりに留守番していてくれたんですよ。誰もいない間に倒れたりしないか心配だ、と言って」

「え……」

　その言葉を聞いて、怜人さまの表情が変わった。

　まるで叱られた子供のようにジッと私を見つめたあと、急に席を立つ。

　そして私の席の前にやってくると、机に手をついてぐっと顔を近づけた。

「理咲、すみません。……だけど、僕ひとりで大丈夫だったのに」

「あの、昨日の夜もお食事を摂らずに残っていたと六車さんに伺って……。連日だと体に悪いと思ったので、そろろそなにかお夜食をお持ちするつもりでした」

　怜人さまはときどき私をランチに誘ってくれるけれど、それ以外に会社にいるときは仕事をしながらパンやサンドイッチなど、簡単な軽食をつまんで済ませてしまうことが多い。

　今日だって取りかかっている書類作りから手が離せないのか、私が買ってきたサンドイッチをほんの少し口にしただけで、あとは飲まず食わずだ。

　このままでは本当に倒れてしまうのではと、怜人さまが心配で堪らない。

「ただでさえお忙しいのですから、お食事はきちんとしたものを召し上がったほうがよいと思います」

「そうですよ、怜人さま。理咲さんもいらっしゃることですし、ご一緒にどちらかでお食事されてはいかがですか」

　私の言葉を受け、六車さんが強引にデスクの上を片付け始める。

「でも……」

「お気持ちはわかりますが、お体を壊してしまっては肝心なときに動けなくなりますよ。健康管理も仕事のうちでは？」

　穏やかな口調で六車さんに諭さとされ、小さな溜め息をついた怜人さまの顔にようやくいつもの笑顔が浮かぶ。

　それを見て安心したように表情を緩めた六車さんが、今度は私に視線を移した。

「理咲さん、申し訳ありませんが、怜人さまの夕食にお付き合いいただけませんか？　怜人さまは、おひとりでの食事がお嫌いなんです」

　六車さんの言葉を黙って聞きながら、怜人さまが探るような視線を私に向ける。

　まるでなにかをねだる子供のような視線は、いつも圧倒的な余裕を見せつけている怜人さまとはまるで別人のようだ。

　不意に胸の奥をギュッと掴まれたような気分になる。

「私でよければ、お供します」

　そう答えると、彼の顔がぱっと明るくなった。不意に見せられた華やかな笑顔に、心臓がどきりと跳ね上がる。

　迷子の子供みたいな顔を見せられたあとにこれでは、あまりにも威力がありすぎる。




　六車さんはこれから予定があるとのことだったので、私と怜人さまはふたりで部屋を出た。

　地下駐車場に着くと、怜人さまは助手席のドアを開け、私が乗り込むまでドアを押さえていてくれる。徹底したレディファーストぶりに、やはり英国紳士なのだなと実感する。

「理咲はなにが食べたいですか？」

　車を走らせながら、怜人さまが問いかけるような視線を向けた。

　こうして怜人さまの車に乗るのは、〝練習〟をしたあの夜以来のことだ。ほのかに漂う怜人さまの香りに、どうしてもあの夜のことが思い出されてしまう。

「私はなんでも。それより、怜人さまの食べたいものを食べましょう」

「いや、理咲の好きなものにしましょう。あなたの好きなものを、僕も知っておきたい」

　そう言った怜人さまの声があまりに甘くて、胸の音がドキンと大げさに騒ぎだす。

「わ……私も、怜人さまのお好きなものを知りたいです」

「どうして？」

「えっ……？　えっと……お昼が必要なとき、お好みのものをお選びできたほうがいいと思いますし」

　しどろもどろに答える私に、怜人さまは悪戯な視線を向ける。

「僕が好きなのは……。母が日本人だったから、和食も好きですよ。日本に住んでいた小さな頃には、よく食べていたし。よくお弁当で作ってもらっていた、玉子焼きとかタコの形をしたウィンナーとか、おにぎりとかが好きですね。最後に食べたのは、もうずいぶん前のことですけど」

　タコさんウィンナーが好きだなんて。いつも大人の余裕を漂わせる彼の意外な一面がかわいらしく思え、つい笑みがこぼれる。

「ご両親は英国にお住まいなんですか？　大人になると、お母さん手作りのお弁当を食べる機会も減りますよね」

「いえ、そういう問題ではなくて、作る人がいないんです。母は、僕が十一歳のときに亡くなってしまったので」

　怜人さまがなんでもないように言ったので、言葉の意味を理解するのに時間がかかった。ハッとして怜人さまを見ると、彼は変わらず穏やかな表情のまま視線を前方に向けている。その穏やかさが、却って心に響いた。

「そうだったんですね。……ごめんなさい、悲しいことを思い出させてしまったのではないですか？」

「大丈夫です。もうずいぶん前の話だ。でもどうしてかな、理咲といると普段は話さないことまで話してしまいます」

　途端に頭の中に浮かんだのは、小さなお弁当箱だ。玉子焼き。おにぎり。タコさんウィンナー。

　お母さまが、まだ幼い怜人さまのために作ったお弁当が、怜人さまの好きなもの。

「理咲？」

　赤信号で止まったタイミングで、怜人さまがうつむいた私の顔を覗き込んだのがわかった。大きな手で前髪を掻き上げられると、ちょっと潤んでしまった目が怜人さまと合った。

　息を呑んだように目を見開いた彼が私の頬に触れようとした瞬間、後続車の鳴らしたクラクションで、信号が青に変わったことに気づく。

　再び動きだした車内に流れた沈黙を、怜人さまの優しい声が破った。

「理咲はなにが好きなんですか？」

　涙をこぼしてしまわないように気を付けながら、私はわざと明るい声で答える。

「なんでも好きですよ。お寿司も好きですけど、今日はイタリアンの気分です」

「了解しました。じゃあ、以前ハリーに連れていってもらった店に行きましょう」

　そう言って、怜人さまは軽快に車を走らせた。




　翌日、私はいつもより三十分も早くオフィスに到着してしまい、手持ち無ぶ沙さ汰たにデスクの拭き掃除などをしていた。

　昨夜はあれから、私の望み通りイタリアンレストランに連れて行ってもらった。

　メイン通りから外れた一角に位置するその店は、こぢんまりとしていながらとても素敵な隠れ家のようなお店だった。




　古いレンガ造りの建物の木戸を開けると、あまり広くない店内には品のいいマホガニーのテーブルがいくつか並び、清潔感のあるまっさらのクロスがかけられている。

　席から見える厨房ではイタリア人のシェフがきびきびと働き、ホールでは彼の美しい日本人の奥さまが、きめ細やかなサービスを提供してくれた。

　カトラリーは柔らかな光沢を放つ、よく手入れされた質のよいもの。

　絶妙のタイミングで運ばれてくる料理はどれも美しくて、ひと皿運ばれてくるたびに思わず感嘆の声を上げてしまったほどだ。

　高級感はあるのに、なぜだか落ち着く空間。心地よく流れていく時間と驚くほどおいしい料理に自然に気持ちもほぐれ、私と怜人さまはお互いのことをたくさん話した。

　怜人さまは英国で生まれ、そこで何年か過ごしたあとお母さまとふたり日本にやってきた。それからしばらく日本で暮らし、お母さまが亡くなった十一の年に英国に戻ったのだという。

　そこで入学準備の二年間を経て、十三歳からは一族の男性が全員卒業したという全寮制のパブリック・スクールで過ごしたのだそうだ。

　世界的に有名な英国の名門大学を卒業し、しばらくテディーズ・カンパニーの英国本社で働いたあと、三年前に日本支社のＣＥＯの職に就いた。

　年齢は今年で三十歳になったという。

　まさか私と七つも歳が違うなんて。とても若く見えたことを伝えると、『思ったよりおじさんでがっかりした？』なんて言われて、慌てて否定したけれど。

　今まで避けていた私の身の上話も、昨日は自然に話すことができた。

　父がある分野の研究者だったことや、片腕だった康弘さんの裏切りで会社が倒産に追い込まれたこと。

　怜人さまはなにひとつ追求することなく、ただ黙ってうなずきながら私の話を聞いてくれた。

　それだけで、ずいぶん心が軽くなって……。相談できる人も頼れる人もいないままずっと張りつめていた心が、すっと楽になった気がする。

　食事のあと、怜人さまの車でアパートまで送ってもらった。

　別れ際に『なにか困っていることがあったら、遠慮なく僕に相談してください』と優しく言った怜人さまは、そっと私の頭を撫でてから帰っていった。

　もしかして、あの〝欧米式挨拶〟をするのかも、なんてちょっとドキドキしていたから、なんだか気が抜けてしまった。

　いや、決して残念とか、そういうことではないんだけれど。

　ゆうべは怜人さまと心の距離が近くなったような気がして、うれしさのあまりなかなか眠ることができなかった。眠りにつくときにはいつもそばにある、カシミアのストールに触れながら、怜人さまの笑顔を思った。




　オフィスの掃除を終え、私は席に座ってぼんやりと頬杖をついていた。

　最近、自分で自分がわからない。

　怜人さまの言動にいちいちドキドキするかと思えば、泣きたいほど切なくなる。あの不思議な色の瞳に見つめられたいと思うのに、いざ見つめられると苦しくて息ができない。

　めまぐるしく移り変わるこの感情の正体。

　その答えを、私はまだ知りたくはなかった。今感じているこの気持ちは、少しでも油断すれば、その大きな流れに身も心も攫われてしまうだろう。

　それに自分の身の程をわきまえることだって、私はきちんと知っているのだ。




　やがて秘書室のメンバーが次々と出社し、次いで怜人さまがＣＥＯ室に姿を現した。

　朝の紅茶を淹れてデスクに運ぶと、怜人さまは既に六車さんとスケジュールの打ち合わせをしている。

　今日は午前中に社内会議、昼食後は系列ホテルの視察とその他にも細かな予定が入っている。

　六車さんがＣＥＯ室から出ていってしまうと、私はそっと怜人さまのそばに近づいた。

「昨日はどうもありがとうございました」とお礼を言うと、朝の光を取り込んで少しその色を変えた瞳が、私を見つめる。

「こちらこそ、一緒に食事をしてくれてありがとう。とても楽しい時間でした」

「私も、とても楽しかったです」

　そう答えると、怜人さまを取り巻く空気がいっそう優しくなったのを感じる。

「そう。じゃ、これからも付き合ってください。六車さんの言う通り、僕はひとりで食事をするのが苦手なんです。ひとりなら、別に食べなくたっていい」

　別に食べなくたっていい――無造作に投げられた、乾いた言葉に胸が痛む。思わず彼の目をジッと見つめた。

「そんな……。体に悪いですから、お食事はきちんと摂ってください」

「それなら、可能な限りあなたが付き合ってください。今日はこのあと外出しますが、昼食はここであなたと一緒に摂ります。……いいですね？」

　問いかけるような眼差しが、私の真意を計るように僅かに細められる。

　彼にこんな風に見つめられて、抗える女性はいるのだろうか。少なくとも、私には無理だ。

「わかりました。お帰りをお待ちしています」

　そう私が答えると、怜人さまはようやく安心したように、屈くっ託たくのない笑顔を浮かべた。




　会議が終わる時間を見計らい、私は秘書エリアの給湯スペースへと向かう。そして作業台の隅に置いておいた紙袋を、そっと手に取った。

　昨日、怜人さまと過ごした時間があまりにも幸せすぎて、彼が話してくれたお弁当のことが頭から消えなかった。

　怜人さまのお母さまが作ったお弁当は、きっと今の彼の生活では、決して口にすることのないメニューだ。

　だから、つい作ってしまったのだ。

　朝起きて冷蔵庫を開けると、示し合わせたように材料が揃っていた。

　ウィンナーこそ着色料が入った赤いものではなかったが、細工を施せば見事にタコらしくなったし、玉子焼きは母直伝のだし巻き玉子を、いつもより少し甘い味付けで作った。あとは野菜の煮物や鶏肉のから揚げなど、お弁当のおかずの定番をいくつか詰めた。

　おにぎりはシンプルな塩むすびと、鮭のおにぎりにした。お米だけはお母さんがせめてもの救援物資として送ってくれた魚うお沼ぬま産コシヒカリの新米だから、きっとおいしいと思う。

　ちょうど家にあったタッパーに詰めてでき上がったふたつのお弁当は、私が小学生の頃から愛用している、お母さんが花の刺繍を施してくれたナプキンに包まれて、紙袋の中、ふたつ仲よく並んでいる。

　本当のことを言うと、勢いで作ってしまったものの、これを怜人さまに食べてもらう勇気はなかった。

　だから、今朝あんな風に言われるまでは、このまま家に持ち帰るつもりでいたのだ。

　けれど、私は迷っていた。

『ひとりなら、別に食べなくたっていい』

　怜人さまが無造作に放った言葉がよみがえる。

　自分では気づいていないのかもしれないけれど、怜人さまはときどき、驚くほど乾いた言葉を放つ。そのことが、私には不安だった。

　怜人さまの心のどこかに、埋められない淋しさや苦しみがあるのだろうか。そう思うと、なんだか不安で堪らない。

　差し出がましいけれど、そんな怜人さまの心を思い出のお弁当で少しでも癒せる可能性があるのなら、たとえこんなものと笑われてしまってもいい。

　私はチラリと腕時計に視線を落とすと、紙袋を手にＣＥＯ室に戻った。

　ちょうどそのタイミングで、スケジュールぴったりに怜人さまたちが部屋に戻ってきた。

　そして六車さんと軽く打ち合わせをしたあと、怜人さまは上着を受け取ろうとした私に、にこにこしながら話しかけてくる。

「今日のランチはどうしますか？　出かける？　それともなにかテイクアウトしますか？　僕も一緒に買い物に出かけてもいいですね。ふたりで別々のものを買って、分け合ってもいいし」

　子供のようにうれしそうな顔で私の顔を覗き込むから、それだけで心臓が止まりそうになる。

「あの、怜人さま……」

　思いきってお弁当のことを話そうとしたとき、不意にデスクの内線が鳴り響き、怜人さまが受話器を取った。

「……わかりました。通してください」

　短い受け答えののち、受話器を置いた怜人さまが肩をすくめて苦笑する。

「アポなしの来客は、通常お断りするんですが……」

　しばらくしてクラウディアが部屋に案内してきたのは、なんとレイチェルだった。

〈フィル!!　会いたかったわ!!〉

　レイチェルは私など眼中にないというように怜人さまに近づくと、首筋に抱きつき、頬にキスをする。

　これは私が教えてもらった〝節度をもった挨拶〟ではなく、きっと〝やりすぎ〟の部類だ。

〈あなたったら何度連絡しても忙しい、の一点張りでしょう？　来週には帰国するから、実力行使で押しかけてきちゃった〉

〈本当に、君は強引だな〉

〈あら……。迷惑だった？〉

　チラリと私を一いち瞥べつしながら、レイチェルはなおも怜人さまに腕を絡ませている。

〈ねぇ、ランチはまだでしょ？　これから付き合って。いいお店を見つけたのよ〉

〈これから？　僕は理咲と……〉

　怜人さまは絡み付いていたレイチェルの腕をさりげなく解き、問いかけるような視線を私に向ける。

「理咲、レイチェルが一緒でも構わないですか？」

　囁くように日本語で聞いてくれた。私に対する配慮に胸がキュンとする。けれど、刺すように向けられるレイチェルの視線に、ここは遠慮するべきなのだと悟る。

「怜人さま、あの……。実は私、今日はお弁当を持ってきているんです。それに、せっかく来てくださったレイチェルにも失礼ですし、今日はおふたりでお出かけください」

「だけど僕は、あなたと食事をしたいんだ」

　珍しく駄々っ子のように聞き分けのない怜人さま。

　なかなか終わらない日本語でのやり取りに、レイチェルが訝いぶかしげな視線を投げつける。

「怜人さま。私のことは気になさらないでください。……それに、レイチェルはもうすぐ帰国されるわけですし」

　まるで〈私のもの〉と言わんばかりに再び怜人さまの腕にしがみついたレイチェルが、〈早く行きましょうよ〉とせっつくのを、怜人さまは不服そうに見下ろしている。

「怜人さま、午後のご予定も詰まっておりますので、お早くお出かけください」

　努めて事務的な口調に、彼は不機嫌な顏を向ける。そしてそのまま、ふたりはＣＥＯ室を出ていった。

「はぁ……」

　ひとり残された私は、小さな溜め息をついてデスクにふたつのお弁当を並べてみる。

　怜人さまを誘う華やかなブロンド美女を見たあとでは、手作りのお弁当など持ってきてしまった自分が、なおさら身の程知らずに思える。

「しょうがないよね……」

　包みを解いてタッパーのふたを開け、ちょこんと並んだお弁当を見比べる。私のおにぎりはふたつだが、怜人さまには三つだ。

　今朝、お弁当を作っていたとき、怜人さまのおにぎりは何個必要だろう？　とか、好き嫌いはないのかな？　とか、考えを巡らせている自分がいた。

　それはとても楽しくて、幸せな時間だったのだ。

　たとえ食べてもらえなくとも、そんな風に怜人さまを思いながらお弁当を作れたことだけで、もう十分だった。

「だけど、これどうしよう……」

　いくらなんでも、お弁当をふたつも食べるなんて私には無理だ。やっぱりこっちは持って帰ろう……。そんなことを考えていると、六車さんが書類を持って部屋に入ってきた。ぼんやりしていた私に気づくと、気遣うようにこちらへ近寄る。

「理咲さん、今日は怜人さまとランチに行かれるはずでは？」

「さっきレイチェルが来られて、おふたりでお食事に出られました。私はお弁当を持ってきていたので、失礼したんです」

　安心させるようににっこり笑うと、六車さんはそのまま視線を私の手元へと向ける。

　その先にはふたつ並んだお弁当があった。怜人さまのために作ったことが知られてしまうのではと慌てる私に、六車さんはだまって優しい表情を向ける。

「あの……多く作りすぎちゃって……」

　いたたまれなくなって言い訳の言葉を口にすると、六車さんが明るい口調で言った。

「理咲さん、実は私もお昼にあぶれましてね。これからなにか買ってこようと思っていたところだったんです。もしよろしければ、これ、いただけませんか？」

　優しさに満ちた眼差しに、沈んでいた心が軽やかになる。

「あの、ぜひどうぞ。お口に合わないかもしれないですけど……」

「心を込めて作ったものでしょうから、おいしくないはずありませんよ」

　そう言って、六車さんはとびきりの笑顔を私に向けてくれた。




　レイチェルと出かけた怜人さまは、午後のアポイントぎりぎりの時間に戻ってきた。

　そして、私と言葉を交わす暇もなく外出してしまった。

　次に戻ってきたのは、もう六時を回った頃だ。私はいつものように紅茶を淹れてデスクに置くと、少し疲れた表情の怜人さまから上着を預かった。

「……お疲れになりました？」

「いいえ。……いや、少し。今日はホテルスタッフからいくつか問題が提起されて、改善のためのディスカッションが思いの他白熱したので、神経を使いました」

　上着を渡されたときに触れた手はそのままに、気遣うように優しく見下ろされ、昼間のことを気にしているのだと肌で感じる。

「それは……お疲れさまでした。なにか甘いものでもお持ちしましょうか？」

「いや、それよりあなたがもう少しここにいてくれたら、それでいい。理咲、今日はこのあと、なにか予定はありますか？」

「特にありません。強しいて言うなら、お風呂屋さんの開いている時間までに帰りたいですけど」

　昨日の食事で大抵のことは話してしまったので、怜人さまは私の部屋にお風呂がないことを知っている。ようやく笑顔になった怜人さまが、興味深そうに言った。

「銭湯、っていうんでしたっけ？」

「はい」

「一度僕も入ってみたいな。今日、一緒に行ってもいいですか？」

「怜人さまがですか？」

　あの下町の銭湯に怜人さまが？

　地元のおじいちゃんやおばあちゃんたちしかいないあのお風呂屋さんに、怜人さまが入ったらどんなことになるのかと想像してみたものの、想像力が追いつかない。

「ダメですか」

　一瞬言葉を失った私に、怜人さまが淋しそうな目を向ける。私は小さく笑いながら答えた。

「もちろんいいに決まっています。お風呂屋さんは、誰が行ってもいいんですから。だけどきっと、怜人さまはすごくびっくりなさると思います」

　私が行っている銭湯は最近はやりの大規模な温泉施設とは違い、壁に富士山の絵が描いてあるような、とてもクラシカルなものだ。私でさえ最初は戸惑ったのだから、きっと怜人さまには未知の世界だろう。

「新しいものに出会えば、誰だって最初は戸惑うものですよ。でも、あなたがイヤがらずにせっせと通っている場所なのだから、きっと素敵な場所に決まっている」

　すべてをつつみ込むように私を見つめる怜人さま。優しすぎる彼の言葉がうれしい反面、なぜだか不安になる。

　このままずっと彼に触れていたいと思う気持ちを振り切るように手を離し、上着をハンガーにかける。

「理咲、今日のランチ――」

　怜人さまがなにかを伝えようと私に歩み寄ったとき、ノックの音と共に六車さんが入ってきた。一瞬その場の空気に敏感に反応したものの、六車さんは怜人さまに用件を伝えたあと、私にもにこやかに話しかけてきた。

「理咲さん、これ、ご馳走さまでした。本当においしかった。お弁当箱は洗ったつもりなのですが、うまく洗えていなかったらすみません」

　わざわざタッパーを洗ってきてくれた六車さんに恐縮して、歩み寄ってタッパーを受け取る。

「本当においしかったですよ。田川さんが少し欲しいというので、おかずを交換しました。玉子焼き、味付けが絶妙だと大変褒めていましたよ。明日、レシピを教えてほしいそうです」

「そうですか。よかったです」

　田川さんはいつもお手製のお弁当を持ってきている、料理好きの人だ。そんな人に褒められてちょっとうれしい。明日、レシピを書いた紙を持っていこう。

「それに……。タコの形のウィンナーを食べたのは、息子たちがまだ小さかった頃以来です。あのハチマキは海苔ですか？　それに、胡麻で目まで付けて……。いやはや、理咲さんは芸術的センスまでお持ちだ」

「大げさですよ、六車さん」

　そう言いながら、お弁当のメニューがひとつずつ発表されてしまっていることに気づき、少し慌てた。

　昨日、怜人さまから聞いたばかりのメニューなのだから、勘のいい怜人さまに気づかれてしまっては困る。私はさりげなく話を逸らした。

「あの、六車さん、明日の会議の場所のことですけど」

「あぁ、あれは変更になって第三会議室になったと、先ほどお伝えしたばかりでは？」

　私が必死に話題を逸らそうとしても、六車さんはどこ吹く風だ。

「それに、なにより素晴らしかったのはおにぎりですね。ご飯がおいしかったのでそれを引き立てる塩むすび、最高でした。あ、鮭ももちろんおいしかったですよ」

　なにかに気づいて目を見開いた怜人さまに、六車さんが揶や揄ゆするような微笑みを浮かべる。そして続けて、おどけたような視線をこちらに向けた。

　なにを考えているかわからない六車さんを前に、私はただ黙って立ち尽くすことしかできない。

「怜人さま、あとはなにかございますか？　なければ、私はこれで失礼しますが」

「……いいえ。お疲れさまでした。今日は六車さんも疲れたと思います。早く帰ってゆっくりなさってください」

　それでは、と頭を下げて六車さんが部屋から出ていった。ふたりで残された部屋に、気まずい沈黙が流れる。

　きっと彼にとって特別な意味がある、お母さまのお弁当。その、玉子焼きとタコさんウィンナーのお弁当を私が作ってきたことに、怜人さまは気づいてしまっただろうか。

　だまってその場に立ちすくむ私に、怜人さまが歩み寄る。

「理咲、今日はお弁当を持ってきたと言っていたけれど、もしかして僕の分も作ってくれたんですか？」

「……」

　私は込み上げてくる気持ちと、体中の熱が集まったかのように火照る頬を、うつむくようにして隠した。

「玉子焼きとタコの形のウィンナー、昨日僕が好きだって……」

「あの……たまたまです。日本のお母さんのお弁当って、そのパターンが多いんですよ」

　ごまかせないほど熱を持った顔を見られたくなくて、私は怜人さまにくるりと背中を向ける。一方、怜人さまは、なにかを確信した強い口調で私に言った。

「……そうだ。だから僕のお弁当だって、いつもそのメニューだった。だけど僕は大好きだった。だって、母が僕のために作ってくれたものだから」

　母親たちはいつも、子供たちが喜ぶ顔を思い描きながらお弁当を作る。

　それをわかっていたからこそ、怜人さまはお母さまのお弁当を好きだと言った。

　その人のためだけに作られるから、きっと手作りのお弁当は、どんなご馳走にも代えられないものなのだ。

「お願いだ、理咲。こっちを向いて顔を見せて」

　すぐ後ろにいる怜人さまが、まるで懇こん願がんするように、私の両肩を掴んで自分の正面に向かせる。

「あ……あの……」

　逃げるようにあとずさると、すぐに壁にぶつかってしまった。

　今にも泣きだしそうな気持ちで彼を見つめると、切なげだった琥珀色の瞳が、次第に優しく細められていく。そして大きくて優しい手が、熱を帯びた私の頬に触れた。

「ありがとう。それにごめん。あなたにこんな心細い思いをさせてしまったのは、すべて僕の責任だ」

「怜人さま……」

　優しい手。包み込むような眼差し。彼の温かい言葉に、不安に揺れる気持ちが消えていく。怜人さまのそばにいてもいいのだと、私を錯覚させていく。

「だけど、あなたもいけない。これから先、あなたが僕のために用意したものは、僕以外の誰にも、絶対に渡さないでください。僕のために作ったお弁当なら、たとえ六車さんにでも、あげるのはダメです」

　怜人さまの言葉が、とろりと甘い蜂蜜のように流れ込んでくる。感覚を麻痺させるほどの高い糖度で、私の神経を鈍らせていく。

　怜人さまの手が私の腕を掴んで強く引き寄せ、私の体をその腕の中に閉じ込めた。

　明らかに挨拶とは違う抱擁に、幸せな気持ちで体が満たされていく。

「これからは、僕にちゃんと話してください。あなたがどうしたいのかもすべて。それに……簡単に僕を奪われないでください。今日のレイチェルのように」

　僕を奪われないで、なんて。

　まるで怜人さまが私のものみたいな言い方をするから、うれしくて、うれしすぎて逆に怖くなる。本当に、あと戻りのできない勘違いをしてしまいそうで。

　怜人さまが、私を抱く腕に力を込めた。その腕の強さだけが、私の心を支配していく。可憐さんの身代わりにすぎない私の存在が、彼の中に吸い込まれていく。

　ずっとこの腕の中にいたい。

　ひとときだけ、私はそんな叶わぬ夢を望んだ。










ふたつの優しい命令




「理咲、今日はどうしますか」

　もうそろそろ六時になろうかというとき、怜人さまがご機嫌な調子で言った。

「今日も用意はしてありますけど……。怜人さま、お仕事は大丈夫ですか？」

「ええ。最近は食事と入浴を済ませてから、家でやるようにしています。そのほうがここで飲まず食わずでやるより、はるかに効率的だとわかりました」

　そう言うと、怜人さまはてきぱきと帰り支度をする。

　ふふ、すごくうれしそう。

　怜人さまの様子に笑みをこぼしながら、私もパソコンの電源を落とし、机の上を片付ける。

「理咲、この間のように、先に銭湯に行ってから食事にしましょう。ほら、この前行った駅前のあの店はどうですか」

　帰り支度を済ませてしまうと、怜人さまは琥珀色の瞳を輝かせて私の顔を覗き込んだ。

　先日見つけた下町の小さなお店が、彼はとてもお気に入りだ。

「あの洋食屋さんですか？　おいしかったですよね。怜人さまはビーフシチューを頼んだんでしたっけ？　私、今日はそれにします」

「あなたはオムライスにしたんですよね。僕は今日はなににしようかな……悩みますね」

　そう言いながらふたりでＣＥＯ室を出ると、ちょうど秘書室に戻ってきた六車さんとばったり鉢はち合わせた。

「怜人さま。今日はもうお帰りですか」

「ええ、帰りに理咲と食事して、残りの仕事は帰宅してからやろうと思います」

「最近はきちんとお食事を摂られているようですね。顔色もいいし、きちんと睡眠も取れているようだ……。いや、理咲さんが一緒にいてくださると、僕も助かりますよ。ありがとうございます」

　六車さんがエレベーターの前まで送ってくれる。向こう側に六車さんを残し、扉がゆっくりと閉まると、私たちはそのまま地下の駐車場へ向かう。

　お弁当の一件から約一週間。

　あの日から金曜日の今日まで、私と怜人さまはほぼ毎日、私のアパートの近くの銭湯に通っている。

　下町の銭湯なんて、およそ縁のなかったであろう怜人さま。最初は本当に連れていっていいものかと悩んだけれど、そんな心配は杞き憂ゆうに終わった。

　いざ出かけてみれば、彼はその目立つ容姿と丁寧な物腰で、あっという間にみんなの人気者になってしまったのだ。

　怜人さまは初めての銭湯体験に興味津々だったけれど、何度か体験しているうちにすっかりその魅力に取りつかれ、今では『自宅で入るサウナよりも体が温まる気がする』とすっかりご満悦の様子だ。

　初日に親切な常連のおじさんたちから、きちんと体を洗ってから湯船に入ることや体を拭いてから出るという銭湯での作法を教わった。その言いつけ通りにそつなくこなしたことで好感を持たれている上、『イケメンの外国人があの銭湯に来るらしい』と商店街ではちょっとした噂になっているらしい。

　今日もオフィスから車で三十分ほどで目的地に着くと、近くの駐車場に車を止め、ふたりで銭湯に向かう。

　舗装の悪い歩道をふたり並んで歩きながら、私は怜人さまの顔を仰ぎ見るように言った。

「出たら待合室で待っていてくださいね。なるべく早く行くようにしますから」

　私の支度が遅いせいか、怜人さまに長く湯船につかる習慣がないせいか、結局私はいつも怜人さまを待たせてしまっている。

　いつも、すごく急いで支度をしているつもりなのだけど。

「女性は身支度に時間がかかるものです。あなたのペースで、ゆっくりでいいですよ。湯冷めするといけないから、きちんと髪は乾かしてくださいね」

　そう言いながら、怜人さまがさりげなく私の手を取る。あ、と思うより早くぐいっと引き寄せられ、その瞬間、私のすぐ後ろをすごい勢いで自転車がすり抜けていく。

「あ……ありがとうございます」

「気をつけて。だけどこの町には、本当に自転車が多いんですね」

　自転車は通り過ぎたというのに、怜人さまは今も私の手を掴んだままだ。

　ギュッとつながれた手にあわあわする私にはお構いなしに、怜人さまは澄ました顔で道を急ぐ。

「怜人さま、あの……」

「次の自転車がまたいつ来るかわからない。あなたは目が離せないから用心してこうしておきます」

　そう言いながら、怜人さまはつないだ手に力を込めた。




　週末の銭湯は平日に比べていくらか混んでいたものの、いつものように快適に入浴することができた。

　怜人さまに言われた通り髪を乾かしてから脱衣所の外に出ると、待合室がざわついていることに気づく。

　どうしたんだろう、と怜人さまの姿を探すと、怜人さまも何人かの人に混じって、テレビのニュース中継を険しい表情で見つめていた。

　その背中に近づくと、私に気づいた怜人さまが取り繕うような形ばかりの微笑みを顔に浮かべる。

「なにかあったんですか」

　ただならぬ気配を感じた私に、怜人さまが冷静な口調で言った。

「落ち着いて聞いてください。今、あなたの住んでいるアパートが、火事になっています」

「えっ!?」

　その言葉に一瞬呆然としたものの、すぐに正気に戻った私は、怜人さまの返事も待たずに銭湯を飛び出していた。

　アパートの近くには既に規制線が張られ、一般の人は近づけないようになっている。

　ロープを潜って中に入ろうとした私を、誰かが背後から腕を掴んで引き止める。

　振り向くと、それは怜人さまだった。

「理咲、なにをやってるんですか！　これ以上は危険です。離れてください」

「だけど、家の中に大切なものが……」

　なおも駆け出そうとすると、肩を掴まれ、強い力で体ごとこちらに向かされる。

　周囲には焼け焦げた匂いが漂い、消防車と救急車のけたたましいサイレンが鳴り響いている。

　十メートルほど先に見えるアパートからは、もうもうと黒煙が立ち、二階の窓からちろちろと火の手が上がっていた。

「危険です。もうあきらめてください。……もしかしてお祖ば母あさまの真珠のペンダントですか？」

「いえ、あれは今日してきていたので、無事です」

「それならいったいなにが……」

　たしかに、大切なものは母の実家に保管してもらっているので、この狭いアパートには高価なものはこのペンダント以外なかった。でもここには、私にとって大切なものがもうひとつある。

　父の会社が倒産してから今日まで、困難な出来事がいくつもあった。

　ときには、立ち上がれないほどの悔しさや苦しさを何度も経験した。けれど、くじけそうになった私を、いつも優しく支えてくれた大切な品が、あの部屋には置いてある。

　それだけは絶対、失いたくない。

　強く掴まれた腕を振り払ってアパートに向かおうとする私を、さらに強い力で怜人さまが引き止める。

「理咲」

　いつもは優しいテノールの声が、一段低くなった気がした。

　ハッとして見上げると、抗うことを許さない深い色の瞳に捉えられる。

　有無を言わさぬ気迫にひるんだ瞬間、彼の中にある絶対的な力に支配される。

「落ち着いて答えて。あなたが大切にしているものは、部屋のどこに置いてあるんですか」

「……テーブルの上の、紙袋の中――」

　私が答え終わらないうちに、怜人さまが私から離れて身をひるがえす。そして、あっという間に煙の中に消えていくのが見えた。

　一瞬の出来事に、呼吸さえ止まる。

「やっ……怜人さまっ……!?」

　パニックになって無意識にあとを追った。

「ダメだっ。危ないぞ！」

　誰かが私を押しとどめる。その手から逃れようと力の限り抵抗するも、何人かの手で押さえられ、体の自由がきかない。

「や……。ダメ……」

　怜人さまが火の中に……。

　怜人さまになにかあったらと思うと、恐怖で全身がすくんだ。イヤだ。怜人さまが傷つくことなんて、絶対イヤだ。

　取り乱して大切なものがあるなんて伝えてしまった自分が、今さらのように悔やまれる。

「離して!!」

　悲鳴を上げるように叫んだ。胸が、心がつぶれてしまう。

　もしも炎が怜人さまを呑み込んでしまったら……。そんな考えが脳裏をよぎるだけで、気が狂いそうになった。

　それがどれほどの時間だったのかはわからない。

　全身から血の気が引いて地面に座り込んでいた私の体を、息を荒らげた人の力強い手が引き上げてくれる。

「理咲、大丈夫？」

　目の前には怜人さまがいた。

　よかった。無事だ。……私のところに戻ってきてくれた。

　頭で考えるより先に、首に手をまわして強く抱きついていた。

「イヤですっ……」

「理咲……!?」

　怜人さまは驚きながらもとっさに体をかがめて抱擁を受け入れる。

　彼の体。体温。そのすべてをたしかめたくて、私はギュッと体を押し付ける。

　少し湿った首筋といつもとは違う焦げた煙の臭いが、彼が危険な場所から戻ってきたことを物語っていた。一歩間違えば大変なことになっていたのだと改めて思い、体が震える。

　怜人さまは私を落ち着かせるように耳元で優しく言った。

「テーブルの上にあったから、慌てて取ってきました。理咲の部屋はまだそんなに火が回っていなかったから、大切なものは無事でした。僕も、ほらこの通り、どこにも怪我はありません」

「私は……怜人さまが無事でいることのほうが……」

　首にしがみついて胸の苦しさを吐き出す私を、彼は黙って受け止めてくれる。

「こんなのはもう絶対にイヤです。怜人さまになにかあったら、私も一緒に死にます」

「……この状況でそれって、すごい告白ですね」

「ふざけないでくださいっ……」

「ふざけてませんよ。真剣にうれしいです」

　それまで柔らかだった口調が不意に真しん摯しなものに変わった。そして怜人さまの手が私の体を抱く。逞たくましい腕に強く抱きしめられ、張りつめていた気持ちが次第に緩んでいく。

　不安な気持ちをかき消してくれる、力強い抱擁。

　私は全身を、怜人さまに委ねた。




　夜遅く火事は鎮火し、私と怜人さまは、警察に話を聞かれたあと帰宅を許された。

　帰宅といっても、もう私には帰る家がない。

　呆然とする私を促し、怜人さまは駐車場に止めてあった車に私を乗せた。

　私の部屋は、全焼こそ免れたものの、もう住むことはかなわない状態だ。

　消火活動によって僅かな家財道具も使い物にならなくなり、なにもかも失ってしまった。住んでいたのは短い間だったけれど、やはりショックは大きい。

「怜人さま、今日は本当にありがとうございました。あの、私、弟に連絡してみます」

　陸のマンションは狭いワンルームだけれど、今日一日くらいはなんとかなるだろう。明日からのことはそれから考えよう。とにかく、今夜眠る場所を探さなければ。

　油断すると気力を失いそうな自分を奮い立たせ、バッグからスマホを出そうとすると、すっと伸びてきた怜人さまの手がそれを制止する。。

「こんな遅い時間に？　もう十二時を過ぎているんですよ」

「あ……それならどこかホテルに――」

　うまく働かない頭で口にした言葉を、怜人さまの強い口調が遮る。

「理咲、今日は僕の部屋に一緒に帰ってください」

　そう言い放った瞬間、怜人さまのまっすぐな視線が私を射抜いた。決して高圧的ではないけれど、さっき火事の現場でも感じた、あの抗うことを許さない雰囲気だった。

「こんな日にあなたをひとりにしておけない。クラウディアにあなたの身の回りの物を用意してもらっています。こんなときくらい頼ってください。……それとも、僕はあなたにとって、そんなに頼りない男ですか？」

　そう短く告げ、怜人さまは車を走らせる。

　彼にこれ以上甘えるわけにはいかない。でも、強く振り切ることもできない。なにも答えることができないまま、私は為なす術すべもなく助手席に身をあずけた。




　怜人さまのマンションの前に着くと、怜人さまから連絡を受けていたクラウディアが待っていてくれた。そのまま三人でマンションの怜人さまの部屋に向かい、玄関に通される。

　初めて訪れた怜人さまの部屋は、高級住宅街に位置する高層マンションの最上階にあった。

　ドアを開けると広がる大理石のエントランスは、それだけで私のアパートの部屋ほどの広さがある。

　通されたリビングは、二十畳以上あるだろうか。一面がガラス張りになった窓の向こう側には、都心の夜景を一望できる広いルーフバルコニーが広がっている。

　私が困らないよう、当座の身の回りの物を用意してくれていたクラウディアは、まるで小さな子供にするように、何度も私を抱きしめたり、頬にキスしたりしてくれた。

　昂ぶっていた感情が、それだけでとても落ち着く。こういうスキンシップが、怜人さまが言っていた『大切な人への感情表現』なのだと、心と体でようやく本当に理解できた気がする。

「クラウディア、理咲と荷物の確認をしておいてください。僕はもう一度シャワーを浴びてきます」

　そう言って怜人さまが行ってしまうと、クラウディアは持ってきてくれたものの説明をしてくれた。ひと通り説明を終えると、「フィルと一緒にいるのが、一番安全よ」と優しく言い残し、彼女は帰っていった。




　残された私は、力なくリビングのソファに腰かける。

　ひと目で外国製だとわかるソファは、日本の三人掛けよりもひと回り大きなサイズだ。

　ひとり暮らしだとは言っていたけれど、怜人さまは誰かとここに座って夜を過ごすこともあるのだろうか。

　ふとそんな思いが無意識に巡り、慌てて打ち消した。

　私ったら、怜人さまのプライベートを詮せん索さくするなんて。

　けれど、こんな風に怜人さまのプライベートに触れてしまうと、どうしても気になってしまう。

　それに、もし怜人さまに特別な相手がいるのなら、たとえひと晩でもここにいてはいけない気がした。

　よくよく考えれば、怜人さまほどの人に決まった相手がいないほうが不自然だ。

　初めて怜人さまの生活空間に足を踏み入れ、考えないようにしていた現実が一気に押し寄せてくる。怜人さまは世界的企業の御曹司。その上、英国貴族の後継者だ。私とは住んでいる世界が違いすぎる。きっと怜人さまが生涯を共にする相手は、同じ世界に住む女性と決められているだろう。

　頭では理解していた。だから本当はもうずっと前から気づいていた自分の気持ちから、目を逸らし続けていた。

　身代わりに過ぎない私が彼を想うなんて、決して許されることではない。それにこの気持ちを認めれば、もう彼のそばにいられなくなる。

　だから気づかないふりをしていたのに、そうすればするほど、怜人さましか見えなくなっていく自分を止められなくなった。

　胸を刺すような痛みに耐えながら、ふと私が身代わりとなっている可憐さんのことを思い出す。そういえば、可憐さんとのお見合い話だって、彼女のご両親が一方的に持ってきたものだった……。

　私はスマホを取り出し、彼女からの連絡がきていないかを確認する。

　……やっぱり返ってきてない。

　あれから何度も教えてもらったアドレスにメールを送っているけれど、可憐さんからの返信は一度もなかった。

　送ったメールが送信失敗で返ってきていないということは、メールアドレス自体は存在するのだろうけど……。

　お腹の赤ちゃんは順調に育っているんだろうか。それにご両親の説得はどうなったのだろう。

　可憐さんとご両親の関係に思いを巡らせたところで、伊豆にいる自分の母や祖母のことも思い出す。

　部屋が火事になったこと、お母さんにも連絡したほうがいいのかな。

　けれど、母たちの仕事は朝まだ暗いうちから始まる。もしかしたら、もう眠っているかもしれない。

　母への連絡は明日することにして、スマホの液晶を消そうとした瞬間、不意に着信音が鳴り、反射的に電話に出た。

「姉ちゃん!!　よかった、無事だったんだな。今ニュースで見てびっくりした。姉ちゃんの住んでるアパート、火事になったんだろ。大丈夫なの!?」

　陸の興奮した声が耳に響き、思わず液晶画面を少し離す。

「私は出かけていて、部屋にはいなかったの」

　そう答えると、受話器の向こうで、陸が安堵の溜め息をついたのがわかった。

「母さんたちには？」

「どうせニュースなんて見てないだろうし、もう遅いから明日電話する」

「そのほうがいいか。下手に話したら、「今からそっちへ行く」とか言いだしかねないもんな」

　落ち着きを取り戻した陸が、いつもの調子で笑う。半年前までは当たり前に家の中で繰り広げられていた会話が、今はこんなにも懐かしく愛おしい。

「住むとこがなくなっちゃったってことだよな。とりあえずしばらくはウチに来ればばいいよ。先のことはそれから考えよう。今どこ？　迎えに行く」

　当たり前のように言ってくれる陸に、くすぐったいようなうれしさを感じる反面、怜人さまの配慮を無視して、このままここを去ることもためらわれる。

『僕はそんなに頼りない男ですか』という言葉と強い視線が、今でも胸に突き刺さったままだ。

「今日は……大丈夫だよ。もう遅いし、会社の人が泊めてくれることになったから」

　そう答えた瞬間、電話の向こうの陸の雰囲気が警戒したように固くなる。

「会社の人って……。まさか男じゃないだろうな。姉ちゃん男に免疫ないんだから、ホント気をつけろよ」

　不意に真剣になった口調に、心がズキンと痛む。陸の脳裏には、きっと康弘さんのことがよぎっているのだろう。

「女の人だよ。……もう遅いから、切るね」

　そう答えると、陸は安心したように「おやすみ」と言って通話を切った。そのあと、自然と小さな溜め息が口をつく。

　信じていた康弘さんに裏切られたことは、私たち家族にとっていまだに癒えない傷となって残っているのだ。

　頭に浮かんだ陰いん鬱うつな考えを振り払って顔を上げると、いつからそこにいたのか、リビングの入り口で怜人さまがタオルで髪を拭きながらこちらを見ているのに気づいた。

　濡れた前髪が額にかかり、いつもよりずいぶん若く見える。

　私は頬が熱くなるのを感じながら、慌てて立ち上がった。

「今の電話……。ご家族ですか」

「弟です。ニュースを見ていたみたいで、心配してくれて」

　私に歩み寄った怜人さまが、気遣うように言った。

「お母さまたちに連絡は？」

「母が今住んでいる祖母の家には、テレビがなくて……。きっとまだなにも知らないと思います。祖母も母も朝が早いのでもう休んでいると思いますし、明日の朝連絡してみます」

　彼は「そうですか」と言って微笑むと、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出してボトルに口をつける。

　怜人さまは柔らかな光沢のオフホワイトのシルクのパジャマを、ボタンをしないまま無造作に羽織っていた。彼が動くたびふわりとシルクが揺れ、逞しい胸が見え隠れする。

　あらわになった首筋から鎖骨にかけてのラインは、まるでギリシャ彫刻のように美しい。水を飲むたび男らしい喉仏が上下するのを、私はなんだか落ち着かない気持ちで見ていた。

　怜人さまのプライベートすぎる姿を目まの当たりにし、胸の鼓動がうるさいほど騒いでいる。

　私はさりげなく目を逸らしながら言った。

「あの……。怜人さま、今日は本当にありがとうございました。今晩だけはお世話になりますが、明日には出ていきますから」

　その言葉に、怜人さまがあからさまに眉根を寄せる。

「しばらくここにいればいいでしょう。通勤だって、僕が行くときに一緒に車で行けば楽だし。それとも、ここにいるのになにか不都合なことでも？」

「いえ、そういうわけでは……。でも、もしも怜人さまに大切な方がいらっしゃるのなら、変な誤解をさせてしまっては大変ですから」

　鋭く注がれた視線から逃れてソファに座ると、怜人さまも黙って私の隣に腰を下ろした。

　奇妙な沈黙に、なんだか落ち着かない空気が漂う。

「そんな女性はいませんから、心配しなくていい。……というか、ずいぶん他人行儀なんですね。さっきはあんなに情熱的な告白をしてくれたのに」

「情熱的な告白!?」

「ええ。あなたは、『僕になにかあれば、自分も一緒に死ぬ』と」

　そう平然と言われ、さっきの一部始終が走そう馬ま灯とうのようによみがえる。

　そ、そういえば、たしかにそんなことを言った気もする。普通の状態じゃなかったとはいえ、あまりにも大胆な発言だった。あのときは気が動転して、つい本音が出てしまったのだ。

「私、夢中で……。おかしなことを言って申し訳ありません」

「謝らないでください。さっきも言ったけれど、僕は真剣にうれしかった。それとも、あの言葉は嘘だったんですか」

　嘘なんかじゃない。けれど、私の本当の気持ちを怜人さまに伝えることなど、できはしなかった。所詮私は身代わりの秘書、身代わりの婚約者候補だ。

　黙り込んだ私を一瞥すると、怜人さまがフッと溜め息を漏らした。そして、テーブルの上に置かれた紙袋に視線を移す。

「それにしても、あなたが命がけで取りに行こうとしたものはいったい――」

「ダメです、それは」

　怜人さまに知られたくない。その一心で慌てて手を伸ばした拍子に、紙袋が床に落ちた。中から出てきたものを見た怜人さまの表情が、一瞬で驚きに変わる。

「これは……」

　初めて会った日、別れ際に渡されたカシミアのストール。隅に刺繍されたエンブレムは、怜人さまの一族の紋章だ。

「理咲……」

　さすがの怜人さまも驚きのあまり言葉を失っている。

　……当たり前だ。これじゃまるで、ストーカーみたいだもの。

　戸惑ったような視線を向けられ、私はいたたまれずにソファを立った。

　どうしよう、気づかれてしまったのかもしれない。身の程知らずな恋をしている、私の気持ちに。

　ひそやかに憧れているだけでよかった。

　その優しさに触れ、たとえ僅かな期間でも彼のそばにいられるだけで十分だった。

　それなのに、そんなささやかな恋心すら暴かれてしまうなんて。色々重なった結果とはいえ、あまりに残酷すぎる。

　怜人さまの顔を見るのが怖くて、私は逃げ場を探して身をひるがえす。けれど、怜人さまは私の前に立ちはだかり、私の腕を強く掴んでそれを阻んだ。

「理咲、これがあなたの大切なものなんですか？」

　目の前にストールを突き付けられ、顔をそむけることしかできない。頬が赤く染まり、鼓動が高鳴りすぎてどうにかなってしまいそうだ。

　逃げ出したい。どこかに消えてなくなりたい。

　けれど私の腕を掴んで離さない怜人さまが、それを許さない。

「答えてください、理咲」

　怜人さまの手からストールが落ちる。そして彼の腕が、私を包み込んだ。

　首筋に落とされる怜人さまの唇から、溜め息のように言葉が紡つむがれる。

「どうしてあなたは、いつもこんなに僕の手を煩わずらわせるんだろうな」

「え？」

「最初に会ったときからそうだった。目の前に突然現れたかと思ったら、そのまま消えてしまいそうになって……。あのときは、心臓が止まるかと思うほど焦った」

　怜人さまの言葉が、切なげに耳に届いた。

　彼のちょうど胸の辺りに押し付けられた私の頬に、少し速い心臓の鼓動が、力強く伝わってくる。

「今日だって突然飛び出したかと思えば、火の中に飛び込もうとして……。その理由が僕のストールだなんて、まったく、あきれます」

　そう言われてみれば、本当に怜人さまには迷惑のかけ通しだ。申し訳なさで、身がすくんでしまう。

「……ごめんなさい」

「謝らないでください。うれしいって意味です」

「え……」

「だけど心配をかけた罰として、僕の希望を聞いてもらいます。そうだな、ホテルの屋上であなたを助けたときの分と合わせて、とりあえずふたつ」

　そっと体を離した怜人さまに至近距離で見つめられ、息をすることすら忘れる。いつもは優しい瞳が熱っぽく揺らめき、逸らすことができない。

「まず、僕の名前はこれから怜人さまではなく、怜人と呼ぶこと。言っておきますが、これは相談ではなく決定事項です。では、どうぞ」

「えっ……でもっ」

「相談ではないと言ったはずですよ」

　彼の強引な命令に戸惑うものの、熱くひたむきな眼差しをまっすぐにむけられ、抗う余地はなくなる。

「れ……怜人」

「いい子だ」

　怜人さまはいつもより低い声で囁くと、フッとその眼差しを緩める。

「あの、もうひとつは……」

「次は簡単です。あなたはただ目を閉じていればいい」

　優しい微笑みに促されてまぶたを閉じる。すると次の瞬間、柔らかな感触が唇に触れた。

　驚いて目を開くと、まだ唇が触れそうな距離に彼の顔がある。どうしたらいいのかわからず、思わずまた目を閉じる。

「本当にあなたといると、僕の心臓はいくつあっても足りないな」

　そう囁いたあと、彼の熱くて柔らかな唇が、また私の唇の上をさまよった。










赤いドレスと偽物の私




　――ピピピ……。

　ゆっくり浮かび上がった意識の端で、耳障りな電子音が響いている。目を開けると、クリーム色の広々とした天井が視界に入った。

　聴こえていたのは、音量を抑えて設定したスマホのアラーム音だ。私は無意識につるりとした液晶に手を伸ばす。

　そしてまだぼんやりした意識のまま、羽根布団の中からゆっくりと身を起こした。

　十一月も半ばを過ぎ、朝夕の冷え込みが厳しくなった。秋の深まりを感じながら、私は枕元に畳んであったカシミアのストールを羽織ると、キッチンに向かう。

　怜人の部屋に居候させてもらってから、もう二週間が過ぎていたけれど、私はまだ新しい部屋を決めることができないでいる。

　以前のアパートほど安い物件が見つからないことは覚悟していたが、それ以外でも、部屋探しが進まない理由はいくつかあった。

　陸からは、『俺と一緒に住めばいいから』と強く言われていた。

　父と同じくバイオテクノロジーの研究をしている陸は大学の研究室に泊まり込むことも多く、私とは生活サイクルが違う。

　陸が住んでいるのは狭いワンルームだけれど、部屋にいる時間が重なることは少ないから、あまり不便はないだろうというのが陸の考えだ。

　一方、伊豆にいる母と祖母からは、東京での生活を引き払ってこちらにきたらどうかと言われている。

　祖母は小さな漁師町で海女をやりながら細々と暮らしていた。

　そんな祖母のもとにひょんなことから母が戻り、近頃は海産物に加え、ふたりで佃煮などを作って売っているらしい。それがおいしいと地元で評判になり、今では少しは利益が出ているようだ。

　私がいればふたりが漁に出ているあいだの店番にもなるし、なにより嫁入り前の娘をいつまでもひとり暮らしさせてはおけないというのが、祖母の強い意向だ。

『陸の学費もなんとかなりそうだし、理咲もこっちで一緒に暮らしましょう』と母に言われ、ほっとすると同時に複雑な心境なのが正直なところだ。

　本当なら、祖母と母のいる伊豆に行くべきだと思う。

　ふたりが力を合わせて起こした商売を手伝いたいという気持ちもあるし、父のことも気になる。

　父の病状は予断を許さず、私と陸ですら面会を断られていて、四か月以上も前に見舞ったきり会えていないのだ。

　けれど、可憐さんと約束した秘書の身代わりを、途中で投げ出すこともできなかった。

　それに……。怜人と離れがたいと思っている自分の気持ちも、既に十分に自覚している。

　あの火事の日、大切にしていたストールの存在から、怜人への想いが彼の前にさらされてしまった。

　そして彼との初めてのキス……。私にとっては文字通り初めてのキスだったけれど、触れるだけの優しい感触は、今でも鮮明に唇に残っている。

　あれ以来、怜人から唇へのキスは受けていない。けれど、彼が私を大切に思ってくれていることは、痛いくらいに実感している。

　怜人は、住む家を失ってしまった私に少しの不安も感じさせないよう、まるで真綿でくるむような気遣いをしてくれている。忙しい毎日の中で、なにか困ったことはないか、足りないものはないかと常に気にしてくれる。

　そんな彼の優しさに、私はもう一度自分を戒いましめる。怜人が私に優しくしてくれることに、都合のいい勘違いをしてはいけない。きっと彼は、今まで出会ったことのない平凡な女の子が物珍しいだけなのだ。こんな夢のような時間には、いつかきっと終わりがくる。

　そう結論付けると、私は無意識に指で唇をなぞっていた自分に気づき、嘆たん息そくする。

　そして既に沸騰していたお湯を、茶葉の入ったポットに一気に注いだ。

　熱湯に撹かく拌はんされた茶葉が、辺りに芳ほう醇じゅんな香りを放つ。熱と水分で柔らかくほぐされて、甘い香りと成分を解き放つ濃厚な瞬間に、うっとりと我を忘れてしまった。

　――まるでそれは、怜人と一緒にいる時間とおなじ――

「おはよう……。いい香りですね」

　耳元で甘い声が聞こえ、続いて後ろから抱きしめられた。

　不意をつかれ、過剰に心臓が跳ねる。

「お、おはようございます……」

　おずおずと返事を返すと、怜人はうれしそうに笑いながら、私を抱く腕にギュッと力を込めた。

　細身に見えても筋肉質な彼の体をストール越しに感じ、ただでさえ速くなった私の胸の鼓動がなおさら忙せわしなくなる。

「あの、怜人……。離してくださらないと、朝の支度ができません」

「今日は土曜で仕事も休みなんだし、ゆっくりでいいでしょう？」

　私がいくら抗議の言葉を並べても、怜人はいっこうにお構いなしだ。いけない、これではせっかくの紅茶を台無しにしてしまう。

　腕から逃れようとなんとか抵抗を試みるが、怜人はまるでそれを楽しむかのように、私の体にまわした腕をますますきつく絡ませる。

「紅茶が少しくらい濃くなっても、甘いミルクティーにすればいいだけのことです」

　そう言いながら私の頬に唇を寄せると、チュッと音を立ててキスを落とす。

　ふわふわした柔らかな髪がうなじに触れて、くすぐったいのと恥ずかしいので顔が火照った。耳まで赤くなっているような気がする。

「あの、れ、怜人……。びっくりするので、そういうことは……」

「これは朝の挨拶ですよ。ちゃんと教えたでしょう？　親しい人との間では、これは普通です。……あなたもちゃんと僕に返してください」

　カウンターのほうを向いていた私の体をくるりと自分の正面に向け、そのまま囲い込むような形で作業台に両手をついた怜人は、「ん」とねだるように顔を近づける。

　寝起きで少し乱れた前髪の隙間から、なんでも思い通りにしてしまいそうな魔法のような瞳で見つめられ、抗うことなど不可能だ。

　困惑しながら、彼の頬にチュッと音だけのキスを返すと、端正な顔に少し不機嫌な表情が浮かぶ。

「親しい人との挨拶の仕方を、またあなたに教えないといけませんね」

　そう言った彼から与えられた抱擁は、もう〝挨拶〟の範はん疇ちゅうを超えていた。

「今日は買い物に行きましょう。あなたの服がどう考えても足りないし、今夜のパーティのこともあります」

　クロワッサンとボイルしたソーセージ、温野菜のサラダの朝食が整い、ふたり向かい合ってテーブルにつくと、怜人がそんなことを言いだした。

　今夜は、怜人の大学時代の友人のウェディングパーティがあるらしい。

　もちろん、これはプライベートなものだ。彼の立場も考えて一旦は同行を断ったものの、どうしてもと懇願され、あの甘い瞳に負けてつい承諾してしまった。

「あの……。それならばこの間クラウディアが選んでくださった服で十分です」

「僕が他の服を着たあなたを見てみたいんです。……ダメですか？」

　そう上目遣いで聞かれては、拒絶などできたものではない。

　渋々うなずくと、彼は「じゃあ、美容院の予約も」とさくさくと段取りを進めてしまう。

　私なんかが彼と同行するべきではないのに……。

　ミルクたっぷりの紅茶を飲みながら、私は小さな溜め息をまたひとつついた。




　少しドライブを楽しんだあと、怜人が私を連れていってくれたのは、テディーズ・カンパニーが扱う有名な英国ブランドの直営店だった。

　シンプルな黒い制服に身を包んだ、三十代ぐらいの上品な店員さんに「いらっしゃいませ」と満面の笑顔を向けられ、目を細めて挨拶を返す怜人に続いて私もぎこちなく会え釈しゃくをする。

「本日はどのようなものをお探しですか？」

　控えめに、けれどブランドイメージを全身で表現するかのような、完璧ともいえる優雅な接客態度の彼女を前に、怜人は笑顔で私の肩を引き寄せる。

「彼女に何着か用意していただけますか。どこへ行くのにも困らないよう、ひと通りの洋服を揃えたい。靴と小物も合わせて、何組かお願いします」

「かしこまりました。では、お客さまはどうぞこちらへ」

　彼女に丁重に導かれ、私は試着室へ向かった。

　怜人が選んでくれた洋服に着替え試着室から出ると、ソファに座ったままの彼がまぶしそうに眼を細める。

「やっぱり似合いますね」

「これは少し、露出が多すぎる」

　試着を繰り返すたび、怜人は私の全身に丁寧に目を走らせる。満足そうにうなずいたり、思案するように小首を傾げたり、その間ずっと彼の視線にさらされるのだから私のほうはドキドキしっぱなしだ。

　怜人は真剣な表情で私の全身を吟ぎん味みしている。スカートの丈、合わせるヒールの高さ。細かな調整を店員に伝え、ときにはくるりと私を目の前で回転させたり、歩かせたりしては洋服を選別していった。

　彼が選ぶのは、ほとんどがフェミニンなデザインだ。私も好きなタイプだけれど、彼の好みに染められていく気がして、幸せな気持ちが指先まであふれていく。

　数えきれないほど試着を繰り返し、最後の一枚を終えてようやくこれで終わりだとほっとしたとき、怜人が一着のドレスを手に私のそばにやってきた。

「理咲、最後にこれを着てみて」

　そう言って手渡された一着に、思わず目を奪われる。シンプルなＡラインの、真紅の薔薇のようなドレス。

　控えめにあいた襟ぐりからウエストにかけてはタイトな印象だけれど、ウエストから緩やかなドレープでたっぷりと広がるスカートの部分は、シルクタフタ独特のハリと滑らかな光沢を存分に活かした、優雅なデザインだ。

「今夜のウェディングパーティにどうかと思って」

　赤といっても深みのある色合いのため派手な印象はないが、高貴でありながら洗練されたデザインは、思わず目を奪われるような端正さだ。

「華やかさを追求しながら、媚びないデザインをモットーにしたドレスです。……お客さまには、きっとよくお似合いになると存じます」

　女性店員が、私の目の前でドレスを広げる。あまりにも素敵なドレスに圧倒され、触れるのをためらってしまうほどだ。

「こんな素敵なドレス……。無理です。私では、服に負けてしまいます」

　戸惑う私を女性店員が意味ありげに見つめると、そのまま私の手を引いて試着室に誘う。そしてカーテンを閉める間際、そっと耳打ちした。

「西条さまがエスコートしてくださるのですから、きっと今日のパーティでお客さまは花嫁の次に幸福な女性ですよ。……もっと自信をお持ちください。そうすれば、きっとよくお似合いになります」




　買い物を終え、ランチを済ませて少しゆっくりした。そのあと私を美容室まで送った怜人は「支度をして迎えに来るから」と、一旦マンションに戻った。

　ひとり残された私はエステで全身を磨かれ、そのあとプロの手によって、髪やメイクや指先――ありとあらゆる方法で、あらゆる箇所を完璧に仕上げられていった。




　夕方、美容室に私を迎えに来てくれた怜人は、入り口近くのソファに座って私を待っていた。そっと近寄る私にも気づかぬ様子で、なにかを思案している。

　着慣れているのがわかる、あまりにも自然なタキシード姿は怖いくらい素敵で、声をかけるのをためらうほどだ。

　それに、いつもは優しげなのに、月のように冴えた眼差し。あまり見たことがない男らしい横顔にしばし見惚れていた私に、フッと視線が向けられる。

　少し距離を空けたまま、ふたりの視線が絡まった。

　私も今日はメイクも髪型も、なにもかもがいつもと違う。つけまつげまで付けられてしまい、まるで別人のようだ。鏡で見た自分の姿に、自分でも戸惑ってしまう。

　おかしくないかな。怜人には、どんな風に映っているんだろう。

　問いかけるような視線を向けても、怜人はだまって見つめるだけだ。

　やっぱり私には似合わないのかも……。

　そう不安に思っていると、不意に立ち上がった怜人が歩み寄り、距離を詰める。

「驚いた。似合うとは思っていたけど、まさかここまでだなんて……」

　そう言いながら、私の頬をそっと撫でる。

　気に入ってくれた？

　ホッとするのと同時に、彼のその仕草ひとつで、たちまち眩暈にも似た感覚が体中を駆け巡る。彼の琥珀色の瞳に自分が映ることが幸せで、けれど泣きたいくらい切なくて。

「言葉にできないくらい素敵だ。……キスしてもいいですか？」

　驚いて顔を見上げた私の答えを待たずに、怜人の唇が頬に触れる。

　鼻腔をかすめる魅力的な香りが、私の頬を染めた。




　今日のパーティは、新郎新婦の友人だけを集めた内々のものらしい。

　けれど、ホテルのバンケットルームを貸し切っての立食パーティは、華やかに着飾った人たちでにぎわっていた。

　怜人の大学時代の友人は新郎のほうだ。彼が英国に留学中、同級だった怜人と意気投合して親しくなったという。怜人は彼にお祝いの言葉を伝えると、隣にいる新婦に微笑みを向けた。

「おめでとう。本当に美しい奥さんだね」

　隙のない笑顔で怜人に褒められた新婦が、反射的に頬を染めている。

　そんな彼女に愛しさを隠せない様子で寄り添う新郎に、自然と笑みがこぼれた。

　幸せの絶頂にいる彼女は、本当にきれいだ。愛する人と結ばれる幸せは、きっとなににも代えがたいものなのだろう。

「そういうフィルだって……。聞いたよ。見合いしたらしいじゃないか。なんでも期間限定で秘書をさせてるって。……それにしても、すごくきれいな人だな」

　そう言って私を覗き込む新郎の言葉に、ざっと血の気が引いた。

　この人、私を可憐さんだと思ってるんだ。

　変に思われないよう、取り繕うように精一杯の笑顔を浮かべる。

「……そういえば、君の伯父上は外務省の官僚だったね。その話は誰にも秘密で頼むよ。まだトップシークレットなんだ」

　私とは対照的に、なんの動揺も見せずに柔らかな微笑みを浮かべる怜人は、そう言って私の肩を抱き寄せる。まるで誰にも触れさせないよう、隔離でもするかのように……。

　秘密……。そう、私は偽物だ。

　秘書の仕事も婚約者の役目も、本当なら可憐さんが務めるはずのもの。勘違いしてはいけない。

　そう自分に必死で言い聞かせても、隣りにいる人の横顔は、そんな警告を一瞬で振り払うほど魅力的だ。

　一瞬曇った私の表情を敏感に感じ取った怜人が、心配そうな顔で覗き込む。

「大丈夫？　……疲れたかな。今日は僕のわがままで、忙しくさせてしまったから」

「大丈夫です。……でも少しだけ、お化粧室に行ってきますね」

　心配する彼に笑顔を向けて、私はひとりパーティ会場をあとにした。

　華やかな空間から逃れてひとりになると、化粧室の鏡の前でようやくひと息つく。

　粗そ相そうをして怜人に恥をかかせてはと気を張っていたせいか、一気に力が抜けて鏡の前の椅子に座り込んだ。

　すごく緊張する……。

　友人の多い怜人は行く先々で声をかけられるので、にこやかに挨拶をするだけでもひと苦労だ。

　その都度、丁寧な応対をする怜人をすごいと尊敬する反面、そんな彼が伴う私にも関心が集まることが、実のところかなり負担でもあった。

　ヘアメイクとこのドレスの力で、なんとか好奇の目に負けないように勇気を奮い立たせているといった感じだ。

　あの喧けん噪そうの中にすぐ戻るのも気が進まず、手持ち無沙汰にメイクを直していると、背後に誰かの気配を感じた。

　振り向くと、セクシーなドレスを身にまとったレイチェルが、深刻な顔をしてこちらを凝視している。

　どうして彼女がこんなところに……。英国に帰国したんじゃなかったの？

　驚く私に、レイチェルはにらみつけるような視線を向けている。

〈こんばんは。レイチェルも来られてたんですね〉

〈私がまだ日本にいてびっくりした？　あともう少しいることにしたの。まだフィルとちゃんと話もできていないし〉

　努めて和やかな挨拶をしたのに、彼女は攻撃的な態度を崩さない。

〈あの、彼ならまだパーティ会場に〉

〈あいにくこんな場所で軽々しくできる話じゃないの。とても個人的なことよ。だけどあなたには言っておくわね。私、フィルと結婚したいの。それで私の父がフィルのお父さまに正式に結婚を申し込んでくれることになったわ。フィルが了承してくれれば、年末の休暇には具体的なことを決めるつもりよ〉

〈えっ……〉

　突然の話に、頭がうまく反応できない。怜人が結婚？　レイチェルと……？

〈別に驚くことないでしょ。私の父とフィルのお父さまは、パブリック・スクールからの同級生なの。家柄だって、あなたよりはフィルに相応ふさわしいと思うわ〉

　怜人の通っていたパブリック・スクールは、その手の情報にあまり詳しくない私でも知っている、英国一の名門校だ。

　そういった学校には、代々、名門と言われる家系の男の人が通うものだと聞いたことがある。

　となると、怜人と同じ学校に通っていたハリーの家も、それ相応の家柄なのは当たり前のことで……。

〈フィルに優しくされるからって、あまりいい気にならないでちょうだい。フィルがあなたに優しくしているのは、あなたがかわいそうな子だからでしょ？　昔から慈悲深くて、哀れな人を見ると放っておけない人なの〉

　かわいそうな子、と言ったレイチェルの真っ赤な唇が意地悪く引き上げられ、その眼差しには、侮ぶ蔑べつの色が浮かんでいる。

〈なんのことですか〉

　私がかわいそうな子だというのは、いったいどういうことだろう。ざらついたイヤな感覚が、全身を包んだ。

〈あなたのお父さまの会社、倒産したんですってね。なんでも新薬を開発したとかしないとか……。だけど、結局新しい発見はあなたのお父さまがしたんじゃなくて、別の人がしたんでしょ。だから信用を失って、取引先がすべて手を引いたって〉

　レイチェルの口から信じられない言葉が吐き出され、一瞬、息が止まった。

　理不尽な手段ですべてを奪われてしまったけれど、あの研究を成功させたのは間違いなく父だ。康弘さんの献身的な手助けがあったとはいえ、もともとのロジックを確立したのは父だ。

　父の血のにじむような研究の日々を思い、私の中に怒りが沸き起こった。

　けれど、私はレイチェルと言い争うつもりはなかった。こんなバカげた話に反論することすら、父の研究を冒ぼう涜とくする。

　でも、どうして彼女は父のことを知っているんだろう？

　私の頭の中に、さまざまな疑問が浮かぶ。

　レイチェルは私がまったく言い返さないのをいいことに、畳みかけるように続けた。

〈もともと、あなたのお父さまの会社の企業買収にフィルが動いていたそうよ。あなたをそばに置いているのだって、そのほうがなにかと都合がいいからだって、兄が言っていたわ〉

　え？　今なんて言ったの？

　父の会社の買収？　怜人が関わっている……？

　頭がしびれたように働かなくなり、胸の鼓動だけが速くなる。

〈私、その話を聞いてようやく納得したの。だって、フィルがあなたを本気で相手になんて、するわけないもの。なにか理由があるはずだって、ずっと思っていたわ〉

　感情的に言葉を吐き出すレイチェルとは逆に、私は変に冷静だった。

　怜人と初めて会ったとき、私がメール室の面接を受けに来たのを知っていたことや、『なんのメリットもない』と言いながら私をそばに置いてくれたこと。よく考えれば不自然なことが、今さらのように脳裏に浮かぶ。

　さまざまな記憶が交こう錯さくしてぼんやりする私に、レイチェルは苛立ちをぶつける。

〈ちょっと理咲！　聞いてるの？〉

〈怜人は……なぜ父の会社に関わっているんですか〉

　ようやく口にした疑問に、彼女はあからさまに鼻はな白じらんだ顔をした。

〈だってそれが、フィルの仕事でしょう？　……まさか、知らない？　だって、あなた秘書でしょう!?〉

　レイチェルが話にならないといった風ふ情ぜいで肩をすくめ、私を見下ろす。

〈テディーズ・カンパニー日本支社ＣＥＯの仕事は、各部門の統とう括かつと日本でのプロモーションが主な仕事だと聞いているわ。でも彼の仕事はそれだけじゃない。フィルは本社の資産運用をする管理部門の責任者だもの。……あなたには難しすぎてわからないかしら〉

　レイチェルは私に、そのきれいな顔をゆっくり近づける。

〈それじゃ、あなたにもわかるように簡単に言ってあげる。あなたのパパの会社が発見したアイデアを、手に入れたいと思う英国の製薬会社があった。だからフィルが業務提携に見せかけた企業売買に持ち込もうとした。そうしたら、先を越されて……〉

〈そんな……〉

　レイチェルの言葉に、さっと血の気がひいた。怜人が父の会社を狙っていた？　しかも、私たちを騙そうと……？

　あまりのことに、なにも言葉が出てこない。ただ呆然と立ちすくむ私に、鋭く尖ったレイチェルの視線が突き刺さる。

〈私、子供の頃からフィルのことが好きなの。彼に相応しい女性になるために、ずっと努力してきたつもりよ。私たちとあなたとでは住む世界が違う。早くフィルをもとに戻してちょうだい〉

　背後からは、まだ辛しん辣らつな言葉を叩きつけるレイチェルの声がする。けれどこれ以上、彼女の話を聞く勇気はない。振り向きもせず化粧室をあとにした私の頭には、もうなにも入ってこなかった。




　私はぼんやりしながら、パーティには戻らず階下へ向かうエスカレーターに乗る。

　レイチェルの言っていることが、本当かどうかはわからない。けれど、嘘にしてはあまりにも具体的な話だった。第一、英国に住む彼女が、いったいどうやってちっぽけな父の会社の詳細を知ることができるだろう。

　彼女が言う通り、怜人が父の会社の買収を企んでいたのなら、そこからハリーに情報が回り、レイチェルが知ることは十分考えられる。

　さまざまな考えが頭を巡る中、ふと思い出した出来事があった。

　そういえば、康弘さんの裏切りがあった半年ほど前、見知らぬ外国の投資家が、葉山化学工業の株を大量に買い付ける騒ぎがあったはずだ。

　専門家に任せて危機は乗り切ったが、まさかそのことにも怜人が関係していたのだろうか。

　立っている場所がぐらぐら揺れている気がする。ふらつく体をエスカレーターの手すりで支えながら、なんとか気力を保った。

　全部、嘘だったの？

　さっきまで私を抱いていた、優しい手を思い出す。それから、心を惑わす甘い瞳。

　すべてを愛しいと思えば思うほど、今は苦しい。

　ホテルのグランドフロアに降り立つと、磨き上げられた大理石に、慣れないヒールを履いた自分の姿が映っているのが見えた。

　どれほど外見を偽っても、偽物は偽物でしかない。秘書も、婚約者も、そして愛情も。本当のものなど、私にはなにもない。

　無造作にヒールを脱ぎ捨て、きれいに結い上げられた髪をほどいた。

　そして私は、ホテルの回転扉をくぐり抜けた。




　どれくらい、どこをどう彷徨ったのかわからない。

　我に返ったときには、都会の真ん中にある、さびれた小さな公園のベンチに腰かけていた。

　寒い……。

　パーティに出席していたドレス姿のまま、クロークにあずけた上着さえそのままにしてホテルを抜け出てきてしまったことに、今になって気づく。

　肩があらわになったドレス姿では、十一月の夜はさすがに寒い。

　その上、私は靴も履いていない。裸足でふらふらと歩いてきたせいで、気づかないうちに、あちこちに傷ができている。

　人間って、本当にショックを受けたときには、痛みも感じないんだ……。

　父の会社がダメになったときだって、ここまで我を忘れなかったのに。それほど、レイチェルから告げられた話は衝撃的だった。

　怜人が、父の会社を買収しようとしていたなんて、本当なんだろうか。

　レイチェルのはっきりした口調。なにもかも辻褄が合う話。けれど心の奥底には、まだ怜人を信じたい自分がいる。

　ベンチの上に横座りになり、ひどく痛む足の裏を見てみると、数か所切り傷があり血も出ている。我を失っていたときは気づかなかったけれど、この状態では歩くこともできそうにない。

　それにここがどこなのか、今がいったい何時頃なのかもわからなかった。

　ただ、青白い蛍光灯に照らされた人気のない公園が、さっきまで身を置いていた煌びやかな空間と切り離されていることだけは、はっきりしている。

　怜人はきっとまだあの華やかな場所にいるのだろう。

　……いや、彼はずっとあの場所にいるべき人。レイチェルの言うように私とは違うのだ。そんな当たり前のことを、今さらのように実感する。

　それに、彼が私に優しかった、本当の理由にも。

「私、バカだ」

　そう言葉に出すと、涙があふれてきた。

　それはまるで雨のように降り注ぎ、途切れることなくポタポタとシルクのドレスに染み込んでいく。

　怜人と過ごした時間すべてが、走馬灯のように脳裏をよぎった。

　テノールの声、私を見つめる瞳、私を優しく包み込む力強い腕。

　……そして、〝挨拶〟とは違うキスも。

　なにもかもがこの夢のようなドレスみたいにあまりに美しいから、つい勘違いしてしまった。

「うっ……えっ……」

　気がつけば、私は声を上げて泣いていた。

　こんなの、まるで子供みたいだ。そう思っても涙は止まらない。ときどき燃えるように揺らめく、深い琥珀色の瞳が脳裏に浮かんで、切なくて苦しい。

　よくよく考えれば、彼が私に優しくしてくれる理由なんて、仕事のため以外にあるはずもない。だけどこんなにも胸が苦しいのは、騙されていたからじゃない。

　私、あの人のことをこんなに好きになっていたんだ。

　そう気づき、涙はますます止まらなくなった。いくら拭っても途切れなく流れる涙に、呼吸すらままならなくなる。

　あの日、康弘さんのあとなど追わなければよかった。そうすればヘリポートで怜人に会うこともなく、こんな気持ちにならずに済んだ。そう思ってみても、心はまだ怜人を求めてしまう。

　……例えあのときに時間を戻せても、私、やっぱり怜人に会いたい。

　胸を締め付けられる思いに身動きできずにいると、突然、静かな公園にバタバタと忙しない足音が響いた。

　思わず顔を上げると、息を切らせて駆け寄ってくる背の高い人影が、あっという間に私の目の前にたどりついた。

　よほど急いで走ってきたのか、蛍光灯の中に浮かび上がる怜人は、髪を乱し息を荒げている。

　あまりの驚きに、呆然と彼を見つめることしかできない。

「理咲がずっと帰ってこないから探しに行ったら、化粧室で言い争いをしているのを見たって人がいて……。まさかと思ってレイチェルを問い詰めたら、理咲にひどいことを言ったと白状しました。ホテル中を探したら、ロビーにあなたの靴が脱ぎ捨ててあったから、心臓が止まるかと……」

　そこまで言ったところで、ベンチの隣に腰かけた怜人が、私を強く抱きしめた。

　覚えのある香りと力強い腕に、驚きで一旦止まっていた涙が再び流れ出す。

「もっと早く僕の口から説明するべきでした。でも、理咲にどう思われるかと不安で、どうしても切り出せなくて……」

　怜人の言葉に、次第に体の緊張が解けていく。なにかを伝えようとしている彼の思いが、私を抱きしめる腕から伝わってくる。

　耳元に押し当てられた怜人の唇が微かに震えているのに気づき、私の心を覆っていた疑惑より、彼を愛おしく思う気持ちのほうがあふれ出した。

「……っかく……」

「なに……？」

「せっかく……素敵な靴を買ってもらったのに――」

　ごめんなさい、と伝えようとした途端、私を抱く怜人の腕がさらにきつく体にまわされて言葉が続けられない。

　泣きすぎて絶え絶えになった息がときおり引きつれるように震えて、そのたびに怜人はますます強く私を抱きしめる。その広い胸にくったりと体をあずけた。温かな胸に顔を埋めるとただ安心で、もうなにもいらないと思う。

　やがて、怜人は不意に腕の力を緩め、そっと体を離した。

　泣き疲れて力が入らない私の顎を持ち上げ、そっと私と自分の額を合わせる。

　とても近い距離。お互いの瞳の中に映る姿に、切なさがあふれて止まらない。

「いいかげん、泣き止んでください」

　掠かすれた声で囁かれ、なにか答えようとした私の唇を、怜人の唇がそっと塞ぐ。

「でないと、僕の好きなようにしてしまいますよ」

　その言葉に答えるより早く、怜人の唇がまた私の唇に触れた。

　触れるだけではない、溶け合ってしまうような大人のキス。

　今まで知らなかったキスに、思わずひるんで彼の胸を手で押し返すけれど、キスは止まるどころか、ますます深いものになっていく。

　ただ私だけを欲する熱い想いにいつしか全身の力が抜け、彼になされるがままに受け入れた。

「あなたを、愛しています」

　唇が僅かに離れた瞬間、彼が紡いだ言葉に、せっかく止まった涙がまたあふれた。










彼の告白




　長いキスを交わしたあと、怜人はようやく唇を離した。

　そして再び額をこつんとぶつけて「もうこういうのは、絶対やめてくださいね」と囁くと、自分の上着を脱いで私の肩にかけ、私の膝の裏に手を入れて軽々と抱き上げた。

「僕の家に帰りましょう。……いいですね？」

　近い距離で見つめられ、またとくんと胸が鳴る。返事の代わりに、思わず首にしがみついた。

　怜人はようやく落ち着いた私の姿に安心したのか、足を速めて歩きだす。

　動くたび、ひどく体が密着して……服の上からでもわかる彼の体の逞しさに、また心臓がイチイチ反応する。

「あの、ゆっくりなら自分で歩けますから」

「そんな足では無理です。かなり傷むでしょう？」

「でも、みんな見てますし」

　ホテルへ戻る道のりは大通りに面していて、タキシード姿の怜人が真っ赤なドレスを着た私をお姫様抱っこして歩く姿は、相当目立ってしまう。

　昼間に比べれば人通りは少ないとはいえ、すれ違う人々ほぼ全員が振り返り、中にはスマホで撮影する外国人すらいる。

　動揺する私とは裏腹に、怜人にはいっこうに気にする気配はない。

「見たい人には見せればいいでしょう。僕はまったく構わない。……あなたはイヤですか？」

　怜人の首筋からは、あの魅惑的な香りが立ち上っている。

　……大好きな人の胸に抱かれることがイヤな人なんて、どこにもいない。

「……イヤじゃないです」

　そう答えると、頭の上で怜人がクスリと笑う声がした。

「それならなんの問題もありませんね。しっかり掴まっていてください。……もう僕から離れないで」

　そう言って私の頭にキスを落とす怜人の胸に、私はギュッと顔を押し付けた。




　マンションに戻り、ソファにそっと下ろされると、怜人は洗面器にお湯を張って私の足を洗い始めた。

　いくら「自分でやりますから」と言っても聞いてもらえない。怜人に足を洗ってもらうなんて……。恐れ多くて身がすくんでしまう。

「痛いでしょう。こんなに怪我をして……。本当にあなたって人は」

「ごめんなさい」

「この程度で済んだからよかったものの、ガラスでも踏んだらどうするつもりですか」

　溜め息をつきながら、怜人はタキシード姿のまま膝をついて、私の足を洗っている。

　ごく近い距離で彼を見下ろすと、その整った顔立ちに改めて驚かされる。男性にしては優しすぎる面差しは、誰をも魅了してやまないけれど、その心の奥底にある情熱を私はもう知っている。

「理咲、僕の話をちゃんと聞いてますか？　どうして靴を脱いだりしたんですか？　それに……髪も解いてしまったんですね。エレガントでとてもよく似合っていたのに」

「それは……」

　レイチェルに父のことを罵ば倒とうされたとき、父の長年に渡る努力の結果をまるで偽物のように言われ、それが自分の立場と重なってしまった。

〝偽の秘書〟〝偽の婚約者候補〟。そう思うと、別人のように美しく飾り立てられた自分自身が、まがい物のように思えてしまったのだ。

「自分が偽物のように思えてしまったんです。なにが本当でなにが違うのか、もうわからなくなってしまって」

　そうつぶやくと、手を止めた怜人がふと顔を上げた。下から私を見上げるその表情は、壮絶なまでに美しい。見惚れて言葉を失う私に、彼の真剣な眼差しが注がれる。

「理咲、あとであなたにきちんと話します。今までのことも、僕の気持ちも全部」

　彼の迷いのない言葉に、私はただ黙ってうなずくことしかできなかった。




　不自由ながらなんとか入浴を済ませたあと、リビングのソファに怜人とふたり並んで座る。僅かな沈黙のあと、怜人が口火を切った。

「まずレイチェルが言ったことからです。彼女があなたになにを言ったかはわかりませんが、多分あなたのお父さんの会社のことでしょう。そのことに関して、あなたに黙っていたことがあります。僕は以前、依頼を受けて葉山化学工業と英国資本の製薬会社との業務提携を進めていました。もちろんわが社も、資本提供の一端を担うつもりでした」

「えっ……。でもそんなことは、父から聞いていません」

　驚く私を労わるように、怜人の手が私の背中にまわる。

「同時期にお父さんのビジネスパートナーである岡部氏のほうでも、光本製薬との業務提携話を進めていたようです。岡部氏は光本になんらかのコネクションを持っていたのでしょう。僕の提案を結局最後まで受け入れませんでした。葉山氏は対外折せっ衝しょうをすべて岡部氏に任せていたようだから、もしかしたら僕のことはご存じないかもしれませんね」

　穏やかな口調は、きっと私を安心させるためだ。

　怜人はそばに置いてあったカシミアのストールを私に羽織らせ、その上からしっかり私の肩を抱いた。

「葉山化学工業との提携話は空振りに終わり、僕も一度はあきらめようとしました。でもどうしてもひっかかって……。光本製薬には、なにかとよくない噂が付きまとっていました。だから、日本の小さな民間企業が成功させた、多くの人々を救う発見を、どうしても安全な環境でバックアップしたかった。だから経営者であるあなたのお父さんに直接交渉しようと出かけたのが、あなたと会ったあのホテルでの披露宴です」

「それじゃ、最初に会ったときから、私のことも知っていたんですか!?」

「一応、顔と名前だけは。でも屋上にあなたが飛び込んできたのはまったくの偶然ですよ。僕だって一緒に死にかけたんですから」

　ヘリポートでいきなり怜人に抱き上げられたことを思い出し、自然に頬が熱くなる。怜人は優しく微笑みながら、そんな私を見つめた。

「けれどあの日も葉山社長には会えなかった。代わりに岡部氏には辛辣な言葉を投げつけられました。金に群がるハイナエ……。でも本当のハイエナは彼のほうだった。あのとき、引き下がらずにもっと粘り強く交渉をするべきでした。そうすれば、お父さんの会社は倒産せずに済んだかもしれない」

　怜人が苦しげに言葉を吐き出す。

　私の知らないところで起こっていた一連の出来事に驚くことしかできないけれど、やはりその渦中で暗躍していたのは康弘さんだったことを、今さらのように実感した。

「そのあとはあなたも知る通りです。卑怯な手段を使ってお父さんの発見を横取りし、光本製薬も彼も莫大な利益を得るはずでした。僕もこの件からは完全に手を引いて、あなたたちと関わることはなかった。でも、三か月前、妙な噂を耳にして……」

「噂……ですか？」

「ええ。光本製薬で始まっているはずのプロジェクトが中断していると。研究内容に関する大きな問題が発覚し、総責任者である岡部氏に批判が集まっているというものでした」

　研究内容に関する大きな問題……。

　父と康弘さんがあれほどに心しん血けつを注いだ研究に、なにか不備があったというのだろうか。

「それで今、新薬のプロジェクトはどうなっているんですか？」

「完全に中断しています。世界中が注目していた発見だけに、光本製薬だけでなく、日本の研究活動に対する批判も、起こる可能性があります」

「そんな……」

　たしかに私たちは、会社を失って大変な思いをした。だけど心のどこかに救いがあったのは、どんな形であれ父が開発した研究で、今まで助からなかった命が助かるのだという希望があったからだ。

　病床にいる父が、きっと一番そう願っているに違いない。それなのに、その希望すら打ち砕かれようとしている……。

「僕は、再び葉山社長、あなたのお父さんに会おうとしました。だけど、どうしても会ってもらえない。それでまずはあなたを探そうと思った。まさかあんなところにいるとは思わなくて、少し手こずりましたが」

「えっ!?　怜人、私がどこにいるかを知っていたんですか……？」

　居場所を突き止められていたなんて。言葉を失った私に、怜人は少しバツの悪い顔をする。

「住所がわかったから行ってみたら、あなたはベーカリーで働いていた。とてもおいしいパンを作るお店でしたね」

「もしかして、お店にも来たことがあるんですか!?」

　さらに発覚した事実に、半ば呆然と彼を見つめる。

「あなたがいない時間を見計らってときどきお邪魔していました。とてもいいご夫婦だったから安心していましたが、ご主人の病気はお気の毒でした。それで仕事がなくなったあなたが心配で……。六車さんにも手伝ってもらって、なんとか僕の存在に気づかれないよう、メール室の仕事をあなたに紹介したんです」

　怜人の衝撃的な告白に、私はしばらくなにも反応できずにいた。が、あることに気づき、思わず怜人の腕を掴む。

「父に会いたいから私を探したんですよね？　なのに、どうして今まで私になにも聞かなかったんですか？」

　怜人が父の発明のために尽力してくれていることがわかった今、私に騙されていたなんて思いは少しもなかった。

　レイチェルが言ったように、父の居場所を聞き出すために利用しようとしたのなら、別にそれでもいい。

　けれど、怜人は父のことを一切口にしなかった。

　それどころか、私が身の上話をしたときにすら、父のことは一切聞かなかったのだ。

　今思えば滅茶苦茶な私との契約だって、『きっぱり断るつもりだった』と言っていた怜人の立場で考えれば、いつだって反ほ故ごにできたことだ。

「本当のことを言うと、お父さんの会社のこととあなたを探したことはあまり関係ありません。手伝ってもらった六車さんにも適当なことを言ったし、葉山化学工業の経営状態のことでハリーに相談したときも、詮索されるのがイヤで適当にごまかしました。それが災わざわいして、あなたにこんな怪我をさせてしまったのだけど」

　怜人が不自然に私から目を逸らした。少しの沈黙のあと私の両肩を掴むと、強引なほど強い視線で私を捉える。

「もう一度会いたかったから、だからあなたを探した。最初から、あなたとホテルの屋上で出会ったときから、あなたに惹かれていました。誰にも心を開くことができなかった僕の前に、まるで奇跡のように現れたあなたに、とても強い引力で」

「怜人……」

　惹かれていたのは私だって同じだ。あの日からずっと、怜人のことが忘れられなかった。もう一度会えたらと、何度思ったかわからない。

「あなたといると、びっくりさせられることが多くて、とにかく落ち着かない。それにときどき、今まで知らなかった感情があふれて、どうしようもなく苦しいことがある。あなたにはこれがどういうことかわかりますか」

「あの……なにかご迷惑をおかけしているのでしょうか？」

　そう心配する私に、怜人はちょっと不機嫌な顔をする。

「まったく、あなたときたらこの期ごに及んでそんな返答ですか。本当に報われない。……だけど、あなたはそれでいいんだ。いつも誰かのことを思い、自分のことはあと回し。本当に危なっかしいけど、これからは、僕が全部受け止めます」

「怜――」

　言いかけた言葉は、私を強く抱きしめた怜人に掻き消される。

「理咲……僕のそばに、ずっといてください」

　怜人の口から切なげに吐き出された言葉を、私は身動きひとつできずに受け止める。なにも言えないまま彼の胸にしがみつくと、抱き上げられて寝室まで運ばれた。

　初めて入る寝室の大きなベッドの上にそっと下ろされると、彼もベッドの端に腰かける。

「今日はここで眠ってください。僕はリビングのソファで休みます」

「そんなのダメです。怜人だって毎日疲れているし、それにあなたにはあのソファは窮屈でしょう」

　一緒に暮らすようになって改めて思うけれど、怜人はかなり根こんを詰めて仕事に取り組んでいる。

　この寝室に入ったのは今日が初めてだが、『おやすみなさい』を伝えるときに見る姿は、いつもパソコンに向かう後ろ姿だった。

　ただでさえ少ない睡眠時間を、ソファで過ごさせたくはない。

「理咲……。それじゃ、ここで一緒に眠るっていうのはどうですか？」

「えっ」

　思いもよらない怜人の提案に、一瞬体が固まる。

「あなたの傷の具合も気になるし、正直、あなたから一いっ時ときも目を離したくありません。……イヤですか」

　ベッドで一緒に……。その言葉の意味を、頭の中でもう一度反はん芻すうする。

『あなたを愛しています』

　さっき公園で、怜人に囁かれた言葉がよみがえる。

　あのとき、体中が喜びで満たされ、彼の胸にずっと抱かれていたいと思ったのは本当の気持ちだ。けれど、彼と同じベッドで休むということの意味を考えると……。

「理咲……？」

　黙り込んだ私に、怜人が困惑した視線を向ける。

　そして切なげに笑うと、私の頭をぽんぽんと撫でた。

「バカですね。そんなに深刻な顔をしないで。僕は無理強いをするつもりは――」

「違うんです!!　ごめんなさい!!」

　そう言って彼の首に抱きつくと、最初は驚いた様子の怜人が、小さな子供にするように背中を叩いて落ち着かせようとしてくれる。

「あの……。ごめんなさい。わ……私、こういうことが初めてで……どうしたらいいのか……」

　見苦しいほどしどろもどろになりながら、決してイヤではないことを伝えたくて必死で言葉を探した。

「あの……あの……」

　そこまで言ったところで、怜人にそっと体を押し倒された。一瞬恐怖で体がこわばったものの、甘い琥珀色の瞳が私を優しく見つめているのに気づき、少し安心する。

「もしかして、キスも……僕が初めてでしたか？」

　そう真顔で聞かれ、恥ずかしくて怜人の顔を見ていられない。

　両手で自分の顔を塞ぎながらやっとの思いでうなずくと、私の隣に横になった怜人が私の頭をそっと持ち上げ、腕枕で抱き寄せる。

「あなたって人は……。どこまでも僕を翻ほん弄ろうするんだな」

「あの……。ごめんなさい」

「謝らないで。とてもうれしいって意味だから。でも、これでますます目が離せなくなってしまいましたね。誰かに奪われる前に、なんて思ってしまうけど、そんなことをしてあなたを怖がらせたくはないし……。時間をかけてゆっくり進めましょう。僕もそのほうがうれしい」

　私の髪を掻き上げていた長い指が、頬に滑る。優しく輪郭をなぞりながら唇にたどりつくと、親指で幾度も撫でた。初めて経験する感覚に、全身の力が抜けてうっすらと口を開いてしまう。

　彼が微笑んだかと思った瞬間、柔らかい感触が唇を塞ぎ、何度も表面をなぞるだけのキスが落とされる。

「あ……。ん……」

　息が漏れるたび、彼の息も熱くなっていく。

「理咲……。僕はまだあなたの気持ちを聞いていない。火事のときには情熱的な告白をしてくれたけど、はっきりした言葉でちゃんと聞かせてください。あなたの気持ちを……」

　指で唇をなぞりながらジッと見つめられ、胸がいっぱいになった。

「あ……」

　早鐘のように打つ心臓は、これ以上速くは無理だと悲鳴を上げている。と同時に、彼を愛しいと思う気持ちが胸にあふれて、堪らなくなった。

「理咲？」

　その人のことを考えると、切なくて、苦しくて、でも幸せで。自分のことよりも大切で、誰よりもそばにいてずっと見ていたいと思ってしまう。

　こんな気持ちを抱いたのは初めてのことで……。でもそれがきっと……。

「怜人、あなたを愛してる」

　そう囁いて、私は彼のきれいな唇にキスをした。
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　怜人と想いを伝え合ってから二週間ほどが過ぎた。

　十一月ももう終わり。吹き付ける風の冷たさに、すぐそこにまで冬が迫ってきているのを感じる。

　そろそろ起きて朝食の準備をしなきゃ……。

　温かなベッドでは、私のすぐ背後に、愛しい人の体がぴったりと寄り添っている。

　後ろから腕をまわして私を抱くように眠ってる怜人を、なんとか起こさないようにそうっと息をひそめて脱出を試みる。

「……ん……もう起きる……？」

　しかし眠りから覚めた長くてしなやかな腕が、私を後ろからギュッと抱きすくめた。

　首筋に顔を埋うずめられ、吐息のくすぐったさに一気に目が覚める。

「あ……。お、おはようございます……。そろそろ起きて朝食の準備を」

　あまりにも密着されてドギマギしている私をからかうように、怜人はなおも首筋に唇を押し付ける。

「早めに出て、いつものカフェでなにか食べましょう。だからもう少しこのまま……」

　うなじにキスを落とされ、「きゃっ」と小さく叫ぶと、悪戯な唇がそのまま頬に触れる。

「れ、怜人……っ。あ、あの、ちょ、ちょっと待って……」

　戸惑う私にまったくお構いなしな強引な腕。体ごと引き寄せられ仰向けにされると、一瞬で私の上に、怜人のとろけそうな笑顔がある。

「あ……」

「僕のお姫さまの顔をもっとよく見たくて。……今日もとてもかわいいですね」

　同じベッドで眠るようになってから、彼にこうやって見下ろされるのは毎日のこと。

　だけどまだ、こんな風に子猫がじゃれ合うような関係のままで……。

　こんな風にベッドで過ごしていると、ときどき怜人の瞳が熱く揺れることには気づいていたけれど、胸がドキドキしすぎてどうしたらいいのかわからなかった。

　怜人もまた、ふたりの関係を変えようとはしない。ただ、優しいキスを何度も交わすだけだった。

　触れるだけのキスを唇に落とすと、怜人が体を起こす。

「シャワーを浴びてきますね」と笑顔を残し、寝室から出ていくすらりとした彼の後ろ姿を見つめた。

　好きな人と一緒にいられることがこんなに幸せなことだなんて、今まで知らなかった。

　そのあと、怜人の提案通りオフィスに向かう途中にあるベーカリーのイートインスペースで、朝食を摂ることになった。

　ここは通勤の途中で偶然見つけた店だ。

　ペンキを塗っただけのシンプルな看板がヨーロッパの店舗と似ていると、怜人が見つけて立ち寄ったのが最初だった。

　焼きたてのクロワッサンを口に運ぶと、サクッとした歯ごたえと芳醇なバターの香りに、ついつい笑顔になってしまう。

　正面に座った怜人は、そんな私を見つめながら、優雅な風情で紅茶を飲んでいる。そしてふと思いついたように、私に言った。

「理咲、今日の夜ですが、僕は外出先から直接向かうことになりそうです」

「わかりました。先に行って待ってますね。お忙しいのに、本当に申し訳ありません」

「いいえ。僕も彼とは一度会ってゆっくり話をしたいと思っていましたから、ちょうどよかった」

　そう言うと、怜人はこの上もなく優しく笑った。




　仕事を終えると、私は都内でもおいしいと有名な、中華レストランに向かった。

　いかにも高級そうな店に入って怜人の名前を告げると、案内の女性に連れられて個室に入る。

　そこにはいつもより緊張した面持ちの陸が既に座っていた。

「西条さんは？」

「外出先から直接来るって」

　陸と会うのはおよそ二か月ぶりだ。

　先日また陸から連絡が入り、いったいいつまで友達の家にいるのか、ふらふらしないで俺の部屋に早く来い、と散々言われてしまった。

　いくら問いただされてもはっきり答えない私に業ごうを煮やし、今からそこへ行くとまで言われ、とうとう怜人とのことを白状するに至ってしまった。

　それからの陸の激怒ぶりは……言葉では言い表せないほどだ。

『そいつと会って話をする』と息巻く陸に困り果て、つい怜人にこぼしてしまったところ、『僕も彼に話がある』と言いだし……今日の食事会が開かれたというわけだ。

　通された個室は大きくて豪華な円卓がある、高級感の漂う部屋だった。

　広い部屋にたった三人分の席が等間隔にぽつんと用意されているので、余計に緊張感が漂う。

　しかし陸は、「こんなところに呼び出したって、俺は丸め込まれたりしない」と既に臨りん戦せん態勢だ。

「普通に考えてもおかしいだろ。テディーズ・カンパニーって、ホテルやデパートだけじゃなくて、資源開発とかに投資もしてる世界的な大企業じゃないか。そんなところの御曹司が、日本人の、しかも倒産した中小企業の娘を真剣に相手にするわけないだろ。姉ちゃん遊ばれてるんだ。いわゆる現地妻ってやつじゃないのか？」

「怜人はそんな人じゃないよ」

　すぐさまそう反論する私に陸は、「そういうすぐに相手を信じるところがダメだって言ってるんだろ。ちょっとは学習しろよ」と吐き捨てるように言い、運ばれてきたジャスミンティーに苛々しながら口をつける。

「あっつ……くそ、やけどした！」

「もう……。大丈夫？　今、氷の入ったお水もらうから」

　呼び鈴を鳴らしお冷やをもらうと、陸に飲ませて唇を冷やさせる。

　まったく、本当に手がかかる……と思いながら、幼い頃からの習いで、癖のある陸の柔らかな髪を撫でた。

　陸の顔、久しぶりに間近で見たけれど、顔色がよくない。

　それに、もともと小さめの顔がますます痩せて尖り、心なしか肩幅もひと回り小さくなった感じがする。

「陸……ちゃんとご飯食べてるの？　顔色が悪いけど、体調はどう？」

「大丈夫。最近、研究室に泊まり込むことが多くてさ。教授の実験、丁寧にやらなきゃすぐ失敗するから、他のヤツじゃできなくて、俺にばっかり指名が来るんだ」

　女の子のように繊細な顔立ちは、小さな頃に私のお下がりを着せて母と遊んだ、当時の面おも影かげのままだ。

「髪……ちゃんと切らなきゃ。お金ある？　お姉ちゃん、お給料入ったから少し余裕あるよ」

　そう言って財布を出そうすると、陸は眉根を寄せて拒絶する。

「女の人のほうがお金かかるだろ。俺は男だし、こんなの自分で切るよ」

　そう言いながら、陸はぎこちなく私の全身に目を走らせる。

「だけど姉ちゃん、変わったな。なんかすごく――」

　陸がそう言いかけたところで、店の女性に案内された怜人が部屋に入ってきた。

　私に目で微笑みかけたあと、「お待たせして申し訳ありません」とスマートに陸に手を差し伸べる。

　陸は立ち上がってとっさにそれに応えようとしたものの、思い直したように手を引っ込める。

「すみません。握手は、まずは話を聞いてからでもいいですか」

　陸は相手に気け圧おされまいと意図的に鋭くした目つきで、背の高い怜人を見上げている。

　対する怜人があまりにも悠然と構えていて、かわいそうだけど、陸の幼さがさらに目立つ。

「陸、失礼よ。ご挨拶はちゃんとしなさい」

「姉ちゃんはだまってろよ。俺、今日はこの人と話をしに来たんだから」

　初対面から鼻息の荒い陸の様子に私がハラハラしているというのに、怜人はいっこうに揺らぐことなく余裕の態度だ。

「そうですね。僕も今日は君と話をしに来ました……。陸くんの言う通りです。理咲、あなたはおとなしくしていてくださいね」

「怜人……」

　目の前の美び麗れいな御曹司を、れいと、と呼び捨てにした私に、陸は軽く目を瞠る。

　が、気を取り直したように姿勢を正した。

「あの、今日はあなたと姉ちゃ……姉の関係をはっきりお伺いしたくて」

「僕もはっきりさせておきたかったから、ちょうどいい機会でした。でもまずは席に着きませんか？　店の方の都合もあります」

　注文を取りに来たらしい女性がドアのところで待っていたことに気づき、陸も顔を赤くしながら椅子に腰をかけた。

　怜人が脱いだ上着をいつもの癖で受け取ると、伸びた前髪の奥から陸が凄味のある視線を向けてくる。

　怜人はそんな陸をチラリと見ると、悪びれずに「ありがとう」と言って私がハンガーに上着をかけ終えるのを待ち、早く座るようにと椅子を引いてくれる。

　そして優雅な仕草で私の左隣りの席に腰を下ろし、メニューを手にした。

「陸くん、なにか食べたいものはありますか？」

「なんでも結構です」

「理咲は？」

「私もなんでも。……あ、エビチリは食べたいです」

　ふと思い付いてそう言うと、彼は琥珀色の瞳を細めてうれしそうに微笑む。

　その様子を見た陸の眼差しが、ますます鋭くなった。

「それじゃあエビチリを。あとはこれとこれを……」

　一方的に高まる緊張感をものともせず、怜人は段取りよく注文を済ませると、私に極上の笑顔を向ける。

　やがて注文を取り終えた店の人が出て行ってしまうと、陸が口火を切った。

「あの……」

「なんでしょう」

「今日はお時間を取っていただきありがとうございます。それに……姉が色々とお世話になっているようだし」

　少し棘のある陸の言葉にも、怜人は穏やかな表情を崩さない。

「別に君に礼を言われることではありません。そろそろ僕も君に連絡を取ろうと思っていたところですしね」

「それはどういう意味ですか？」

「僕の話はあとで結構です。まずは君の話を。君が僕に会いたいと言ったそうだから」

　いきなり会話のペースを掴まれて、いつも口だけは立つ陸が面喰っている。

　けれどそこは怖いもの知らずの末っ子、大きく深呼吸をすると、オーラではまったく敵わない怜人を正面から見据えた。

　対する怜人は余裕のある態度を崩そうとはしない。いつもより少し華やかな、白地に薄いピンクのピンストライプのシャツには、私が選んだ光沢のあるラベンダーのネクタイを合わせている。

　テーブルの上で組んだ両手は、いつも仕事でそうしているように、彼が集中して話を聞いているときの癖だ。

　陸のほうは体だけでも大きく見せようとしているのか、力が入った背筋がピンと伸びて、それが却って彼の緊張を物語っている。

　姉としては、とてもハラハラしてしまう場面だ。

「単刀直入に伺いますけど、姉とはどういうご関係ですか？」

　そう切り出した陸に、怜人の視線が少し真剣になった。

「いきなり失礼よ、陸」

　不ぶ躾しつけな陸の問いかけに、私は慌てて間に入る。

　そもそも私と怜人との関係は、私と可憐さんが持ち込んだ、あの滅茶苦茶な契約が発端になっている。だからむしろ私が咎められる立場で、怜人にはなんの落ち度もない。

　今、怜人の家で暮らしていることだって、私が住んでいたおんぼろアパートが火事になり、怜人がなにかと力になってくれたのがきっかけだ。

　……そのあと、彼から離れがたくなってしまったのが、現状だけれど。

　怜人は顔色ひとつ変えず、ひとかけらの迷いもない、まっすぐな視線を陸に返す。

「こちらも単刀直入に言わせてもらいますが、僕と理咲は現在恋愛中です。僕はとても真剣だし、理咲もそうでいてくれると思っています」

　彼の力強い態度がうれしくて、思わず涙ぐんでしまう私とは対照的に、陸は挑むような視線を怜人に向ける。

「だけどあなたは、普通の立場の人じゃないでしょう？　姉との恋愛だって、日本にいる間だけの関係なんじゃないですか？　大体、ご家族の反対とか……結婚なんて絶対に無理なんだろうし」

　鬼の首を取ったように言い放つ陸。その言葉に、私の心もひやりと冷たくなった。

　ご家族の反対……。大好きな怜人と一緒にいられることがただただ幸せで考えが及ばなかったけれど、たしかに陸の言う通りかもしれない。

　日本にいる間だけの恋人……。

　だけどそれでもいい。少しの間だけでも、怜人といられるなら。

　勝気な眼差しを向ける陸に、怜人も少々強すぎる視線を向ける。いつもは穏やかな琥珀色の瞳が色濃く光り、見たこともないクールすぎる表情だ。

「たしかに僕には、普通の人よりも背負っているものがたくさんあります。でも、どうして君に〝絶対に無理〟なんて言われなくちゃいけないんでしょうか。僕のことは僕が決めます。他の誰にも決定権はない。たとえ理咲の弟である君や僕の父であってもね。……僕を自由に動かせる人がいるとしたら、それは唯一、理咲だけです」

　そう言った怜人の眼差しが優しく私に注がれる。それだけで心拍数が上がるのだから、私はなんてたやすい女なのだろう。

　一方の陸は、怜人が放つあまりの迫力に完全に圧倒されている。しばしぼうっと怜人を見つめたあと、ハッと我に返って、今度は私に視線を向けた。

「姉ちゃんはどうなんだよ。西条さんが普通の人じゃないって、ちゃんとわかってんの？」

「あ、あの……」

「本当だったら俺たちみたいな一般庶民が出会うはずない人だって言ってんの。言うなれば世界レベルのセレブだよ？　今は日本にいて、普通に生活してるかもしれないけど、最終的には向こうで爵しゃく位いを継いで、俺たちには想像もできない世界で生きていくことになる。万が一結婚できたとして、姉ちゃん、そんなとこでやってけんの？」

　畳みかけるように陸に言われ、私は言葉を失った。

　セレブ……？

　そう言われてみれば、たしかにそうだ。怜人は何百年と続く英国貴族の末裔。ゆくゆくはお父さまのあとを継いで、母国で暮らすことになるだろう。

　王室のある大国での貴族の生活がどんなものなのか、私には想像もつかない。

　なにもかもが私とは違うのだ。そう思うと、急に不安と心細さが押し寄せてくる。

「ったく、現実的なことをなにも考えないで、西条さんと付き合ってるのかよ。その状況判断がにぶいとこ、もういい年なんだからなんとかしろ。わかっただろ、俺たちとは住む世界が違う人なんだってこと」

　押し黙った私に、陸がホッとしたような表情を浮かべた。そして、「そういうことなんで、やっぱり姉との交際は――」と言いかけた陸の言葉を、「理咲」と私を呼ぶ怜人の少し強い口調が遮った。

　ハッとして顔を上げると、大好きなきれいな瞳がこちらを見つめている。

　問いかけるような、懇願するような、そのちょっと切なげな眼差しを受けて、愛しい気持ちがこみ上げてくる。

「……好きなの」

「はっ？」

「私、怜人が好きなの。だから、もしも怜人と結婚できないとしても、今だけでもそばにいたい」

　自然に出てしまった言葉に、陸の顔が怒りに染まる。

「だから、そういう安易な考えだからダメだって言ってんだろ」

「安易じゃないよ。本気で怜人のこと好きなの。……これって、愛してるってことだと思う」

『愛してる』という言葉を発した私に、陸は一瞬あっけにとられたあと、顔を真っ赤にする。

「あ、愛してるとか……ふ、ふつうそういうの人前で……」

「僕だって理咲を愛してます」

「はぁっ!?」

　動揺してうろたえる陸をものともせず、不意に怜人は立ち上がると、私に歩み寄る。

　そして手の甲で、愛おしそうに頬を撫でた。

　私が見つめると瞳で微笑まれ、なにも言わなくても怜人の心とつながっていると感じる。

　そんな私たちを見ていた陸が、不意に脱力して椅子にもたれた。

「あー……。こんなの、ただのバカップルじゃん……」

「陸ったら、そんな言い方……」

「いや、陸くんの言う通りです。理咲の前では、僕はただの男にすぎません。愛しい人の愛を懇願する、ただのひとりの男……」

　怜人はそう言いながら私の髪に軽く口づけると、真っ赤になって固まる陸を横目に「失礼」と言って席に戻った。

　こんな恥ずかしい場面を弟の前で繰り広げたというのに、私は恥ずかしいどころか胸の中が幸せで満たされてしまう。

　怜人はというと……少しはにかんだ表情で目を伏せている。その顔が少年のようで、また胸がときめいて――。

「あぁもう！　……勝手にしろっ！」

　長く伸びすぎた髪を両手でわしゃわしゃさせた陸は、大きく溜め息をひとつつくと、なんとも言えない困惑の表情を私たちに向けた。

「ま、まぁ、ふたりの気持ちがそこまで真剣なんだったら、俺が口出す問題じゃないから。……でも西条さん、姉のことを傷つけるのだけはやめてもらえますか？　この人、あんまり男に免疫ないんで」

　大人びた口調でとんでもないことを言いだす陸。なんてことを、と私が抗議する前に、怜人が真剣な眼差しを陸に向けた。

「それは十分承知してます。……決して傷つけたりしません。大切に愛するつもりです」

「信じていいですか。……つか、信じるしかないですけど」

　半ば投げやりに肩をすくめる陸に、怜人は穏やかな眼差しを向ける。

「ありがとう。約束します。なにがあっても、彼女だけは守ると。……じゃ、次は僕の番ですね」

　そう言って、怜人は目を細めながら陸を見据える。さっきとは違う冷やかな表情に、意味もなく緊張が走る。

「陸くん、君はあと一年で卒業だそうですが、今後のプランは立ててありますか。つまり、卒業後の進路や、卒業までの学費の問題はどうクリアするつもりですか」

「大学卒業までの学費は、なんとかアルバイトを増やして……。足りない部分は母や姉に頼らざるをえないので、それは本当に申し訳ないと思っているんですけど」

「無理してアルバイトなんて絶対ダメよ！　それでなくても、寝ることもできないくらい忙しいんだから」

　思わずそう言って間に入ると、怜人に「理咲はおとなしくしていて、と言ったはずですよ」とやんわり釘を刺され、しゅんとして口をつぐむ。

「君は、お姉さんがお金を稼ぐためにどんな危険なことをしようとしたか、知っていますか？」

「危険って……。いったいなにしたんですか？」

　怜人のただならぬ口調に、陸も緊迫した表情を浮かべる。

「彼女は知り合ったばかりの女性の口くち車ぐるまに乗り、見知らぬ男性の秘書兼身代わりの婚約者になると、簡単に契約書にサインしたんですよ」

「えっ」

　さっと顔色を変えた陸に構うことなく、怜人は言葉を続ける。

「どんな人間かわからない男と行動を共にし、ときには無理やり食事にも付き合わされました。その対価として給料を得ようとしたんです。自分のためじゃない。君の学費のためにです」

「ホントか!?　姉ちゃん、ホントにそうなのか!?」

　愕然とした表情の陸に強い口調で詰め寄られ、私は少し慌てる。

「そんな大げさなことじゃないの。本当に偶然色んなことが重なって……」

　本当は偶然なんかじゃなく、怜人の計画通りにメール室の面接を受けにきたんだけど……。ややこしくなりそうだから、そこは黙っておこう。

「大げさなんかじゃないですよ。幸い僕は違いますが、世の中には卑劣な男だって多くいます。例えば立場の弱い彼女を、権力を使って思うままにしようとする輩やからだって、掃いて捨てるほどいるでしょう。彼女は君の学費のために、そんな危険に身をさらそうとしたんです」

　そう淡々と言い放った怜人の言葉に、思わず背筋がぞっとした。あのときの自分の頼りない立場を、今さらのように思い知らされる。

　もしも誰かがお金を払う代わりにと、無む体たいなことを要求してきたら？

　もちろん、言いなりになったりなんてしない。でも……あのときの私には、どうしてもお金が必要だったことは事実だ。

　それにアパートが火事にもなった。怜人がいなかったら、いったい私はどうなっていたんだろう。

「姉ちゃん、なんで……。いや、そんなこと、わかりきってるよな。全部俺のためだ。俺の学費で金がかかっちゃうから、だから……」

　力を込めて握ったこぶしが、円卓の上で震えている。やがて陸はカッと目を見開き、怖いくらいの視線を怜人に向けた。

「俺、大学やめて働きます」

「陸、そんなのダメよ！　ちゃんと大学を卒業して、大学院に進んでお父さんのように博士号も取って！」

　陸は私たち家族の最後の希望だ。父の志こころざしを継いでくれるのは、もう陸しかいない。なにより陸自身がそう思っていることは、家族全員がわかっていることだ。

「姉ちゃん、大学院に進むなんて無理に決まってるだろ。今だってギリギリなんだ。それに、姉ちゃんの犠牲の上に成り立つ勉強なんて、人生の役に立つわけない。そんなの、嘘だ」

「陸！」

　思わず立ち上がって陸のそばに歩み寄った私に、怜人が穏やかな視線を向けた。その「大丈夫だから」と私を安心させるような優しい眼差しが、動揺していた私を落ち着かせていく。

「ごめんなさい。意地悪がすぎましたね。僕はふたりを苦しめたかったわけじゃない。今日話をしたかったのは、あなたたち姉弟ふたりにです。僕のプランを聞いてくれますか、理咲？　陸くんも」

　そう言って怜人が席を立とうとしたとき、扉が開いて料理が次々と運ばれてきた。

　私が食べたいと言ったエビチリも円卓に並べられて、怜人の顔にフッと優しい笑顔が浮かぶ。

「でも、せっかくだからまずは食事にしましょう。理咲、席に座って」

　立ち上がって私の手を取り、椅子を引いて座らせる。そのスマートなエスコートぶりは、私だけではなく、料理を運び込む店の女の子の視線までをも釘付けにしていた。




「だからさー、ふたりで母さんを問い詰めたらいいんじゃないの？」

　緊張の解けきった表情で、陸が炭酸飲料の入ったペットボトルに手を伸ばす。

　いかにも男子大学生のひとり暮らしといったワンルームマンションは、脱ぎ散らかした服やら雑誌やらで散らかっていたが、それも一緒に暮らしていた頃の陸の部屋の雰囲気そのもので、なんだか懐かしい。

「でも、お母さんが『病状が思わしくないからお父さんには会えない』で通してるのには、なにかよっぽどの理由があるんだと思う。それを無理やり聞き出すのも……」

「だけど西条さんの出した条件に、父さんに会わせるってことも入ってるだろ。ならやっぱ、母さんに真実を話してもらう他ないじゃん。はっきりとは言わなかったけど、西条さん、なんか急いでたみたいだしさ」

　怜人と陸との間で少し専門的な話がなされ、そのことに関しては、どちらかというと私より陸のほうが、怜人の意図をきちんと把握している感じだ。

「姉ちゃんもしっかりしてくれよ。俺たちふたりで、これから大仕事しなくちゃいけないんだからさ」

　そう言いながら、陸はまたペットボトルを口に運んだ。




　豪華な殻つきのエビチリが部屋に運ばれて三人で食事を楽しんだあと、怜人は私と陸に真剣な表情で話を始めた。

　怜人は、父の会社の再建を考えている、と言った。

　父の研究者としての資質と誠実な姿勢を高く評価しているし、例の研究に関しては父の功績が大きい。だから、会社を再建してまた研究を再開してほしい。そのための資金援助を含むサポートを、自分がしたいと思っている。

　そう告げたあと、怜人は陸にさらに強く視線を向けた。

　そして「会社が再建したら、今度は君がお父さんの片腕にならなくてはいけません。そのために、君はどんな準備をするべきだと思いますか？」と尋ねた。

　ついさっき「大学を辞めて働きます」と言った陸。それでも、具体的な会社の再建プランを怜人から聞き、意見が変わったらしい。

　しばらく真剣に考えたあと、「やはり大学院に進んで、最先端の技術を習得してから、父の会社に入るべきだと思います」と答えた。

　怜人はその答えに満足そうにうなずくと、「適切な判断です」と目を細め、続けてこう言ったのだ。

「これから大学の学費から生活費まで、君のスポンサーには僕がなりましょう。その代わり条件があります。ひとつは、大学院は国内最高レベルの国立大学に入ること。それから君が社長になって、もしも研究の成果が出た場合には、その運用に関しては、わが社と独占的に契約をするということ。このふたつは、必ず実行してもらいます」

　国立大学の大学院に進むことも大変だけど、陸が社長になった場合って……。

　本当に会社が再建できるかどうかも、まだわからない話だ。

　そんな先のこと、と私が思っていると、私の考えなどすべてお見通しといった表情で怜人が言った。

「先行投資だと思ってもらって構いません。僕がビジネスパートナーを選ぶ条件は、常に人です。経営者の人格を見た上で、契約を結ぶかどうかを判断します。投資相手を選ぶときもそうですね。だからこれは陸くんに対する、僕の賭けみたいなものだと考えてください。でも今までの彼の対応で、責任感があって客観的な判断もできると確信したから、成功の自信はありますよ」

　そう言いながら、緊張した面持ちの陸を見つめる怜人の表情は、普段私には見せない類たぐいのものだ。

　ある種の威圧感を与えながらも、相手を信頼しているとはっきり意思表示してみせる。

　最後には、期待を裏切ることなどできなくなるなにかが、怜人にはあった。

　こういの、カリスマ性って言うのかな……。




　食事を終え、陸とふたりで少し話がしたかった私は、怜人が渋るのをなんとかなだめて彼と別れ、姉弟ふたりで陸のマンションまで帰ってきた。

　そして、父と会いたいという怜人の希望がどうやったら叶うか、こうして陸と相談しているというわけだ。

「だけど、どうしてお父さんは姿を隠してるのかな……」

　怜人の話だと、何人かの交渉のプロに面談のアプローチをしてもらったものの、いまだ面会の段取りは整っていないという。

　私たちが父に会ったのは、救急車で運ばれた都内の病院を見舞ったのが最後だ。

　そのときの父の診断は軽い心筋梗塞だった。早めに見つかったからよかったものの、予断を許さない状態とのことで、そのまま入院になった。

　父が母の暮らす伊豆の病院に転院したと聞いたあとも、母はお見舞いに行こうとする私と陸をなにかと理由をつけて拒こばみ、入院している病院名すら知らせないでいる。

　そのくせ電話で話すと、『この間お父さんも……』などと父との会話が端々に出てくるので問いただすと、話を逸らされるという繰り返しで、最近はもう追求するのを止めている。

　とにかく父は、母と会話できるほどには回復しているということだ。

「会社がダメになったことから、まだ立ち直ってないんじゃないの？　だから今回の西条さんの申し出は朗報だろ。父さんに話したら喜ぶだろうし、早く伝えたいよな」

　そう言って、空になったペットボトルをゴミ箱に投げる陸はなんだかうれしそうだ。壁に当たって跳ね返ったペットボトルがうまくゴミ箱に収まり、得意そうな顔を私に向ける。

　陸のこんな明るい顔を見たのは、会社でのトラブルがあってから初めてのことだ。

「今度の週末、ふたりで伊豆へ行ってみる？　怜人の提案も、ゆっくり説明したいし」

「そうだな。じゃ、俺も休めるようにしとく。……でも姉ちゃん、西条さんと一緒に住んでることも話すことになるだろ？　それ、絶対ばあちゃんに怒られるぞ」

　たしかに、『結婚するまでは、軽はずみに男性と付き合うものじゃない』と言う頭の固い祖母に、怜人とのことを説明するのは、きっと骨が折れるに違いない。

　やっかいな仕事がまたひとつ増えたというのに、私の心は希望で膨らんでいた。




　駅まで送ってくれるという陸と一緒にマンションの部屋を出た。

　狭い路地から駅に向かう大通りに向かって角を曲がったとき、暗闇に浮かび上がった人影に気づきハッとする。

「理咲」

　低くしゃがれた声が私を呼んだ。媚びるような口調にざわりと鳥肌が立つ。立ち止まった私に気づき、なにげなく視線をそちらに向けた陸の顔がみるみる歪む。

「理咲、本当に久しぶりだね。相変わらずきれいだ。よく顔を見せて……」

　街灯の下に現れた康弘さんが、貧相な面持ちで私に笑顔を向ける。

　思わず体を引いたのに、素早い動きで腕を掴まれた。その力の強さに、嫌悪感と恐怖感が同時に沸き起こる。

「お前……よくものこのこと俺たちの前に……」

　逆上した陸が康弘さんに掴みかかった。が、華奢な陸の体格ではまるで敵わない。胸ぐらを掴まれてあっさり突き飛ばされ、アスファルトに叩きつけられた。

「陸！」

　思わず駆け寄ろうとした私を、康弘さんは両腕を強く掴んで拘束する。

　久しぶりに間近でみた康弘さんの顔は、まるで別人のように荒すさんでいた。目は落ちくぼみ、もう何日も手入れをしていない無精ひげが顎を覆っている。

　トレードマークだった清潔感は、もう微塵も感じられない。薄汚れてしわくちゃなスーツの上着が、康弘さんの今を物語っている気がした。

「離してください」

　私は震える声で彼にそう告げる。変わり果てていても、この人は長い年月私たちと苦楽を共にした人なのだ。これまで私や陸に色々なことを教えてくれ、仕事の上では機知に富んだ対応で何度も父を助けてくれた。

　こんな状況でも、まだ彼を信じたいと思う気持ちが心の底から消えない。

「もうこれ以上、失望させないでください。……康弘さんに対して、私たちの配慮が足りなかったのなら謝ります。だけど、もう十分でしょう？　父はなにもかも失って、生きがいだった研究も今はもうできません」

「……ファイルが開かないんだ」

「え……？」

　虚うつろな眼差しを向ける康弘さんが、つぶやくように言った。

「暴走を止めるためのマニュアル……。社長は決して俺には教えてくれなかったけど、マニュアルのデータは手に入れたんだ。だけどどうしても開かない。パスワードがわからない……」

「なんのことですか。とにかく手を離して!!」

　私がいくら声をあげても、虚ろな彼には届いていない。

「社長はいつも言っていた。『研究だって、人だって、結局は愛情なんだ』って。『だから君が迷ったときは、自分の愛する人のことを考えればいい。どんなときも僕はそうしている』ってね。だから、あのファイルのパスワードも、きっと君に関することなんだ。あの人はいつも、謎解きのように俺を試していたから」

　私を見据える瞳が暗く揺らめいた。怖い。完全に常じょう軌きを逸している。

　その手から逃れようともがく私を、彼は力づくで引きずり、そばに止めてあった軽自動車に無理やり押し込もうとする。

「姉ちゃんを離せ！」

　背後から掴みかかった陸を、康弘さんがわずらわしそうに振り返る。そしてなんの躊躇もなく、陸の顔をこぶしで殴った。

　あまりのことにショックで呆然とする。

　陸は一旦は倒れたものの、またすぐ起き上がって康弘さんに掴みかかる。そんな陸を、康弘さんが続けて何発か殴った。

「止めて！　誰か、誰か助けて!!」

　大きな声で助けを求めると、少し離れた建物の窓が開いた。

　男性の声が「どうしたんだ」と聞いてくる。

「警察を呼んで！」と叫ぶと、「わかった」という返事が聞こえた。

　私の大声が聞こえたのか、大通りからも何人かの人が覗き込んでいる。

「陸を離して！」

　ざわめき始めた周囲に気づいた康弘さんが、ハッと我に返った。

　そしてまだしがみつこうとしている陸を振りほどき、軽自動車に乗り込むと、あっという間にその場を走り去っていった。










変えられない気持ち




「……理咲！」

　水を打ったように静まり返った深夜の待合室。突然聞こえてきた足音と声で我に返り、まだぼんやりした頭を上げる。

　階段を駆け上って息を乱した怜人が、心配そうにこちらへ走り寄ってきた。

「怜人……。ごめんなさい、こんなに夜遅くに呼び出してしまって」

「そんなことより、陸くんは」

「まだ検査が終わらなくて」

　正気を失った康弘さんに殴られて怪我をした陸は、あのあと通りがかった人たちに助けられ、救急車で病院に運ばれた。

　幸い大事には至らず、意識もはっきりした状態だけれど、怪我をした場所が顔や頭なだけに、先生や看護婦さんがつきっきりで対応してくれている。

　そのあとに警察も駆けつけ、色々と事情を聴かれた。

　康弘さんと私たちの関係を説明し、感情に行き違いがあったこと、それによって父の会社が破たんしたことまで順を追って話すと、ベテランらしき刑事さんはしみじみと『大変でしたね』と私をねぎらい、缶コーヒーをご馳走してくれた。

　あまりの出来事にまだ呆然としている私に、『逆恨みによる暴力事件は、結構多いんですよ』となんでもない風に言ってくれたのは、きっと刑事さんなりの思いやりだろう。少なくとも、私の知り合いに暴力事件に巻き込まれた人など、ひとりもいない。

　誰か迎えに来てくれる人はいるかと警察の人に聞かれて、真っ先に思い浮かんだのは怜人だった。

　母と祖母は伊豆だし、父の会社があんな不名誉な最後を迎えたことで親戚付き合いも途絶え、こんなときに力になってくれる人など、今の私には怜人の他には誰もいなかった。

　半年前ならば、両親以外の身元引受人として真っ先に思い浮かんだのは康弘さんだっただろう。そう思うと、本当に皮肉だ。

「意識もはっきりしているし、恐らく大丈夫だろうって、先生が。だけど念のためにＣＴ検査をしてもらっています。何度も顔を殴られているし、道路に倒れたときに頭を打ってるかもしれないからって」

　怜人はだまって隣に座ると、そっと私の肩を抱き寄せた。

　しっかりしなければと強く張っていた気持ちが、フッと解ける。

「あのとき、わけもなくあなたを行かせたくないと思っていました。今思えば、虫の知らせだったのかもしれない。僕も同行するべきだったのに……。許してください。あなたたちを危険にさらした責任は僕にあります」

「そんな……。私たちこそ、迷惑をかけてしまってごめんなさい」

　そう答えると、怜人に頬を両手で包み込まれ、こつんと額を合わされる。

「怖かったでしょう？　でももう大丈夫だから、安心して。それにしても、彼はいったいなぜこんなことを……」

「康弘さん、とても荒んだ感じで……。ファイルのパスワードがわからないって、言ってました」

「パスワード？」

「父の研究に関することだと思います」

　私の言葉に、怜人が考えを巡らせたとき、検査室から看護師さんに伴われた陸が出てきた。

　怜人が立ち上がり、陸のそばに歩み寄る。怜人を見た途端、丁寧に頭を下げた陸に、怜人はいいからと肩にそっと手を触れた。

「怪我は大丈夫ですか」

「西条さん、夜分遅く申し訳ありません。俺は大丈夫なんですけど、念のためにってお医者さんが」

「頭を打ってるかもしれないんだから、当たり前です。しっかり調べてもらってください」

　そう言いながら、怜人は無残に腫れ上がった陸の顔を痛々しい表情で見つめる。

　とそのとき、ここへ来てからずっと私たちに付き添ってくれていた警察の人が、そばに歩み寄ってきた。

「失礼します。被害者の身内の方ですか？」

「西条怜人と申します。……これは日本名ですが、正式な名前はこちらの名刺に」

　明らかにただの日本人とは違う怜人の顔だち。一瞬怪訝な顔をした警察の人に、怜人は慣れた様子で名刺を渡す。

「これは……。あの有名企業の経営者の方でしたか。失礼ですが、被害者とのご関係は」

「僕の大切な人の弟さんです」

　迷わず答えてくれる彼が頼もしく、そして感謝の気持ちでいっぱいになる。

　怜人が来てくれて、本当によかった……。

　そのあといくつかの質問を終え、私たちはようやく解放された。

　まだ検査が残っている陸はそのまま入院となり、私は怜人と一緒に帰宅した。

　マンションに戻りソファでぐったりしていると、怜人にバスルームへ行くよう促される。

　いつの間にか準備してくれていた浴室には、心が癒されるような優しい香りが漂っている。バスタブでゆっくりと体を伸ばすと、興奮状態だった頭が少し休まった。

　冷静になると、逆に何時間か前に起こったことへの恐怖心が増してくる。

　さっき、もしも康弘さんに連れ去られていたら、いったいどうなっていたんだろう。

　そう考えると、また胸の芯が恐怖で震える。それに、康弘さんがいったいなにを企んでいるのかもわからない。

　これ以上、私たち家族になにをしようというのだろう。あれほど、すべてを奪い去っていったというのに。

　入浴を終え、パジャマに着替えてリビングに戻ると、ソファに腰かけていた怜人が立ち上がってこちらに歩み寄る。

「なにか飲む？　温かいミルクはどう？」

「あ……じゃあ、私が」

「僕がやります。あなたは座っていてください」

　そう言ってキッチンに向かう怜人。なんだか離れがたくて、あと追いのようにそばを離れずについていくと、クスリと笑った彼は牛乳の入った小さな鍋を火にかけながら私の腰に手をまわす。怜人の大きな胸の中にもたれかかると、それだけで安心してしまうのだから不思議だ。

「もう大丈夫。こうして僕がそばにいるでしょう？　今日は警察の方が病院にいてくださるようだから、陸くんのことも心配いりませんよ」

　小さな鍋に入ったミルクはあっという間に温まり、沸騰を知らせるさざ波が滑らかな表面で躍っている。怜人はそれをマグカップに注ぎ、カウンターの上にことりと置いた。

「もう遅いから、これはベッドでね」

「え？」

「まずはあなたを運ばないと」

　そう言いながらひょいと私を抱き上げ、寝室へ向かう。

　そのままベッドにゆっくりと私を下ろすと、続いてキッチンから湯気の立ったマグを持ってきた。

　そして「熱いから気を付けて」と用心深く私にマグを渡すと、部屋の灯りをサイドランプだけにして私の隣に座った。

　まるで包み込むように、怜人の長い腕が私の胸の前で組まれる。

「お酒……？」

「ほんの少し、ブランデーを香り付けに入れただけですよ。あなたがよく眠れるように」

　ふうと息を吹きかけながら、やけどしないように口に含むと、ほのかな甘みとブランデーの香りが優しく体に染み込んでいく。

　少し心が落ち着き、サイドテーブルにカップを置くと、私を抱く怜人の胸にそっと額を押し付けた。

　こうして、この人の腕の中に戻ってこられた。その幸せが胸に沁みる。

「……だけど、岡部氏はいったいなんの目的であなたを連れ去ろうとしたのかな」

　ふうっと溜め息をついた怜人が、私の髪に指を差し入れながらつぶやいた。

「暴走を止めるマニュアル……そのパスワードがわからないって」

「それ、さっき病院でも言っていましたね。……なにか心当たりはありますか」

　私の髪を撫でながら、怜人が考え込むように言った。

　何時間か前に再会した康弘さんの様子を思い返す。――迷わず自分の愛する人のことを考えればいい。僕はいつもそうしている――父が彼に伝えた言葉の意味を、心の中で探す。

「重要なデータを無断で持ち出していたみたいです。多分、それを見るためのものだと思います」

「なぜあなたを狙ったんです？」

「わかりません。でも父がいつも康弘さんに話していた内容から、私に関係があると思い込んでいるみたいで」

　少し広めに胸元が開いたシャツからあらわになった怜人の肌が、私の額にじかに体温を伝える。

　こうして彼の鼓動を聞いているだけで、こんなにも安心できることが自分でも不思議だった。

　一方の怜人は、康弘さんの行動について考えを巡らせているようだった。

　しばらく黙って私の髪を撫でていたが、小さな溜め息をつくと、私の顎に手を添え上を向かせる。

　私を見下ろす真剣な表情が、すぐそばにあった。

「とにかく彼はあなたを連れ去ろうとしたんだから、用心したほうがいい」

「はい……」

「それと、陸くんは退院したらしばらく、うちの系列のホテルに身を隠してもらいます。相手は相当切せっ羽ぱ詰まった状況らしいから、しばらくは注意が必要でしょう。今回のことは立派な傷害事件だ。警察も動いてくれているから、そう怖がることもないだろうけど」

　私はきっと、とても不安そうな顔をしていたのだろう。怜人は優しい微笑みを浮かべながら私の体にまわした手に力を込めた。

「もう大丈夫だから……」

「はい……」

　私も彼の背中に手をまわし、ギュッとしがみつく。すると、怜人の顔が私の首筋に埋まった。

　肌に直接怜人の唇が触れているのがわかり、それだけで私の体温は上がる。

「警察から連絡があったときは……また心臓が止まりそうになりましたけど」

「ごめんなさい」

「いや、今回のことはあなたや陸くんに責任はないですから。僕が思っている以上に、事態が深刻化していたということでしょう」

　そう言いながらもそっと体を離して私を見つめる瞳には、なにかを咎めるような色が浮かんでいる。

「だけど……もしも彼にあなたが連れ去られていたらと思うと、今でも胸が焦げ付くように疼うずきます」

　そう淡々と言い放つと、次の瞬間、激しさを伴った唇が唐突に私のそれを塞いだ。強く貪られて、息をすることすらできない。

　こんなに荒々しい怜人は初めてだ。

　抗う暇もないほど強引な怜人に、やっとの思いで胸に手をついて抵抗する。

「れ……待って……」

　僅かに唇が離れた隙に逃れようとするものの、今度は両方の手首を掴まれて、そのまま押し倒された。

　今まで経験したことのない強い拘束に、恐怖よりも戸惑いを感じて彼を見つめる。

　見上げた先にある彼の表情が苦しげで、思わずハッとした。

「彼にあなたを奪われていたらと思うと……気が狂いそうだ」

　そう言って見下ろした眼差しが頼りなく揺れるのを、少しの驚きょう愕がくと、あふれるほどの愛しい気持ちで受け止める。

　自分が求められているのだと、はっきりと実感した。

　指先まで沁み渡る、愛しくて、抑えられない気持ち。

　私、この人を愛してる。

「奪われません。たとえなにがあっても、私の心にはあなたしかいませんから」

　そう言って微笑むと、体の力を抜いて彼にすべてを委ねた。

「私は、もうとっくにあなただけのものです。……だから誰がどんな邪魔をしてきたって平気。だって、気持ちは誰にも変えられないもの」

「理咲……」

　怜人の手から、力が抜ける。

　激しい感情を宿していた眼差しが鎮しずまり、彼の体から緊張が消えた。そのまま、私の上にぱたりと倒れ込む。

「怜人……？」

　私の胸の上にはベージュブラウンの柔らかな髪が拡がっている。胸に顔を埋められるのが恥ずかしくて頬が赤くなったけれど、彼にされることなら、なんだって許せる。

　だから、このままふたりで絡み合って……溶け合ってしまっても本当はよくて……。

　彼のサラサラした髪を梳すくように撫でながら、私の体は彼の重みでベッドに沈み込む。

　こうしている今も、呼吸するたび上下する彼の体と体温が愛しくて、この人と出会えてよかったと心から思う。

「あなたは本当に強い人だ」

　少しの沈黙のあと、私の胸に顔を埋めたままだった怜人が、ぽつりと言った。

「決して誰にも汚されない。清らかで神秘的だ。僕は結局、こうやってまたあなたへの愛を思い知る……」

　そう言いながら、怜人は半ばやけくそのように私の胸に顔をゆっくり擦りつける。

「れ、怜人……っ」

「いいでしょう。これくらい許してください。もう、色々な意味で限界に近いんですから」

　私はくすぐったくて、彼の柔らかな髪をもてあそびながらクスクス笑う。

「笑うなんてひどいな。僕は色んなことに、必死で耐えてるのに」

「ごめんなさい。だけど、くすぐったくて。それに……うれしくて」

　あまりにも幸せな時間にまた自然と笑みが漏れると、怜人はむくりと体を起こして私を見下ろした。

　さらりと流れる色素の薄い髪。整った顔立ちと見る人を魅了する琥珀色の瞳。それらすべてが瑞々しく潤み、私に向けられている。

「あなたには敵わないな。もう、全面的に降参します。だけど、これだけは約束して。絶対に危険な真似はしないこと。今後もしなにか少しでも不穏な気配を感じたら、すぐ僕か、僕がいなければ六車さんに連絡すること。わかりましたね？」

「はい」

　目を見て素直にうなずくと、「いい子だ」と目を細めた怜人が、先ほどの激しさとは一転して触れるだけの優しい口づけをくれる。

「それともうひとつお願いがあります。……いいですか？」

　隣に横たわり、腕枕で私を抱き寄せながら、怜人が少し不機嫌な様子で言った。

「あなたと陸くんは少し距離が近すぎる……。姉弟といってももう大人なんですから、そろそろ彼にも姉離れをしてもらわないと……」

　もごもごと続く彼の言葉に、一瞬目を瞠みはる。

　もしかして、それって……ヤキモチなの？

「わかりましたか？　……理咲、なぜ笑ってるんです？」

　怜人はムッとした顔をしても甘いマスクのまま。そんな顔すら愛しくて、私はこぼれてくる笑みを隠すために彼の胸に顔を埋める。

「理咲……聞いてますか？」

　頭の上から降り注ぐ愛しい人の声を聴きながら、私は急に襲ってきた眠気に、幸せな気持ちで目を閉じた。




「だけど、やっぱりおかしいと思うんですよね」

　開口一番、陸がふてくされたように言った。

　その不機嫌そうな様子に、陸をここまで連れてきてくれた六車さんが黙って肩をすくめる。

　陸と会うのはあの事件から三日ぶりのことだ。

　まだ顔にあざが残っているものの、あとはすこぶる元気な様子だ。

　検査の結果はまったく問題なかったと聞いてはいたが、こうして実際に元気な顔を見ると、やはり安心する。

　無事に再会できたことを喜ぶ私を完全に無視し、陸は怜人に向かってなおも抗議を続ける。

「同じ都内から来るんだし、なにも別々に来なくってもよかったんじゃないですか？　六車さんの車にみんなで乗れたでしょう」

　陸が主張するように、六車さんの車はみんながゆったり乗ることができる、英国王室御ご用よう達たしの有名な高級車だ。

「もしもあのとき、彼が病院から帰る僕らのあとをつけていたら？　僕のマンションはセキュリティが万全だから安心だけど、君がいるホテルとなると話は別です。いくらスタッフが気を付けていても、常時不特定多数の人間が出入りしますからね。念には念を入れて、別行動したほうが安全です。……それに、せっかくの週末なんだし、僕らは帰りにちょっと寄り道するかもしれないしね。陸くんももう大人なんだから、その辺りは気を利かせてもらいたいですね」

　怜人が意味ありげな視線を私に送ると、陸は「やっぱりそういうことかよ」と子供のように拗ねた顔をした。

　それを見た六車さんが「そんなに私とふたりがイヤですか」と肩を落とし……それを見た陸が慌てて「そういうわけじゃありません」と取り繕うやり取りを、なんだかほっこりした気分で眺めてしまう。

　今日は、あの事件から初めて迎えた週末だ。

　土曜日の午前十時、母たちが住む家の付近で待ち合わせた私たちは、ひなびた漁村にはおよそ不釣り合いな英国製の高級車を、海岸沿いの道に二台連ねて止めている。

「それに西条さんの車にも乗ってみたかったな。これって、映画の中でジェームズ・ボンドが乗ってる車種でしょ？」

　陸は年頃の男の子らしく、怜人のスポーツカーを物珍しげに眺めている。

「立場的に英国車を選ばなくてはいけないですから。……陸くん、この車に興味があるのなら、今度乗ってみてはどうですか。お姉さんのことばかり考えていないで、たまにはガールフレンドを乗せてドライブもいいものですよ」

「うわっ。運転するの緊張しそうだなぁ。でも、ぜひ一度お願いします！」

　怜人と陸とのやり取りも、ずいぶん和やかなものになった。

　それはとてもうれしいけれど、まだ依然として康弘さんの行方がわからないのが気にかかる。

　警察も捜査をしてくれているけれど、引き抜かれたはずの光本製薬も既に辞めたらしく、手がかりは今のところなにもない。

「母さんたち、いきなり西条さんたちを連れていったら、きっとびっくりするだろうな」

　怜人の車のミラーに自分を映し、ふざけた顔をしながら陸が言った。

「そうだね。驚かせてしまうけど、もう仕方ないよ。私には『帰ってこい』と言うわりに、『お父さんに会いたがってる人がいる』って言ったら、『忙しいから会う暇はない』の一点張りだし。こうなったらもう、こうやって強引に押しかけちゃうしかないでしょ」

　私の言葉に大真面目な顔をしてうなずく陸は、今日のこの訪問を、なんだか特別なミッションだと考え、張り切っている。

　今日私たちがここにやってきたのは、母に会って父の所在をたしかめるためだ。

　こうして怜人と六車さんが同行することになったのは、例の康弘さんの事件があったからだった。

　怜人は、康弘さんが私を連れ去ろうとしたのは、私を盾に父を脅し、例のファイルのパスワードを聞き出そうとしたからではないかと考えている。そしていまだに自分の望みを叶える機会を狙ってるに違いない、と言うのだ。

　そのこともあり、私たちがふたりだけで行動するのは絶対にダメだと、今日はこうして大人数で母たちのもとを訪れることになってしまった。

「それに、理咲のご両親にもご挨拶をしなくてはいけないですからね。本当なら、あなたのアパートが火事になったときに、電話でもいいから説明をするべきでした」

　祖母の家の詳細な位置をカーナビで確認し、車を発進させた怜人が、少し困惑した表情で言った。

「未婚の若い女性とひとつ屋根の下で暮らしているのですから、もう少し早くきちんと対応すべきでした。……お母さまとお祖母さまに叱られるかもしれないな」

　少しバツの悪い顔をした怜人は、続けて「あなたとお付き合いしていることも許してもらうつもりだから、そのつもりで」とさらりと言い放つ。

「えっ!?　えっと……そうなんですか!?」

　怜人の予想外の発言に、急に心臓がドキドキと脈打った。

　どうしよう。心の準備がまったくできていなかった。

　今まで彼氏を紹介したことなんてなかったけど、いきなり「もう一緒に住んでいます」って報告をしなくちゃいけないのか。

　あっ……。一緒に住んでいても、もしかしたらまだ本当の恋人同士ってわけじゃないのかな。

　頭の中によぎるさまざまな思いに、途端に頬がカッと赤くなる。

　そんな私の気持ちを知ってか知らずか、赤信号で止まった隙に、怜人は私に今日もう何度目かわからないキスをした。

　シーズンオフの展望台の駐車場には、一台の車も止まっていない。祖母の家からほど近いその場所に二台並べて車を止め、私たちは外に出た。

　高台にある祖母の家は、階段が続く斜面の途中にあり、ここからは歩いてしか行けない。

　十二月に入ったばかりとはいえ、天気予報が伝えたように風が冷たい。怜人に言われて、コートを持ってきて正解だった。

　吹き抜ける風の冷たさに無意識に手をこすり合わせていると、怜人が大きな手で私の手を包み込む。

「あなたの手袋を買わないといけないですね」

　私の手をつないだまま、その手を自分のコートのポケットに入れた彼の目が優しく微笑む。

「……必要ないか。なければ、いつでもこうして手をつないでいられる」

　ポケットの中でつながれた手は、冬の寒さを溶かして心まで温かくしてくれる。




　祖母の家は港から十分ほど歩いた高台の、入り組んだ路地の奥にあった。

　いつも祖母のほうがこちらに遊びに来てくれていたので、私も陸も祖母の家に来るのはかれこれ十数年ぶり。住所を頼りに、小学生の頃の記憶をたどっての訪問だ。

　急な階段を上り、何度か来た道を戻り――ようやく見覚えのある祖母の家にたどり着いたというのに、いくら呼び鈴を鳴らしても誰も出てこない。

「漁からは帰ってきているはずの時間なのにな」

　陸が古びた門もん扉ぴを開けて、玄関の右手から続く小さな中庭に入り、家の中を身を乗り出すようにして覗き込んでいる。

　私と怜人が門扉の中に入って陸を待っていると、外回りを用心深く窺っていた六車さんが、郵便受けの下に小さな張り紙があるのに気づいた。

「なにか張り紙がしてありますね」

　六車さんに呼ばれ、私たちは慌てて門の外にでる。

【御用の方は××通りのよつば商店まで】と書かれた小さな張り紙の文字に、私の目は釘付けになる。

「……父さんの字だよな？」

　いつの間にか背後に戻ってきていた陸が、なにかを含む声で言った。

　振り返って視線を合わせると、声に出さなくても「やっぱり」というお互いの心の声が聞こえてくる。

　やっぱり、父はある程度回復して、ここで母たちと暮らしているのだ。

　張り紙に書いてあった住所は、漁港近くの小さな商店街の中だった。

　昭和の気配を色濃く残した商店街の外れに位置するその店は、カレンダーの裏にマジックで『よつば商店』と乱雑に書かれた紙が張られただけの、営業しているのかどうかもわからない店だ。

　建てつけの悪い引き戸を開けると、奥からなにかを煮炊きする醤油の香りが漂ってくる。

「ごめんくださーい」

　とってつけたような敬語を発しながら、陸が恐る恐る奥を覗き込んだ。

　母たちが佃煮の商売を始めたことは聞いていたが、こんな店まであるとは聞いていなかった。商店といっても、店先にはなにも置かれていない。恐らく母たちは、ここで調理をしているのだろう。

「お母さん、いるの!?　……入るよ！」

　そう言って中に続く扉を開けてみると、そこには意外にも広い厨房が広がっていた。

　古いステンレスの作業台が四つほどあり、その上にはビン詰めされた海産物の加工品が、ところ狭しと並んでいる。

　個人でやっているにしては、結構な規模だ。母が『陸の学費は心配ない』と言っていたことも、あながち嘘ではないらしい。

「お母さん……？」

　作業台の奥にあるガスコンロの前で、白い割烹着を着た人物が、湯気の立った大きな鍋を掻き混ぜている。白い三角巾きんで頭を覆い手袋をした後ろ姿。私と陸にとっては、見み紛まごうはずのない背中が、そこにあった。

「お、お父さん!?」

　驚く私たちに、ゆっくり父が振り返る。

　そして湯気で曇った眼鏡をずらし、私たちの顔をまじまじと見つめた。

「なんだお前たちか。ここの換気扇は古くて音がうるさくてな。人が来たのに気づかなかった。……それで、なんの用だ」

「お父さん……」

　四か月ぶりに突然訪ねてきたというのに、父に驚いた様子は微み塵じんもない。まるで今日私たちが来ることを、あらかじめ知っていたかのようだ。

「母さんたちは今、漁協に納品に行ってるんだ。もうすぐ帰ってくるから、そうしたらお昼にしよう」

　父は驚きのあまり言葉を失う私たちに構うことなく、淡々と作業を続ける。

「お客さんが一緒なんだな。これが終わったら話を聞くから、店先にある椅子に座って待っててもらいなさい」

　そう言って怜人と六車さんに軽く会釈をすると、父はまた鍋に向かう。

　その手慣れた様子に、私と陸は言葉を失ったままだった。




　三十分ほどして、父が厨房から出てきた。

　ここではなんだからと、商店街の中にある喫茶店にみんなで移動することになった。

　父を先頭に商店街を進み、細い路地を曲がりかけた、そのときだった。

　さっと現れた人影が、思いもよらぬ素早さで父の体を羽交い締めにする。

　突然のことに体が動かない。そしてその男の顔を見て、さらに頭が真っ白になった。

　康弘さんだ。

　康弘さんは父の首に後ろから手をまわし、片方の手には白く光るものを持っている。それが刃物だと気づき、血の気が引いた。

「騒がないでください。……社長、お久しぶりです」

　康弘さんは三日前よりさらに顔色が悪く、もう立っているのがやっとという状態だった。

　掴みかかろうとする陸を押しとどめた怜人が、ゆっくり康弘さんに歩み寄ろうとすると、彼は「近づくと社長の命は保証しない」と冷れい徹てつに言い放つ。

　その聞き慣れた冷静な声色に、やはりこの人は長年苦楽を共にした人なのだと、今さらのように実感した。

　強い精神力と忍耐力。それに目的のためなら手段を厭いとわない強引さ。

　彼の性格を知っているだけに、それが脅しでないことがすぐにわかった。

　私たちの間に薄はく氷ひょうを踏むような緊張感が漂うのとは対照的に、当の父はいっこうに動じていない。

「暴走抑止のマニュアルが開けられないんだろ？」と揶揄するように言った父に向かい、「パスワードを教えていただけませんか」と康弘さんは抑揚のない声で言った。

「君には何度もヒントを与えたじゃないか。まだわからんのか。それじゃ、やっぱり君と理咲を一緒にしようとしたのは、間違いだったんだな」

　首元にナイフを突きつけられたまま、父は力なく三角巾を頭から取る。

「動くな！　早く答えてください。でなければ……なにをするかわかりませんよ？」

「いいよ。君に殺されるなら本望だ。どうせ僕はもう、死んだも同然だよ」

　父の穏やかな眼差しが宙を彷徨う。そして肩を落とすと、背後にいる康弘さんに語りかけた。

「あの研究が成功したのは君のおかげだ。たしかに論理を生み出したのは僕だが、君の献身的なサポートがあってこそあの研究は完成した。だから本当は、望み通りすべて君にあげたってよかった。だけど、光本製薬だけはダメなんだよ。あの会社は自分たちの利益しか考えていない。真しんに必要な人たちに恩恵を与えるつもりなんてないんだよ」

「だけど僕は、あの会社でなければダメだったんです」

　その言葉に、半年前垣かい間ま見た光本製薬の令嬢との光景が目に浮かんだ。

　冷静な康弘さんを変えてしまった彼女との関係が、今回のことの始まりだった。

　でも、康弘さんがひとりで抱えていた心の隙間にあの女性が入り込んでしまったことを、いったい誰が責められるだろう。

「君の事情はわからない。だけど研究者には、決してやってはいけないことがある。神の領域に手を加えるんだ。人類を破滅させるようなことだって起こりうる。だから僕らは、どんなときでも神さまとの境界線だけは越えてはいけないんだよ」

　そう言いながら、父の視線が優しく康弘さんを見上げた。

「そういうこともちゃんと教えたつもりだったけど、僕の指導がきちんとできていなかったんだね。康弘くん、君は悪くない。僕の責任だ。だからこんなことはもう止めなさい。君のお母さんやまだ高校生の弟さんたちが、どんなに悲しむことか」

「だから、もうあと戻りできないんですよ!!」

　康弘さんが叫ぶように言ったそのとき、細い路地から複数の男の人たちが現れた。

「警察だ。岡部康弘、その人を離しなさい」

　突然現れた警察に康弘さんがひるんだ瞬間、怜人が身をひるがえして康弘さんともみ合い、その手から刃物を取り上げた。

　途端に警察が彼を取り囲み、拘束しようとする。するとそばにいた父が突然警察の前に立ちはだかった。

「待ってください。彼はたった今、私と話をして自首すると言ってくれました。今から警察に行くところだったんです！」

　康弘さんよりもずいぶん背丈の小さな父が、周りから必死で庇うように康弘さんを抱きしめる。

「僕が……彼の父親の代わりです。だから僕にも責任がある……。どうか許してください。どうか……」

　そう言いながら、父は泣いている康弘さんの涙を、首にかけていたタオルでぬぐった。

「社長……。僕は……」

「いいんだ。なにも言うな。待ってるから、待ってるからな！」

　父の計らいで手錠での拘束はされないまま、康弘さんは警察の人と一緒に行ってしまった。




　それからみんなで祖母の家に戻ると、既に祖母と母も帰宅していた。

　私と陸はこの二、三日に起こった出来事を、すべて両親と祖母に報告した。

　誰もなにも言わなかったけれど、みんなの間に悲しみが浸透していくのを感じる。

「だけど、なんであのタイミングで警察が来てくれたのかな」

　不思議そうに言う陸に、六車さんが答える。

「今朝、怜人さまがマンションの前に不審な軽自動車が止まっているのに気づかれました。その車があとをついてきたので、恐らく彼ではないかと。さっき合流したときにそう聞いて、私が警察に連絡しました。車のナンバーも伝えてあったので、既に見つけて様子を窺っていたのでしょう」

「だけど、康弘さん、なんであそこまで……。光本製薬のお嬢さんとは、結婚するって感じだったんだろ？」

　陸が、納得できないような表情で言う。

「光本製薬の令嬢とは、例の研究が暗あん礁しょうに乗り上げた時点で別れたそうです。別れと言っても、向こうからの一方的なものだったらしいですが」

　怜人がそう言うと、祖母の淹れてくれたお茶を飲んでいた陸が、視線を落として言った。

「なんかよくわかんねえけど、康弘さんも利用されてたって可能性もあるよな。だってその人、すごくきれいな人だったんだろ？」

「うん……。だけど康弘さん、その人のこと本気で好きだったんじゃないかな。そうじゃなきゃ、こんなことしないと思う」

　思わずそう言うと、父が不審な表情で私を見つめる。

「どうして理咲は、光本製薬のお嬢さんのことを知ってるんだ？」

「あの……。半年前お父さんの代わりに行った披露宴で……」

　しかし、あのとき見た衝撃の光景については、この家族団らんの場ではとても話せない。

　口ごもる私に代わって、怜人が口を開いた。

「あの披露宴には、実は僕も出席していました。そのときに拝見した限りでは、あのおふたりは恋仲だったと言ってもいいでしょう」

「そうだったんですか……。いや、父親代わりと言いながら、彼の気持ちをわかってやれなかった。今回のことは僕にも責任がある。みんなも、本当にすまなかった」

　父はそう言って頭を下げる。

　みんな黙っていたけれど、心の中で誰もが康弘さんが罪を償い、一日も早く平穏な生活に戻れるように願っていると思う。

「陸も、怪我は大丈夫か」

「ほんとに、ひどい顔になって……。まだ痛むの？」

　父と母が心配そうな視線を陸に向ける。

　末っ子の陸は家族にとってはいつまでも小さな子供のままで、祖母に至っては「せっかくの男前が」と陸の頭を抱えて撫でまわす始末だ。

　普段ならばなすがままにされる陸だが、今日は怜人や六車さんがいる手前、過剰なほどその手から逃れようとする。

「大丈夫だよ。しばらく安全に過ごしたほういいからって、西条さんが手配してくれたホテルでゆっくりさせてもらったし」

　普段なら思う存分にこねくり回せる陸が手から逃れ、不服そうな顔をしていた祖母の視線が怜人に注がれた。

　怜人がその視線に優しい笑顔を返すと、祖母の顔に見たこともない恥じらいの表情が浮かぶ。

「さ、さっきから気になってたんだけど、こちらの方たちはどなた？」

　もう我慢できない、といったように祖母が口を開く。同じように興味津々だった母も、怜人と六車さん――とくに怜人――に釘付けになっている。

「申し遅れました。私は西条怜人と申します。こちらは秘書の六車です」

　そう言いながら、怜人と六車さんはみんなに名刺を差し出す。

　表裏で日本語と欧文の表記がなされたそれを、物珍しそうに眺める母と祖母とは対照的に、父は真剣な表情だ。

「西条さんはあのテディーズ・カンパニーの御曹司なんだぜ。それで、父さんがもう一度研究できるように、会社の再建に力を貸してくれるって」

「えっ。それは本当ですか？」

　母と祖母は驚きの表情を怜人に向けたが、父は名刺に視線を落としたまま、微動だにしない。

「陸くん、その話は僕からしよう」

　そう言って、怜人はカバンの中から分厚い資料を取り出し、父に差し出した。

「僕なりに御社の再建スケジュールを立ててみました。それはかねてよりあなたの研究を買っていた英国系製薬会社『レジーナ製薬』の御社に対する評価と、弊社の企画書です。莫大な資本と年月がかかる研究になるでしょうが、決して葉山社長の理念に外れるものではないと思っています。条件については、また協議してなるべく御社の希望に沿うものにしようと思っています」

　何百枚にも及ぶ資料を、父は感嘆の表情で見つめている。

「君の名前には憶えがある。たしか一年ほど前、性た質ちの悪い米国企業にうちの株を不当に買われそうになっていたとき、注意を促すメールを会社宛に送ってくれたね」

「ご存じでしたか」

「会社宛に来たものには、基本的にすべて目を通している。今回の研究の業務提携に関しては、不徳ながら康弘くんに任せてしまっていたが……。もう一社、わが社との提携を申し出てくれていた外資系製薬会社があったことは聞いていた。君はその件に関わっていたんだね」

　穏やかな表情で怜人を見つめる父が、ふと視線を私と陸に向ける。

「それで、君とうちの子供たちとは、いったいどういう関係なんだ？」

「それは……」

　急に話の矛先を向けられて慌てる私とは裏腹に、怜人は凛とした表情で両親と祖母に視線を向けた。

「期間限定ではありますが、今、理咲さんには僕の秘書として働いてもらっています。彼女は細やかな気遣いができる方なので、僕もとても助かっています」

　怜人の言葉を聞いた母がチラリと私に視線を向けた。実は母には、『小さな会社で郵便係みたいな仕事をしている』とだけ伝えていたのだ。可憐さんの身代わりということもあり、どうしても本当のことを伝えることができなかった。

　母はどうやら、私の仕事について父や祖母になにも伝えていないようだった。話がややこしくならなくて助かったけれど、嘘をついていたことをあとで謝らなければならないだろう。

　真剣な表情で、怜人が続ける。

「それに、理咲さんは今、僕と一緒に暮らしています。理咲さんのアパートが火事になり、最初は緊急事態でということでしたが……。実は僕は理咲さんと、結婚を前提としたお付き合いをさせていただいています。本来なら火事のあとすぐにご挨拶にお伺いするべきでした。非礼をお許しください」

〝結婚を前提に〟という言葉に、私の息が一瞬止まった。

　祖母と母は大きく目を見開いたまま固まっている。

　それに対して父はまったく動ぜず、怜人に強い視線を向けた。

「僕の勝手な思い込みで、理咲には康弘くんとのことでつらい目に遭わせてしまった。君とのことがどういういきさつなのかはわからないけれど、もうこれ以上娘を僕の研究に巻き込みたくない」

「今回の業務提携と理咲さんとのことはまったく別の問題です。僕にとって彼女はかけがえのない人です。たとえなにを失っても、彼女だけは失いたくないほどに」

　そうきっぱり言い放つ怜人の言葉に、うれしくて思わず涙ぐんでしまう。

「……そうか。ならもうなにも言うまい。理咲ももう大人だ。自分のことは自分で考えなさい。その代わり、責任も自分で取るんだぞ。しかし、業務提携のことはまた別の話だ。さっき康弘くんにも言ったが、今回のこの研究はさまざまな意味でもろ刃の剣だ」

　さっきまでとは違う厳しさで、父の視線が改めて怜人に注がれる。そこにいるのは私の父ではなく、ひとりの篤とく実じつな研究者だ。

「僕らの発見した細胞は、使いようによっては生態系を破壊しかねない可能性を秘めている。それに製品化となれば、金に目がくらんだ企業が食い物にしようと群がってくるだろう。それを託すには、君がどういう人間なのかを知る必要がある。……こういう謎解きは康弘くんが最も嫌ったことだけど、敢あえて君にも試すよ」

　そう言いながら、父はノートパソコンを起動させ、複雑なパスワードを打ち込んで外部のデータベースに接続する。

「このセキュリティはまだ誰にも破られていないんだ。多分康弘くんは、外部のサーバーごとコピーして持っていったんだろうけど、最後のパスワードだけは解けなかったんだな。僕にとっては、一番簡単なパスワードだったのに」

　黒い画面に緑のコマンド。父は最終パスワードを聞いてくる画面を、怜人に向ける。

「康弘くんにいつも言っていた言葉だけど、君にもヒントを与えよう。僕の研究の根こん幹かんは人類の自然に対する飽くなき挑戦だ。だけど心を奮い立たせる力は、いつも最愛の人たちにもらっている。僕にとっては今ここにいる家族だけど、君の心を困難に立ち向かわせるものはなにかな。その答えを、ここに打ち込んでほしい」

　父が、慈いつくしむような眼差しで怜人を見つめている。

　不安に満たされる私とは違い、怜人は誰にも冒すことができない崇高な面持ちのままパソコンに向かい、迷うことなくキーボードを叩くと、Ｅｎｔｅｒキーを押した。

　その瞬間、おびただしい文字の羅ら列れつが画面を埋め尽くしていく。

「簡単だっただろう？」

　悪戯っぽく笑った父が、ずらした眼鏡の隙間から怜人を見つめる。

「理咲さんと出会って幸福な時間を過ごすたび、いつも僕の心に浮かんでいた言葉です」

　怜人が私を優しく見つめ、そしてその場にいる全員に、笑顔が広がっていく。

　その日、しばらくぶりに父に笑顔が戻った。もう長い間この顔を見ていなかった気がする。

　自然に、私の頬を涙が伝った。










あなたのためにできること




　久しぶりの家族との再会のあと、父と怜人と陸の三人で会社再建への具体的な話し合いが行われ、ようやく帰途に就いたのはもう陽が傾いた頃だった。

　私が一番恐れていた、怜人との同居に関する祖母の反応は意外なことに寛容で、なんだか肩すかしを喰った気分だ。

　家族に見送られて家を出たあと、そのまま現地で陸と六車さんと別れた。怜人の運転する車は海沿いの道をのんびり走っている。

「あなたのお父さんはすごいですね。あの佃煮、本当においしかった。やりようによっては、大きなマーケットを狙えるんじゃないかな」

　怜人もよほど安心したのか、いつもよりリラックスした表情でハンドルを握っている。

　あのあと、お昼の食卓に上った父の佃煮は、お世辞抜きにおいしかった。

　陸に向かって『調味液のペーハーが』とか、『うまみ成分とのバランスは酢さく酸さんが一番』とか自慢気に話していた父は、骨の髄まで研究者なのだろう。

　そんな父が今まで姿を隠していた理由は、すべてが康弘さんのためだったという。

「あのファイルが開けなければ、研究はすぐに行き詰まる。そうなったら自分を探し、なにがなんでもパスワードを聞き出そうとする。そのことがわかっていたから、お父さんは敢えて姿を隠して様子を見ていたんですね」

「康弘さんがパスワードを解読できるのなら、きっとあの研究を悪用することはないと信じていたみたいですけど……。でもだからって、私と陸まで騙すなんてひどいと思います」

　憤ふん慨がいしたように私が言うと、怜人は静かに視線をこちらに向けた。労いたわるような表情を浮かべたのは、きっと父のためだ。

「それほどまでに、彼のことを大切に思っていたんですよ。長年苦楽を共にした、大切な人だったんでしょう。それに、あなたの家族は敬虔なカトリック教徒だったんですね。今日の出来事で、今までのあなたの行動にもすべて納得がいきました」

　そう言いながらネクタイを緩める怜人の表情は、とても穏やかだ。

「でも僕もホッとしました。会社再建にも前向きな答えをいただけたし、なにより、あなたとの交際もなんとか認めてもらえたしね」

　私と怜人のことに関して、父からはなんのお咎めもなかった。

　けれど母からは『あんなに大変な立場の人とお付き合いして、本当に大丈夫なの』とこっそり台所で耳打ちされていた。

『あまりにも身分が違うんじゃ……』と心配する母に、『だけど私、怜人が好きなの』と答えた私。

　その言葉に、母は黙っていたけれど……。

　みんなを心配させているのは、よくわかっている。けれど今の私には、怜人と離れることなどとてもできそうにない。

　まるでなにかに導かれるように出会って惹かれ合い、いつの間にか代わりの利かない大切な存在になっていた。怖いくらい、大切な存在に。

「理咲……。疲れましたか？　顔色があまりよくないですね」

　黙り込んだ私に気づいた怜人が、心配そうな視線を向ける。

　ベージュブラウンのサラサラした髪。感情が昂ぶると少し濃くなる琥珀色の瞳は、今とても優しく私に向けられている。

　幸せすぎて怖いなんて言ったら、彼に叱られてしまうだろうか。

「色々なことが起こった一日でしたから……。でも、本当にありがとうございました。私たち家族が再出発できるのも、みんな怜人のおかげです」

　今まで影を落としていた問題がすべて取り払われ、私の心は晴れ渡っているはずだった。

　けれど、僅かに残る棘とげのような不安の断片が、ちらちらと脳裏をかすめる。

「僕のほうこそ感謝しています。なにより、これからも理咲とずっと一緒にいられるのが本当にうれしい。どこかで食事して帰りましょう。今夜はあなたとゆっくり過ごしたい」

　どこまでも甘い微笑みを私に投げかけ、怜人は視線を前方に戻す。

　微かに、けれど確実に近づく悲しみの予感。

　私は今この瞬間、最愛の人と一緒にいられる幸せを、心の中で抱きしめた。




　その日は海沿いの感じのいいフレンチレストランに連れていってもらった。

　アミューズから始まる本格的なフレンチは、最後のデセールのひと皿まで、運ばれてくる料理すべてが芸術的だった。その美しさに小さな歓声を上げる私を、怜人は琥珀色の瞳を細めながら、満足そうに見つめている。

　食事が終わってからは、素晴らしい夜景の見える場所に車を止めて、彼の腕の中に抱かれてまるで夢のような時間を過ごした。

　けれど、夢の終わりは突然やってくる。

　怜人のマンションの駐車場に戻り、彼にエスコートされてエレベーターホールに向かうと、そこに見慣れぬ外国人紳士が立っていることに気づいた。

　年の頃は五十代半ばだろうか。年齢を重ねてもなお甘さの残る顔立ちは、どことなく怜人に似ている。

　怜人のお父さまだ――直観的にそう思った。

　険しい表情でこちらを見つめる彼に対し、怜人は表情を崩さない。

〈いったいなんのご用ですか。こんな時間に〉

〈それはお前が一番よくわかってるだろう……。失礼、ご挨拶が遅れましたね。今晩は、お嬢さん。私はウィリアム・アスコット。フィルの父親です〉

　丁寧な言葉とは裏腹に威圧感たっぷりな態度で私を見つめる紳士に、意味もなく圧倒される。

　きちんとご挨拶をしなければと思いながらも、〈葉山理咲と申します〉と名前を言うだけで精いっぱいだ。

〈お父さん、お話なら明日伺います。今日はどこにお泊まりですか？　僕がお送りしますよ〉

　まるで仕事相手に接するような口調で、怜人は唇の端を上げる。親子だというのに、このよそよそしさはいったいなんだろう。

　今日久しぶりに会った自分の家族との、楽しい時間が脳裏をよぎる。

〈明日じゃ遅いんだよ、フィル。それに先日、レイチェルから連絡があってね。お前の日本での振る舞いについて忠告を受けたんだ。レイチェルには久しぶりに会ったが、彼女はずいぶん美しい女性になったね〉

〈レイチェルがなにを言ったのかは知りませんが、僕にはなにひとつ咎められるようなことはありません〉

〈本当にそうかな。私がこんなところまでやってきたのは、レイチェルの忠告だけが理由じゃない。……京極家から正式にクレームが入ったよ。お前とお見合いした娘が妊娠している。父親はテディーズ・カンパニーＣＥＯの西条怜人だと言っているとね。お見合いがうまくいったのならそれでもいいが、レイチェルから聞いた話とはずいぶん違う。君が熱を上げているのは、お見合い相手とは違うお嬢さんらしいじゃないか。それも少し前に多少世間を騒がせた、倒産した小さな企業の娘……〉

　その言葉を遮るように、怜人がウィリアム氏に詰め寄る。

〈彼女の前で……止めてください。彼女はきちんと英語を理解しています。それに京極家の令嬢の話はとんでもない言いがかりだ。その件に関しては、断固抗議します〉

〈そうだね。京極家のことについては本人が明日オフィスに訪ねてくるそうだから、そのときに話すといい。君の身の潔白が証明されることを願うよ。こんなスキャンダルが表に出たら、わが社にとっては相当なダメージだ。わが社のブランドイメージは、消費者に夢を与える洗練された高級感だからね〉

　そう言いながらウィリアム氏は薄い唇の口角を上げる。そしてまったく笑っていない青い瞳で私を一瞥し、去っていった。




　翌日の日曜日、怜人と私はオフィスに出社した。

　人気のないオフィスには、急きゅう遽きょ呼び出された六車さんとクラウディアが既に待機している。

　そして、ＣＥＯ専用の豪華な応接室では、痩せて神経質そうな初老の紳士と、彼に連れられた可憐さんが私たちを待っていた。

　私と怜人は並んでその正面に座り、斜め前のスツールには、「今日の私はオブザーバーだから」と、中立の立場を強調したテディーズ・カンパニーの英国本社ＣＥＯでもあるウィリアム氏が、余裕の表情で座っている。

　緊迫した空気の中、第二秘書のクラウディアが紅茶を出して退出すると、早速可憐さんの父親である京極氏が口を開いた。

「まったく、いったいどういうことなんですか!?　娘から『怜人さんとうまくやっている』とメールが入っていたから安心していたら、ニューヨークに旅行していた家内がカフェでバッタリ可憐に会ったんです。問いただしても要領を得ないし、なにか様子がおかしいと思えば、妊娠しているっていうじゃないですか！」

　京極氏が語気を荒立てて食ってかかる横で、紺色のワンピースを着た可憐さんは虚ろな目をしてうつむいている。

　昨日あれから何度も可憐さんにメールを送ったものの返信はなく、今日こうやって二か月ぶりに再会しても、可憐さんは私と目も合わせてくれない。

　華やかな金髪の巻き毛は黒髪のショートカットになり、長くきらきらとしていたネイルは痛々しく削られている。

　なにより完璧に施されていたメイクが取り払われ、大きな二重だったはずの目は切れ長の一重まぶたに変わっている。私の記憶の中の可憐さんとはまったくの別人だ。

　昨夜、不安で戸惑う私を『心配しなくてもいいから』と何度も抱きしめてくれた怜人は、毅然とした視線を可憐さんの父親に向ける。

「京極さん、はっきりと申し上げますが、お嬢さんと僕に面識はありません。今日が初対面です」

「そんなはずはないでしょう。現に娘は妊娠していて……」

「お嬢さんのお相手は僕ではありません。他にお付き合いされている方でもいらっしゃったのではないですか？」

　怜人が冷静であればあるほど、京極氏の怒りの色が濃くなっていく。

「そんなバカなっ。この期に及んで逃げる気ですか？　そっちがその気なら、こちらにも考えがある。弁護士を立ててもいいんですよ!?」

「正直なところ、僕にはそうしていただいたほうが都合がいい。そんなことをしたら、困るのはきっとそちらのほうです」

　ヒステリックに怒鳴り散らす京極氏を前に、怜人は顔色ひとつ変えずに返答する。

　うつむく可憐さんとそんな彼女を気遣う私を、ウィリアム氏が興味深そうに見比べた。

「可憐、黙ってないでお前もなにか言ったらどうだ。お腹の子の父親は西条怜人だと言っただろうっ！」

　京極氏はうつむいたままなんの反応も示さない可憐さんの腕を乱暴に掴むと、無理やり顔を上げさせる。

　抵抗する可憐さんを力任せに揺さぶると、彼女は体のバランスを崩し、座っていたソファからずり落ちそうになった。

　その乱暴な振る舞いに、思わず駆け寄って彼女を助け起こす。

　視線が一いっ斉せいに集まったのを感じたけれど、そんなことに構ってはいられなかった。

　お腹に赤ちゃんがいる女性にこんな振る舞い……。しかも血のつながった父親のやることとは思えない。

「なんだね、君は……。余計なことはしないでくれないか？」

「可憐さんのお腹には赤ちゃんがいるんですよ？　乱暴なことをするのはやめてください」

　可憐さんを抱き起こしソファに座らせると、そこで初めて彼女と目が合った。

　久しぶりに会った可憐さんの顔は初対面のときとはまるで別人だけれど、黒い瞳の美しさは変わらない。

　その眼差しは私に対する後ろめたさで揺れているものの、わが子を守ろうとする必死さが切ないくらい伝わってくる。

　可憐さんと出会って身代わり秘書をやるよう頼まれたとき、『こんなことがばれたら、絶対子供が始末される』と言い切った可憐さんの言葉が、真実味を帯びてよみがえった。

　京極氏なら、きっとそんな残酷なことも平気でやってのけるだろう。

「なんだね、君は。大体、さっきからどうしてそこにいる？　関係のないものは、出ていってくれないか」

　そう強きょう圧あつ的てきに言い放つ京極氏に向かい、ウィリアム氏が揶揄するように言った。

「そうもいかない。彼女はこの件で最も重要なキーパーソンですよ。京極さん、彼女は怜人の秘書です。言うなれば、お嬢さんの身代わりになっていたと言ってもいい」

「なんだとっ……」

　虚を突かれた京極氏が顔色を失った。ウィリアム氏は、さらに言葉を続ける。

「彼女が京極家の令嬢だと怜人も私も騙されていたんです。だからつい先日まで、あなたのお嬢さんがニューヨークにいることなど、こちらもまったく知らなかった。あなたもお嬢さんに騙されていたんでしょうが、こちらもこのふたりのお嬢さんに完全に騙されていたんですよ」

「本当なのかっ、可憐っ！」

　大きな怒鳴り声が応接室に響き、可憐さんがびくりと体を震わせた。私は彼女の傍らに座り、その小さな肩を抱く。

　一方のウィリアム氏は、にこやかな微笑みを浮かべながら話を続ける。

「失礼ですが、私も事実関係を調べさせていただきました。いや実は二週間ほど前、私の知人から怜人の女性関係について進言がありましてね。私は普段あまり彼のプライベートに口出しはしないんですが、お宅との縁談は外交筋からの紹介でもありましたし……。お嬢さんのお相手は、ニューヨーク在住のミュージシャンの卵のようですね。ジュリアードに留学していた、中々の才能の持ち主だとか」

「な、なんだと……」

　激げき昂こうした様子の京極氏は、怒りのあまり青ざめた表情を可憐さんに向ける。

　そのあまりの恐ろしさに、身の危険を感じた可憐さんが立ち上がった。

「お前ってヤツは……どれほど家名に傷をつけたら気が済むんだっ……」

　立ち上がり、可憐さんに歩み寄った京極氏が手を振り上げる。危ないっと思った瞬間、体が勝手に動いていた。

　可憐さんとの間に割って入った私の頬に、鋭い痛みが走る。想像以上に強い衝撃を受け、私はそのまま床に倒れ込んだ。

「な、なんなんだ、君は……」

　娘に手を上げたはずの京極氏は、床に倒れた私を前に呆然としている。

　瞬時に駆け寄った怜人に抱き起こされたけれど、私はその手からするりと逃れた。

　視線すら合わせない私に、怜人が困惑しているのを感じる。

　けれど、この腕の中にいることはもうできない。そうはっきりと感じていた。

「き、君が悪いんだからな。私は娘に……」

「どんな理由があっても、新しい命を身ごもっている女性に手を上げるなんて、やってはいけないことではないですか？」

　まだ私を守ろうとする怜人から離れ、私は取り乱した京極氏の正面に立った。打たれた頬が熱を持ったまま、じんと疼く。

「なんだとっ。自分の娘が間違ったことをしたら、咎めるのは親の責任だっ」

「愛する人の子供を身ごもることが間違ったことですか？　本当ならとても幸せな、祝福されるべきことだと思います。だから可憐さんは、あなたから逃げたんです。お腹の中の小さな命を守るために」

　ハッとした表情の可憐さんが顔を上げた。私に近寄ると、手をギュッと握る。そして「ずっと連絡しなくてごめん」と小さな声で詫びた。

　どんな事情があったのかわからないけど、可憐さんが過ごした二か月間も、私と同様にさまざまなことがあったのだと直感する。

「い、いったいどういうことなんだっ。わかるように説明しろっ」

　京極氏はもはや半狂乱だ。

　自分の娘が身ごもった相手が世界的企業の御曹司ではなく、名もないミュージシャンの卵だと聞かされた上、狙っていた玉の輿も夢と消えた。怒りの矛先が向かう相手は、もはや私しかいない。

「お前がっ……娘をそそのかしたんだろうっ！　それに……身代わりの秘書だと!?　もしや西条氏も結けっ託たくして、私を騙していたんじゃ……」

　彼の行き場のない怒りは怜人にまで及ぶ。

　事実を知ってなおもあがく彼の姿は、醜悪というよりはむしろ哀れだった。

「怜人は関係ないですよ。我々だって被害者だ」

　応接室に、淡々とウィリアム氏の言葉が響く。

　その短い言葉の中に、私に対する意志がはっきりと感じ取れる。

　――こんなスキャンダルが表に出たら、わが社にとっては相当なダメージだ――

　夕べ、冷たく放たれた言葉が脳裏によみがえった。

　私が可憐さんじゃないと知りながらも、そばに置いてくれた怜人。けれどそれは、結果的に京極家やウィリアム氏を騙した共犯者だとも言える。

　怜人が私を可憐さんの身代わりとして受け入れてくれたのは、可憐さんのお腹の子供を守るために私が頼んだことだ。

　もしもあの時点で京極家とのお見合い話をきちんと断っていれば、こんな面倒に怜人やテディーズ・カンパニーが巻き込まれる事態には陥らなかっただろう。

　それに私だって怜人の思惑通り、メール室で働いていたはずだ。

　追い打ちをかけるように、ウィリアム氏が言い放つ。

「すべてはそこにいるふたりのお嬢さんが仕組んだことだ」

「違う、それは……」

　言葉を発しようとした怜人を遮るように、私はゆっくりとウィリアム氏を振り返る。

　わかっている。彼が守りたいものと、私が守りたいものは一致している。

　ウィリアム氏の青い瞳が、微かにうなずいた気がした。

「もう全部ばれちゃった。……それじゃ仕方ないか。可憐、もう無理だね」

「理咲ちゃん……」

「あーあ、ここで終わりかぁ。もうちょっと粘って、お給料もらいたかったなぁ」

　呆然とする怜人と京極氏を前に、私は精いっぱいあばずれた言い方をする。

「二か月前、可憐に偶然会って頼まれたんですよ。三か月間、身代わりになってくれないかって。身代わりになってくれたら百万円くれるって。私、お金が必要だったから、その話に飛びついたんです」

「なんだと……本当なのか、可憐っ！」

　可憐さんは澄んだ目で私を見ている。

　今回のことは、怜人はなにも知らなかったことにしたい。

　そう目で訴える私に、彼女が微かにうなずいてみせた。そして父親に向かって、強い視線を向ける。

「本当だよ。偶然出会った理咲ちゃんがお金に困ってることを知って、そこに付け込んだの。……どうせ西条さんだって乗り気の縁談じゃなかったし。だけどお父さんが大臣のコネまで使うもんだから、きっと断るのに困ると思ってさ。だけどダメじゃん、西条さん理咲ちゃんにメロメロって感じで。それじゃ、嫌われて断られるってシナリオ、まったく失敗」

「ＣＥＯは本気じゃないよ。きっと日本の女の子が物珍しかっただけで」

　精いっぱい強気な態度で可憐さんに笑顔を向けると、次に優雅に座ったままのウィリアム氏に向かって淡々と告げる。

「そういうわけなので、私はこれで失礼しちゃってもいいですか？　お金が欲しくてやっただけだし、正直、セレブな人たちのやることって、全然わかんない。……あなた、可憐のお腹の赤ちゃんが血のつながった孫だって、わかってる？」

　最後に京極氏を一瞥すると、私は応接室をあとにした。




　どこをどう彷徨っていたのかわからない。

　歩き疲れてショッピングセンターのベンチにぼんやり座り、なにげなくジャケットのポケットに入れてあったスマホをタップすると、怜人からの着信が何十件も並んでいた。

　時刻を確認すると、あれからずいぶん時間が過ぎていることに気づいて、ようやく正気に戻った。

　可憐さんはどうなっただろう。それに、怜人の立場は守れたのだろうか。

　今まであまりにもそばにいすぎて、怜人の立場を深く考えていなかったけれど、よくよく考えれば彼の背負う重責は計りしれない。

　世界的な有名企業の後継ぎで英国貴族の御曹司という立場は、きっとちょっとしたスキャンダルでさえ命取りになるはずだ。

　そんな彼に私のようなものが釣り合うはずもないことを、今さらのように思い知る。

　今朝まで彼の腕に抱かれていた自分を思い、身を切られるような思いでスマホを握りしめていると、不意にメールの着信を知らせる振動が手に伝わった。

　可憐さんだ。慌てて確認する。

【大丈夫？】と打たれた文面に【私は大丈夫です。そちらはどうですか？】と返すと、電話番号と【電話して】という短い返信が返ってきた。

　電話をかけると、ワンコールで「もしもし、理咲ちゃん？」という可憐さんの声が聞こえた。

「そうです」と返事すると、「よかった、無事で」と、安堵の声を上げる。

「ねぇ、今どこにいるの？　あのあと、西条さんのお父さんがうちの父を説得してくれて……。私、彼氏とのことを認めてもらえたんだ！」

　と弾んだ声で可憐さんは言った。

　さっきの剣幕からは想像もつかない展開に驚いていると、ウィリアム氏が〝色々調べさせた〟結果を教えたらしい。

　現在、可憐さんの彼氏はニューヨークでも有名なライブハウスで連日超満員のライブを開催中らしく、近々ワールドツアーも予定されている人だとわかったのだという。

　それをウィリアム氏が『そんな才気あふれる人物が婿とは羨ましい』『デビューしたら是非我が社のプロモーションに出演を』などと過剰なほど褒め、京極氏も気をよくしたらしい。

「うちのお父さん、権力のある人の言うことに弱くてさ。それに、理咲ちゃんが言ってくれた、お腹の子はあなたの孫なんだって言葉が心に突き刺さったみたいで……。理咲ちゃんを叩いちゃったこと、すごく気にしてる。本当に申し訳なかったって伝えてくれって」

　さっきまでの修羅場から一転し、まるで想像もつかなかった大団円。

　ちょっと拍子抜けするけれど、それもみんなウィリアム氏のプラン通りなのだろう。彼はさっき、『お前が犠牲になるなら、みんな助けてやる』と私に視線で告げた。

　あの、人の心を操る不思議な力は、怜人にも共通するものだ。

　だから私は、彼の思惑通りに動いた。いや厳密に言うと、私の希望とウィリアム氏の望みが一致したと言ったほうがいいのかもしれない。

　彼は会社と息子の名誉を守りたかったし、私は怜人と可憐さんのお腹の赤ちゃんを守りたかった。

　外務大臣と懇意にしている京極家とは、日本でビジネスを展開するテディーズ・カンパニーとしても争いを避けたかったに違いない。それにもし裁判となっていたら、いくら怜人の無罪が証明されたとしても、マスコミの餌食になってしまっただろう。

　すべてはウィリアム氏の計算通りに進んだということだ。

「色々迷惑をかけてごめんなさい。それに、本当にありがとう」と可憐さんは言い、私たちは通話を終えた。

　これで契約は終わり。身代わり秘書と身代わり婚約者候補の役目は、完全に終わった。私と怜人との関係にも、ひとつの区切りがついたと言える。

　可憐さんとの通話を終えた途端、またスマホが振動した。見ると、今度は六車さんからだ。私は慌てて液晶をタップした。

「理咲さん！　……よかった、無事なんですね」

　六車さんの安堵した口調で、心配させていたことに気づく。

　あんな大立ち回りの末、着の身着のままで飛び出してしまったのだから、みんなが気にするのは当然のことだ。

「すみません、ご心配をおかけして」

「本当にそうですよ。今までいったいどこにいらしたんですか？　怜人さまがどれほど心配されているか……。もう、見ていられないほどです」

　六車さんが口にした怜人の様子に、胸が錐きりで突かれたように痛む。けれど、私たちはもうもとには戻れない。

　なにより、ウィリアム氏の存在が、越えることのできない障害に思えた。

「理咲さん……聞こえていますか？」

「はい、聞こえています。すみません」

　慌ててそう答えると、受話器の向こうでホッとしたような六車さんの溜め息が聞こえた。

「想像以上に落ち着かれていて安心しました。今回のあなたの機転には、ウィリアムさまも非常に感謝されています。理咲さん、そのお礼も兼ねて、ウィリアムさまがあなたと会って話がしたいとおっしゃっています。……会っていただけますか？」

　ウィリアム氏が私に話？　いったいなんの話があるというの？

　答えをためらう私に、六車さんが穏やかな声で言った。

「ウィリアムさまはそんなに理不尽な方ではありません。今回のことは、企業イメージを守るために取った、やむを得ないことだと思ってください。彼も少々強引だったことを悔やんでいらっしゃいます。なによりも、あなたがあんな行動をされるとは思ってもみなかったようです。理咲さん、ウィリアムさまに会ってください。私からもお願いします」

　最後には懇願するように言われ、簡単に断ることもできない。

「……わかりました。私はどうすればいいですか？」

「そうですね。では、今いる場所を教えてください」

　私の居場所を告げると、六車さんからの電話は優しく切れた。




　迎えに来た六車さんの車の後部座席に乗り込むと、オフィスに置きっぱなしだった私のバッグとコートが置かれているのが目に入る。

「怜人さまを説得するのが大変でした。あなたの居場所を知らせろと言って聞かなくて」

「怜人とウィリアム氏は……大丈夫ですか？」

　昨夜の様子からも、ふたりの関係が悪化しているのではととても心配だ。

「ええ……。そのことも含めて、ウィリアムさまからお話があると思います」

　運転席の六車さんが、思いやりのある優しい声で私に言った。

「理咲さん、怜人さまのお母さまが、幼い頃に亡くなったことはご存じですか？」

「はい。以前、怜人が話してくれました」

　私がそう言うと、六車さんは運転席で視線を前に向けたまま、深くうなずいた。

「とても優しく穏やかで、でもときには想像もできないほどの強さでウィリアムさまや怜人さまを守ってみせる、そんな素晴らしい女性でした」

　玉子焼きとタコさんウィンナーのお弁当。そんな優しいイメージが脳裏に浮かび、会ったことのないその人に、言いしれぬ親しみを感じる。

「彼女が亡くなったとき、ウィリアムさまは本国にいらっしゃいました。幼い怜人さまと病床に伏した奥さまを日本に残し、大企業の跡取りとしての業務に忙殺されることを余儀なくされておいででした。ご両親に反対されての日本人との結婚に、当時の貴族社会では、四面楚歌の状態でした」

「そんな……」

「ウィリアムさまは、きちんと周囲の環境を整えてから改めて本国に奥さまと怜人さまを迎えたかったのだと思いますが、結果的にご家族で過ごす時間が少なくなってしまった。口には出さなくても、怜人さまはそのことをずっと恨んでおいででした。怜人さまは表面上は誰にでも優しく接する方ですが、本当の心は誰にも明かさず、ただ仕事だけに没頭していた。華やかな容姿でどこにいても女性に人気のある方ですが、どなたとも一定の距離を保ち、誰かを心から愛することなど決してなかった。そばで見ていて、いつもおいたわしいと思っていました」

　彼をずっとそばで支え続けた六車さんの、怜人に対する深い想いが伝わってくる。と同時に、怜人が抱えてきた孤独の深さを思い知らされて、胸が苦しくなった。

「理咲さんと出会って、怜人さまは変わりました。ずっと孤独の中にひとりで身を置いていたのに、どんどん変わっていった。うわべだけの関わりではなく、自分以外の人の気持ちを心から考えるようになりました。そして誰にも執着しなかった怜人さまが、あなたを強く欲するようになった。あなたのために動き、あなたのために考えるようになった。怜人さまがどんどん変わっていくことが私はとてもうれしくて、そしてあなたに感謝していました」

　赤信号で止まった車のルームミラーに、六車さんの優しい瞳が映っている。ミラー越しに目が合い、その私を包み込むような穏やかな視線になぜか泣きたくなった。

「理咲さん、怜人さまとウィリアムさまは、いまだ亡くなった奥さまのことで苦しんでいます。おふたりをどうか助けてください。その力を持っているのは、あなたしかいないということを、決して忘れないでください」

「私……ですか？」

「そうです。あなたしかいません」

　困惑する私にそう力強く言い切ると、六車さんはそれきり口をつぐみ、車を走らせた。




　ウィリアム氏と話してから、怜人のマンションに戻ったのは、もう遅い時間だった。

　リビングに入ると、まだスーツ姿の怜人がソファにぐったりと体をあずけているのが目に入る。

　怜人は私の気配に気づくと慌ただしく立ち上がり、駆け寄って私の体を強く抱きしめた。

「……いったい、今までどこにいたんですか。僕がどれほど心配したと……」

　彼が私の首筋に顔を埋めると、大好きないつもの香りに包まれる。たった半日離れていただけなのに、泣きたくなるほど懐かしく感じる。

「ごめんなさい……」

「それに今日のあれはなんですか。……もしかして父になにか言われていたとか？　あなたひとりを悪者にして……。可憐さんのお腹の子供を守るために、京極氏の機嫌を損ねてはいけないという配慮ですか？　たしかにすべてが丸く収まった。僕はあなたを守ることもできなくて……」

　自分を責める言葉を口にする怜人の姿に、一旦納得したはずの心がまたざわざわと揺れる。

　それでも、彼を守るためならなんだってできるという気持ちが、私を奮い立たせる。

「怜人、晩御飯はもう食べましたか」

「そんなもの、どうだっていい。それより、六車さんとどこかへ行っていたでしょう。まさか父になにか言われたんじゃ……。でも心配しないでください。あの後、父と話しました。あなたとの結婚をどうしても許さないと言うのなら、僕は家を捨てる覚悟だとね。僕は本国では少しは名の通ったファンドマネージャーなんです。その気になれば一から起業して、あなたひとりくらい食べさせることはできます」

　その言葉に、さっきウィリアム氏が〈あなたのために、フィルは家も会社も捨てるつもりです〉と言ったことが、本当なのだと思い知る。

　怜人の真剣な想いに、今にも崩れ落ちそうな気持ちをなんとかこらえ、私はなんでもないように言った。

「怜人、私、とてもお腹が空きました。オフィスを飛び出してから、なんにも食べていないんですよ。だから夕食の買い物もしてきました。すぐにできるものを作るので、ちょっと待っててくださいね」

　なおも私を離さない怜人をなんとかなだめて、慌ただしくキッチンに向かう。

　私のそばを子供のように離れない怜人を、ただ愛しく大切な存在だと、強く思った。




　もう遅い時間なので消化のいいものをと、パスタと温野菜の簡単な夜食を用意した。

　トマトソースが好きな怜人のために、ズッキーニやナス、ベーコンやトマトを入れたパスタを出すと、怜人は不安気な表情のまま口に運ぶ。

　あまり辛いものが得意じゃなかったり、意外と子供が喜ぶメニューが好きだったり、ワインは白よりも軽めの赤が好きだったり。

　グラスにワインをサーブするのも、絶対に怜人の役目。

　不機嫌なときでも、お腹に物が入ればご機嫌が直るのは私が密かに好きなところだ。

　だって、怜人の心を簡単に変えられる、私だけが知っている魔法だから。

　なにひとつ忘れないように、そのひとつひとつを記憶のアルバムに閉じ込める。




　食事と入浴を終えた私は、広いルーフバルコニーに佇んでいた。

　十二月の澄んだ空気は都心の夜景をさらに鮮明にし、この世のものとは思えない冴え冴えとした美しさだ。

　いつの間にか入浴を終えた怜人が背後から近づき、思い出のストールを肩から羽織らせると、そのまま私を後ろから抱いた。

「せっかく温まった体が冷えてしまう。もう中に入って休みましょう」

「そうですね。今日はいろんなことがあって、少し疲れました」

　怜人は私の手を引きベッドルームへと誘う。部屋の扉が静かに閉まると、彼は軽々と私を抱き上げ、広いベッドに横たえた。

　折り重なるように倒れ込んだ怜人の体がベッドに沈み、包み込むように私の体を抱く。

「理咲。今日のこと、本当にすみませんでした。でもあなたの機転で、なにもかもがうまくいった。京極家のお嬢さんもお腹の子供も、あなたのおかげできっと幸せになるでしょう。だけどその分、あなたにはつらい思いをさせてしまった。……僕は自分が許せない。大切な人を守れずに、心細い思いでひとりぼっちにさせてしまった。これからはあなただけを守って生きていきます。だから、今日のことを許してください」

　額に、頬に、まぶたに。何度もキスを落とされたあと、胸の中に閉じ込められてそう囁かれ、体中から喜びがあふれる。

　彼を求める感情に流されまいと必死で踏みとどまりながら、私はそっと彼の前髪をかき分けた。

　怜人の琥珀色の瞳を、あふれてくる愛しさに耐えながらジッと見つめる。

「あなたに話さなくてはいけないことがあります」

　そう私が言うと、彼の表情が一瞬で翳かげった。

「今日、やっぱり父に会っていたんですね。あなたの様子が変だから、ずっと心配していたんです。父になにを言われたのか知らないが、僕はもう会社からも家からも離れる決心をしました。あなたを僕のものにできるなら、どんなことも厭わない。だからあなたは、なにも心配することなんてないんだ」

　怜人はそう言って、荒々しく唇を重ねてきた。苦しくなるほどの激しいキスに、自然に体が応える。

　ひとしきり求め合い、ようやく唇が離れた頃には、ふたりとも息が上がっていた。

　言わなければ。怜人の情熱で、決心が鈍る前に。

「怜人……。お父さまのことを、あなたは誤解しています」

「誤解もなにも……彼とはもう何年もろくに話をしたことはありません。僕と母を日本へ厄介払いして、地位や名誉を守り続けてきた人ですからね」

「だから、それは違うの……。お父さまはあなたとお母さまのことを、本当に愛していらしたんです」

　怜人のきれいな瞳が、訝しげに細められた。私はその美しい頬に手を添え、指で顔の輪郭をゆっくり滑り唇に触れた。――なにひとつ忘れないように。

「お父さまはあなたと私が自分とお母さまのようになるのを恐れています。自分たちが経験した苦しみを、あなたに味わわせたくない。それに私と、やがて生まれるかもしれない子供たちを、あなたとお母さまのように不幸にしたくないんです。本当は私たちを思いやってくださる、とても優しい方なんだと思います。なにより、今でもあなたのお母さまを愛してる」

　そう言った私の言葉に、怜人の表情が苦しげに歪み、つと顔をそむけた。

「そんなの……嘘だ。だって父は、僕と病気の母を何年も放っておいて……」

「一日も早く本国に呼び戻そうと、周囲の方々の理解を深めていたのだそうです。そのためには自分がしっかり事業を成功させなければと、がむしゃらに働いていたと。それは六車さんからも聞きました。お父さまはとても不器用な、でも誠実な方なのだと思います。なによりも今回のことでそう思いました。とても冷酷に見せかけておきながら、結果的には可憐さん親子の仲とお腹の赤ちゃんのことまで丸く収めて……。真の優しさがなければ、きっとそこまではできないでしょう？」

「だけど……あなたのことを傷つけた」

　怜人の手が私の肩を掴む。すぐ近くにある整った顏は、なにかを予感して不安に揺れている。

「私は傷ついてなんていません。怜人と可憐さんの赤ちゃんを助けられた。それこそが私の望むことです。あなたと可憐さんを守れて、私は幸せです」

「理咲……」

　怜人の腕がまた私の体を抱いた。息ができないほど強く抱きしめられ、もうこのままここで死んでしまってもいいと思うほどの幸せを感じる。

　けれど、ずっとこのままでいるわけにはいかない。彼には彼の世界で、やるべきことがあるのだ。

「怜人……。あなたがやらなくてはいけないことは、私と一緒にいることだけじゃないでしょう？　葉山化学工業の再建を約束してくれましたね。父の研究を活用して病に苦しんでいる人を救うことは、あなたなしではきっと実現しないでしょう。……それに一度本国に帰り、お父さまの後継ぎとして、家を守るための足場を固める必要もあるのでしょう？」

「葉山化学工業のことはともかく、なぜあなたがアスコット家の家か督とくの心配を？　父になにか言われたんですね。もうたくさんだ。僕はあなたと、愛する人といたい。母が亡くなってから、ずっとひとりきりで生きてきた。ようやく出会えた最愛の人と一緒にいたいと思うことは、そんなにいけないことですか？」

　激しく苛立った様子で怜人が私を組み敷き、見下ろした。

　美しく、激しい。そして誰よりも優しい彼を、心の底から愛しいと思う。

　手を伸ばして引き寄せ、その唇に自分から口づけをした。唇を離したあと微笑むと、激しく憤いきどおっていた眼差しが徐々に静かになっていく。

　誰よりも大切な、私の宝物。

「私は明日、ここから出ていこうと思います。そして伊豆の家族のもとに戻って、佃煮作りの手伝いをしようと思っています。もう父には他にやるべことがあるでしょう？　けれど、母たちの事業も今が正念場。誰かの手助けが必要です」

「……僕はイヤだ。あなたと一緒にいられないなら、生きている意味なんてない」

　聞き分けのない怜人に、また触れるだけの口づけをする。

「怜人……。あなたの役目は私を愛することだけですか？　違うでしょう。あなたにはあなたにしかできないたくさんのことがあるはず。それにあなたの肩には、関連企業で働く大勢の方々の生活がかかっています。例えあなたが新しい事業を起こしたとしても、女性のためにすべてを投げ出す経営者を、誰が信用しますか？　いつかあなたも言っていたでしょう。企業を判断するとき、まずは経営者の人格を見るって」

「……そうやって僕を懐かい柔じゅうするつもりですか？　僕を誰だと思ってるんですか？　あなたはわかっていない。僕はあなたのためなら喜んでなにもかも捨てることのできる、ただのつまらない男です。あなただけが欲しいんだ」

　そう言ってまた憤った眼差しを向ける怜人を、そっと見上げる。

「私だって同じです。あなたを想うことしかできない、ただの女です。でもそんなちっぽけな女でも、大切な人を支えて守ることはできます。……そして待つことも」

　私の言葉に、怜人は今にも泣き出しそうな顔をした。大切な人。誰よりも……愛してる。

「私は待っています。だから、あなたはあなたのやるべきことをしてください。レイチェルの吹ふい聴ちょうで、私とあなたのよからぬ噂が本国の貴族社会に流る布ふしているそうです。まずはその噂を払ふっ拭しょくするだけの働きをしてほしいというのが、お父さまの考えです」

「あの世界をあなたは知らないんだ。簡単によそ者を受け入れる社会じゃない。僕だって、パブリック・スクールでの最初の何年かは大変だった。あなたをあんな場所に連れていきたくない。そんなことをしたら、きっと理咲だって母さんみたいに……」

　怜人が苦しげに言葉を切った。ウィリアム氏が彼に求めることの本当の意味を、聡明な彼なら、きっともうわかっている。

「だけど数年でトップまで登りつめたのでしょう？　あなたならできると、お父さまもおっしゃっていました。そのための手助けをしたいとも。自分には味方はいなかったけれど、あなたには自分がいると。……自分たちには作れなかった新しい未来を、私とあなたで作ってほしいと」

　私を見下ろす、切なさにあふれた瞳が私を捉える。思わず手を伸ばして触れようとすると、怜人の長い指に簡単に手首を捕まえられる。

　そのままベッドに押し付けられ、彼の唇が触れそうな距離まで近づく。

「あなたは……ひどい人だ」

　そうつぶやいた唇が首筋に押し付けられ、そのまま胸元に落ちて夜着のリボンを解いた。

「だけど、僕以外に僕を動かせる人は、世界中であなたしかいない」

　両手を押さえつけられたまま、深く口づけられる。貪るように舌を絡める怜人に、夢中で応えた。こんなキスは初めてなのに、怜人が僅かに唇を離しただけで、もっと欲しくて……どうしようもなく煽られる。

　甘えるようにねだり、いつの間にか解放された手ですがりつく。

「理咲……」

　私を呼ぶ甘い声に、彼の唇の場所を探した。私が怜人に与えた啄ついばむような口づけは、すべてを飲み込む激しい唇に奪われる。

　いつの間にか着ているものが取り払われ、逞しい胸に抱かれていた。唇に、髪に、額に。体中のすべてに、怜人の印が刻まれていく。

「全部……僕のものだ」

　怜人の指が胸の曲線をたどり、それを追うように唇がさまよう。私の敏感な部分を彼の柔らかな舌がなぞり、また漏れる甘い声が怜人を誘う。

「怜人、怜人……」

　彼の名を呼んだ唇が塞がれて、また絡め合って。お互いが、お互いだけのものになるように。あなた以外の誰にも、決して触れさせないように。

　サラサラしたベージュブラウンの髪が、胸からお腹へと動いていく。彼の甘い口づけにすべてを暴あばかれて、溜め息をこぼした唇は、また熱い舌で甘やかされる。怜人の手でとろけた体が、彼だけのために拓ひらかれていく。

　やがて怜人の熱が私を攫った。優しさだけでは済まされない彼の想いが、ひと息に私の中に流れ込んでくる。

「や……」

　荒い息を吐く私の唇を塞ぎながら、怜人が私の中に沈み込んだ。

　怜人の熱い想いで壊れてしまいそう。思わず逃れそうになった私の体を、怜人の逞しい腕が引き止める。

　手を伸ばし、溺れる人のように、彼の首に腕をまわしてしがみついた。

　私の奥深く沈み込んだ怜人が、切なげに息を吐いた。まるでふたりがつながっていることを、たしかめるみたいに。

　離れたくない。彼とこうして、ずっと溶け合っていたい。

「このままずっと、時が止まってしまえばいい」

　そう彼がつぶやいた刹せつ那な、私はこのまま死んでしまってもいいと、本気で思った。










プロポーズは腕の中で〈Will you marry me?〉




「理咲！　お母さんたち、もう行くから！」

　階下から聞こえる母の声に、こちらも大きな声で答える。

「行ってらっしゃい！　お祖母ちゃんも気を付けてね！」

　はーい、という明るい声と共に玄関が閉められる音がして、また静かな朝の空気が戻ってくる。

　私はまだ薄暗い室内の灯りも点けず、六畳の和室に置かれた簡易ベッドから起き上がると、パソコンの電源を入れた。

「またいっぱい来てる。ありがたいけど、相当お待たせしなくちゃいけないなぁ……」

　ストールを羽織りながらパソコンの前に座り、インターネット販売の画面を確認すると、今日も注文がたくさん入っている。先月有名雑誌で紹介されたためか、今月に入ってまた注文が殺到していた。

　十二月に入って一週目のこの時期は、お正月の準備もそろそろ始まる頃だ。

　私はリストを見ながら、おおよその発送時期を伝えるメールを、順にお客様に返信していく。

　怜人のもとを去ってから、およそ一年が過ぎていた。

　あのあと、私は伊豆の実家に戻り、こうして祖母と母の商売を手伝っている。

　怜人の尽じん力りょくもあり、父の会社は無事再起を果たした。

　父の事業再開をきっかけに今までの経緯が明らかにされ、誤解が解けた取引先の多くがまた顧客として戻ってきてくれた。まだ本格的な研究再開には至っていないけれど、まずまずの再スタートを切っているらしい。

　一度は光本製薬に奪われたあの研究も、先方がこの案件から手を引くことで収束した。

　実際は企業秘密の漏ろうえいなど、刑事告訴の対象にあたる出来事があったけれど、なによりも康弘さんの行く末を心配した父が、そのあたりの事情を不問に付ふした。

　康弘さんの私たちに対する傷害事件では、父や陸の口添えもあって執行猶予がついた。

　康弘さんの行方は今のところわからないけれど……。

　父は彼の家族ともたまに連絡を取り、再会できる日を心待ちにしている。

　私と怜人は、あれ以来会ってはいなかった。

　レジーナ製薬との業務提携、そしてテディーズ・カンパニーの全面的な資本提供により研究の再開準備も順調に進み、怜人と父は何度か会っているようだったが、彼も私もお互い連絡を取ろうとはしなかった。

　父も『今回の研究に関して、理咲と怜人くんとのことはまったく関係ない』と私を一切関わらせようとはしない。

　ただ母と祖母は『あんたたち、あんなに仲がよかったのに……』と折に触れてしんみりするので、その都度なだめるのに骨が折れた。

　私は注文メールの返信を終えると、着替えて階下の台所に降りていく。

　祖母と母は毎朝夜が明けきらないうちから漁に出る。

　ひとりで朝食を摂ったあと、私は三人分のお昼を作ってから商店街の店に行く。父が開発したレシピに従って佃煮を調理するのが、現在の私の仕事だ。

　すべて手作りのため大量生産ができず、お客さまをお待たせしてしまうのが悩みだけれど、うちの商品は手作りと安全性が売り物なので、当分はこのペースでやっていくつもりだ。

　父の事業が再開してからは、父と陸がふたりで東京に暮らし、私たちは伊豆に暮らすという離れ離れの生活が続いている。いずれまた家族で住めれば……という希望を持ち、みんなが頑張っていた。

　いつの日か、父の新薬が世界中で発売されれば、きっとその夢も叶うだろう。それに、事業の成功は、薬を待ち望んでいた人たちの生きる希望にもなる。

　本当に……すべてがいいことづくめで怖いくらいだ。

　なにもかもが怜人のおかげ……。

　陸と約束した通り、彼はスポンサーとなり、ときには陸と食事を共にして将来の相談にも乗ってくれている、と母からチラリと聞いた。

　怜人はきちんと食事を摂れているのだろうか、なんていつも余計な心配をしてしまうけれど、元気でいてくれるならそれでいい。

　身支度を整え、軽くメイクをするために洗面台に向かう。

　鏡に映った自分の顔を見つめながら、不意に怜人の魅惑的な琥珀色の瞳を思い出し、心が震えた。

　……元気でいてくれればいいなんて、嘘だ。

　本当は彼に会いたい。力強い腕に抱かれて、私を捉えて離さないあの瞳に見つめられたい。彼の吐息も香りも、すべて私だけのものにしたい。

　そんな考えが脳裏に浮かび、切なさで胸が張り裂けそうになった。

　ダメだ。しっかりしなくちゃ。彼も今、きっとひとりで頑張ってくれている。

　そう自分に言い聞かせると、聞き分けのない想いを断ち切るかのように、髪をギュッとひとつに束ねる。

　そしていつものように、急ぎ足で店へ向かった。




　翌日、私は久しぶりに都内へ出かけていた。

　百貨店からうちの商品をイベントに出したいという話があり、その打ち合わせも兼ねての会食だ。

　場所は都内のホテル。以前、怜人が連れてきてくれた、ロンドンにもあるというヨーロッパ系の老舗ホテルだ。

　怜人と出かけたレストランではなく、もう少しカジュアルなカフェでの打ち合わせを終えエレベーターに乗り込むと、グランドフロアで扉が開く。

　すると、エレベーターホールで外国人の男女が抱き合っているのが目に入った。

「ひゃー、外国の人って、ああいうのオープンですよねぇ。まぁこのホテル、ロマンチックなクリスマス仕様だし、ああいう外国人の美男美女だと絵になりますね～」

　百貨店の催事場担当である藤ふじ田たさんは、私より少し年上の男の人だ。実直な感じの彼は、目を真ん丸にして男女を凝視している。

　そんな藤田さんに苦笑しながら、なにげなく私もそちらに視線を向けた。

　けれど男女の姿が視界に入った途端、体がひやりと冷たくなる感覚に襲われた。

　肩幅が広く、細身だけれど厚みもある体たい躯くにぴったり沿ったネイビーのスーツ。背が高く、手足が長い彼には見惚れるほど似合っていて、そんな彼に負けず劣らずのブロンド美女が彼の首に腕をまわしている。

　後ろ姿だけでわかる……。

　怜人だった。そして、抱擁の相手はレイチェルだ。

　ふたりを前に呆然と立ち尽くす私に、藤田さんが慌てたような視線を向ける。

「葉山さん、いくらなんでもガン見しすぎですよ。ちょ、ちょっと……」

　なんの反応もできない私を、藤田さんが隅っこに連れていこうと腕を組んで引っ張った。

　なおも視線を逸らすことができないでいると、こちら側に顔を向けていたレイチェルが「あれ」という顔をして怜人に耳打ちをする。

　サラサラしたベージュブラウンの頭が振り返り、きれいな琥珀色の瞳が見開かれた。

「ヤバいですって、葉山さん。見すぎですよ。怒られるから早く行きましょう」

　なにも知らない藤田さんはその場を動けない私の肩を慌てて抱き、強引に立ち去ろうとする。

　すると私に気づいた怜人が、足早にこちらに駆け寄ってきて、あっという間に私たちの前に立ちはだかった。

「あ、あの、すみません。僕ら、別になにも……」

　必死で言い訳する藤田さんを一瞥し、怜人の厳しい眼差しが私に注がれる。

「理咲、これはいったいどういうことですか？」

「怜人こそ、レイチェルと……」

　そう言いかけると、ゆっくりとこちらに歩み寄りながら、美しい笑顔を浮かべているレイチェルが視界に入る。

　相変わらずの美貌はさらに磨きがかかったように輝き、身に纏ったワンピースもひと目でわかる上質の物だ。

　どこからどう見てもお似合いのふたりに、胸が締め付けられるように痛む。

　一方私の隣では、藤田さんが困惑の表情を浮かべていた。ハッと我に返り、藤田さんに精いっぱいの作り笑顔を向ける。

「藤田さん、すみません。今日はこれで失礼しますね」

「あ、ああ、はい。それではよろしくお願いします」

　藤田さんにぺこりと頭を下げると、私はくるりと踵を返し、早足にその場をあとにする。

「理咲……！」

　怜人は小走りで立ち去ろうとする私にあっという間に追いつき、がっしりと腕を掴むと、見たこともないような怖い顔で言った。

「理咲、これはどういうことですか？　なぜあの男性とホテルにいたんです？」

「そ、それは仕事で……っ」

「仕事でホテルですか？　仕事関係の相手が、どうしてあなたの肩を抱いていたんですか？　彼はいったいどういう素性の……」

「れ、怜人こそ……レイチェルと抱き合って――」

　言いかけたところで、レイチェルが近づいてきた。

　相変わらずの美しい笑顔を私に向け、優しい口調で〈お久しぶりね〉と挨拶をしてくる。

　ざわめく心を抑えてこちらもなんとか挨拶を返すと、〈フィル、私これで失礼するわ〉と笑顔を残し、レイチェルはその場を立ち去った。

　残された私たちは、気まずい雰囲気のままその場に立ち尽くす。

　やがて、怜人が怖い顔のまま言った。

「この一年、僕はあなたに会えないのを我慢して、こんなに頑張ってきたのに、他の男にやすやすと体を触らせるなんて、いったいどういうつもりなんですか？」

「やすやすと触らせてなんか……」

「触らせていたでしょう。彼はあなたの肩を抱いていましたよ」

　一方的な怜人の追及に、こちらも抗議の気持ちが込み上げる。

「だって、怜人がレイチェルと抱き合っていたから……」

　怜人の首に絡まったレイチェルの赤い爪。思い出しただけで胸がざわざわする。

　沸き起こってくる黒々とした気持ちに負けてしまいそうで、私は唇を噛んだ。

「抱き合ってなどいません。……ちゃんと教えたでしょう。あれは挨拶です。たしかに彼女の場合は、いつも少し親密すぎますけど。彼女が僕の友人と結婚するそうなので、近況報告を兼ねての昼食に付き合っただけですよ。会うのは一年ぶりです」

　怜人は自分を落ち着かせるように短い息を吐き、さらりとした髪を掻き上げた。

　怜人とレイチェルがなんの関係もないとわかってホッとした私とは違い、怜人は不機嫌なままだった。不愉快そうに歪められた端正な顔を見て、胸が刺されるように痛む。

　……怒ってるの？

　ずっと会いたかった怜人とようやく会えたというのに、どうしてこんなことになってしまったんだろう。

　せっかくの再会がこんな形になってしまい、なにも言葉が見つからない。

　ただ黙って立ちすくんでいると、僅かな沈黙のあと、怜人に強く腕を引かれ胸の中に閉じ込められた。そして彼にギュッと抱きしめれられる。

　怜人の逞しい胸に抱かれていると、ざわざわしていた胸の内が澄んでいく。尖っていた気持ちが丸く柔らかくなっていくのを感じる。

　十二月のホテルのロビーは、いつもより多くの人であふれている。

　目の前を通り過ぎたふたり連れの女性が一瞬目を丸くしたけれど、鼻腔をかすめる懐かしい怜人の香りに、そんなことはすぐに気にならなくなった。

「理咲には、また一から教えなくてはいけませんね。これはやりすぎの部類。……というか、これは挨拶じゃありませんけど」

　そう言いながら怜人は私の唇に軽くキスを落とすと、ソファに座らせ、フロントで手早く手続きを済ませる。

「一緒に来てください」

　そう短く言われ、肩を抱かれたままエレベーターに乗った。

「怜人？　あ、あの……」

　怜人の切羽詰まった表情に、行き先を聞くこともためらわれる。

　エレベーターが止まり、彼に連れられて降りると、客室の廊下を進んだ。

　そして突き当たりの部屋にたどりつくと、怜人に手を引かれ、お互いひと言も発しないまま部屋に入った。

　その途端、彼に荒々しく唇を塞がれる。

　強引すぎる行為なのに……私も夢中で彼に応えてしまう。

「あっ……ふっ……」

　奪い合うような激しいキスに、自分のものとは思えない声が漏れる。

　その声に呼応するように、怜人は執拗に私の唇を貪り、ふわりと開いてしまった唇の隙間から狡猾に動く舌を滑り込ませて、味わうように奪い続ける。

　部屋の扉に体を押し付けられたまま、どれくらい唇を合わせていただろう。

　ようやく体を離した怜人が、見たこともないくらい妖艶な眼差しで私を見つめる。

「一年ぶりに見たあなたが、知らない男に肩を抱かれている場面だなんて……。もう我慢できない。ちゃんと手順を踏むつもりだったけど、限界だ」

　そう言い放つと私を抱き上げ部屋の奥まで進み、ダブルベッドの上に横たえる。

　そしてジッと私を見つめながらスーツの上着を脱ぎ、ネクタイを外すと、両袖のカフスを外した。

　仕立てのいいシャツが脱ぎ捨てられ、逞しい胸があらわになった。服を着ていればすらりと細身だけれど、厚い胸板やしなやかな二の腕から指先にかけてのラインは、やはり日本人離れしている。

　頬が焼けるように熱い。彼から目が離せないでいると、私から目を逸らさないままの怜人が、挑むような視線を向けた。

「悪いけど今日は手加減できない。……覚悟して」

　いつも優しい紳士的な彼が見せる荒々しい表情に、ほんの少し怖気づいたものの、すぐにすべてを受け入れる覚悟を決める。

　怜人はベッドに膝をつき、ゆっくりと私に覆いかぶさってきた。

　彼の唇が私のそれに重なり、甘い舌が絡まる。味わうようなキスを交わしながら、怜人はもどかしげに私の衣服をはぎ取っていく。心臓が早鐘のように鼓動を刻むのに、彼の熱い素肌に触れたいと思う気持ちが、私の手を彼の体に絡み付かせる。

　やがて怜人は上体を起こすと、なにも身に着けていない私の体を、真上から見下ろした。彼の視線に、素肌が余すところなくさらされる。琥珀色の瞳がゆらゆらと妖あやしく煌めくのを、全身に満ちた焦しょう燥そうに耐えながら見上げる。

　……早く、触れてほしい。

「……きれいだ」

　そうつぶやいたあと、彼の唇がまた私の唇を塞いだ。甘やかな愛撫を舌で施したあと、頬から耳へ、首筋から胸の上へ休みなくキスが落とされる。同時に、怜人のしなやかな指先が、全身を余すことなくたどっていく。

　心臓の鼓動が速くて、苦しい。

　彼の高まった体温に染められ、私の体温も一気に上がる。

　会いたくて仕方なくて、本当は毎日のように夢の中に登場していたなんて、怜人に言ったら笑うだろうか。

　夢じゃないことをたしかめたくて、すぐそばにある怜人の髪にそっと触れた。すると、私の胸の上で忙しくキスを落としていた彼の顔が、フッと上げられた。

　普段とは違う、幼く無防備な怜人。見たことのない顔を見せられて、また愛しさが込み上げてくる。

「夢じゃない……？　いつもこんな風に、あなたを僕の好きにしていたら、唐突に目が覚めて愕がく然ぜんとするんだ」

　頼りなげにつぶやいた彼の頭を抱き寄せ、私からキスをした。

　離れている間、彼も私と同じ気持ちでいてくれていたことがうれしくて。切なさと愛しさが胸にあふれる。

「夢じゃないなら、僕の好きなようにするよ……。それでもいい？　今日はもう、我慢したくないんだ」

　頬を染めながらうなずくと、すぐにまた彼の唇と指先が体中をさまよった。決して乱暴ではないけれど、焦こがれるような彼の荒々しさが愛しい。手を伸ばし、サラサラした髪に指を差し入れると、顔を上げた怜人が優しい、けれど有無を言わせない瞳で私の体を組み敷いた。

　体が、心が、すべてが彼で満たされ、もう他にはなにも考えられなくなった。

　折りたたまれ、押し拓かれた体。

　飢えたように私を求める琥珀色の瞳。

　そこからは彼の言った通り、思うがままに愛され、翻弄されて――。

　荒れ狂う嵐の中で、私はただ彼の背中にしがみつき、声を上げることしかできなかった。




　あれから何度も愛し合い、気づいたときには夜も更けていた。

　一年ぶりに会ったとはいえ、あまりにも激情に流されすぎた私たち。冷静になってみれば、さすがの怜人も戸惑いの表情だ。

「ええと……。理咲、まずはお母さんに連絡を入れたほうがいいのではないですか？」

「そ、そうですね……。えぇと、なんて言ったらいいんでしょうか……」

　怜人のことであれほどふたりをヤキモキさせておいて、いきなり外泊とは……と思ったものの、電話に出た母には正直に「偶然怜人に会い、そのまま一緒に過ごす」と伝えた。

　こちらの戸惑いをよそに、うれしそうに「あぁ、そう。よかったわね」と言って電話を切った母。その嬉々とした声色から想像すると、今頃は祖母と祝杯を挙げているに違いない。

　怜人は腕枕をしながら、さっきから私の髪を何度も梳いている。

　まるでなにかをたしかめるように、私に触れる怜人。大切なものをそっと扱うような優しい手に、幸福すぎて胸が痛くなる。

「葉山化学工業も軌道に乗ったし、レジーナ製薬との契約もうまくいきました。それに一番懸念していた光本製薬も、案外すんなり手を引いて……。葉山社長はこちらの提案に受容的ですが、唯一の条件として、製品化の際には必要な人たちに安価で手に入るようにすることを提示しています。英国でもこのことは話題になっていてね。利益よりも人々のことを考える優れた研究者だと、あなたのお父さまはちょっとした有名人ですよ。雑誌にもインタビューが載って……」

　このことで、貴族社会にも私のことが受け入れられやすくなったのではと、ウィリアム氏も喜んでいるそうだ。

　それに、あんなに私を敵視していたレイチェルも、最近は別の意味で私のことを気にかけてくれているという。

「彼女、自分が幸せだからか、僕にも幸せになってほしいって」

　そう言えば、さっきのレイチェルには、以前のような棘々しさがなかった。

　彼女にも幸せが訪れたと知り、なんだかホッとした気分だ。

「だから、あとはどうやってあなたを迎えに行くか、という段階だったんですよ。ヘリで伊豆に駆けつけるとか、部屋中を薔薇で埋め尽くすとか……。あなたを待たせた分、どんなサプライズで驚かせようかと考えていたのに……。それはそうと、さっきの彼とは本当になんの関係もないんでしょうね？」

　私が百貨店の藤田さんに肩を抱かれていたことがいまだに許せないらしい怜人は、さっきの場面を思い出したのか、少しムッとした表情で私を覗き込む。

　なんでもないと言っているのに……。少し度が過ぎる怜人のヤキモチにあきれながら、私は彼の胸にそっと顔を寄せた。

「あれは……。私があまりにも怜人とレイチェルをまじまじと見ているものだから、失礼なんじゃないかって、藤田さんが気を遣って……。私は別の意味でショックだったんですけど」

　ずっと会いたいのを我慢していた最愛の人が他の女性と抱き合っているのを見て、とても悲しくなってしまったのは本当のことだ。

「レイチェルと怜人が、とても親しげにしていたから……」

　少し甘えるようにつぶやくと、怜人は、「挨拶だと言っているのに……まったく、あなたには本当にあきれる」と小さな溜め息をついた。そう口では咎めたものの、次の瞬間には私の腰を引き寄せ、体をギュッと密着させる。

「そんなに僕に触れたいのなら、一晩中こうしていてあげます。……その代わり、責任は取ってもらいますよ？」

「え!?　でも、夕食もまだだし、どこかへ食べに――」

「ルームサービスでいいでしょう？　せっかく運命のようにまたあなたに会えたんだし……。散々おあずけだったんですよ？　このままふたりきりで、朝まで過ごしましょう」

　あたふたと慌てる私の鼻先に、笑いながら怜人がチュッ、とキスを落とす。

「怜人っ……」

「真っ赤ですよ。もっとすごいことをしているのに、今さら……」

　そう言われて、ますます真っ赤になってしまった私を、怜人がジッと見つめる。

　間近にある彼の瞳が、不意に真剣になった。

「この一年、どこにいてもあなたの顔が見たくて、淋しくて……本当につらかった。だけどこれからは、ずっと一緒にいましょう。もう、うんざりするくらいにね」

「え、でも怜人は、日本と英国を行ったり来たりで忙しいんでしょう？　だったら、簡単には会えないんじゃ……」

　と私が言うと、怜人はわざとらしく眉根を寄せる。

「ああ、もう……。あなたって人は、本当に全部言わなくちゃわからないんですね」

「だから、なにが……」

　またなにか粗相をしてしまったのではと慌てる私の髪を、クスリと笑った怜人が優しく撫でる。

「もう二度と僕から離れないでほしい。もう身代わりの秘書なんかじゃなくて、僕だけの大切な人になってください」

　怜人が私を引き寄せ、強く抱きしめた。そして優しいテノールの声が、耳元に落ちてくる。

〈Will you marry me?〉

　思いもよらない彼の言葉に、うれしくて……思わず涙があふれる。

「理咲……？」

　そっと覗き込んだ琥珀色の瞳に、泣き笑いでうなずいた。

　彼と出会い、さまざまなことを通じて彼の優しさと強さを知り、その深い孤独を知った。

　そんな彼に惹かれてしまう自分を止められなくて、気づいたときにはもう、あと戻りできないほど愛してしまっていた。

　本当はホテルのヘリポートで最初に出会ったあのときから、きっと私はこの瞳に恋をしていたんだ。

「理咲……。あなたの返事を聞かせて」

　煌めく瞳で私を見つめる甘い王子さまに、涙を拭いて、とびきりの笑顔で答える。

「はい……。私もあなたと、ずっと一緒にいたい」

　愛を告げる怜人の琥珀色の瞳が、言葉の代わりに優しく潤む。

　それから交わす口づけは、溶けるほど熱く、夢のように甘く、彼の想いで体の隅々まで満たされる長い夜が更けていく。

　そして私は、偽物なんかじゃなく、本物の私になる。

　彼の腕の中で、本物の愛に包まれて。
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あなたは私の宝物




　怜人と再会してから、早くも三週間あまりが過ぎた。

　ロンドンの街はクリスマスシーズンを迎え、色とりどりのイルミネーションで飾られている。

　一年で一番華やかだというショーウィンドーはさまざまな工夫がこらされて、いくら眺めても飽きることがない。行き交う人々も誰もが穏やかな喜びの表情を浮かべている。

　日本のクリスマスと少し雰囲気が違うのは、キリスト教が深く根付いたこの国では、人々にとってこの日がとても重要な意味を持つからなのだろう。

　私は怜人との待ち合わせ場所のカフェで温かなミルクティーを飲みながら、窓越しに人々の様子を眺めていた。

　私が急遽ロンドンにやってきたのには、理由があった。

　クリスマスシーズンのこの時期は、ロンドンの社交界では特にパーティが盛んだという。

　そこで、いい機会だから私のお披露目も兼ねていくつかパーティに出席してはどうかと、ウィリアムが言いだしたのだ。

　普段、あまりその手のパーティには参加しない怜人は、最初かなり渋ったようだけれど、ウィリアムから『こういう根回しが後々、理咲のためになる』と言い含められ、イヤイヤ承知したというのが本当のところだ。

　慌ててにわか揃えのドレスを用意し、ダンスを猛レッスンした末、なんとか怜人に恥をかかせることなくいくつかのパーティへの参加を果たし、ご挨拶すべき方々へのお目通りを終えた。

　数々の試練に怜人とふたりで耐え、ようやく解放された今日は、もう既にクリスマスイブを翌日に控えていた。




　約束の時間を少し過ぎた頃、息を切らせた怜人が、カフェに入ってきた。

　怜人は今日で仕事を一段落させ、私とは明日から年末までの一週間ほどを英国郊外の本宅で過ごし、そのあとは日本で年末年始を過ごす予定になっている。

「遅くなりましたね。ずいぶん待たせてしまいましたか」

　怜人はトレンチコートを手に抱え、乱れた髪をさらりと直す。

　日本と違って、ここには怜人のような髪や瞳の人がたくさんいるけれど、彼の特別な魅力を放つ端正で甘い顔立ちに、注文を取りに来た店の女の子が見惚れているのがわかった。

　怜人は慣れた様子で営業用の笑顔を返し、〈僕にも彼女と同じものを〉とオーダーすると、私の隣の椅子に座って早速頬にキスを落とす。

　それを見て、女の子は少しつまらなさそうな顔をして、席をあとにした。

　……やっぱり怜人の威力は、ここでも通用するんだ。

「お仕事は大丈夫ですか？」

「ええ。きっちり終わらせてきたから、これから一週間はあなたとのんびり過ごせる」

　そう言いながら、怜人は私の頬を愛おしげに手の甲で撫でる。

　こちらでは、クリスマス当日を家族でのんびり過ごす習慣がある。

　その日はすべての店舗が休みとなり、交通機関までがストップするらしい。

　そのあたりは日本とまるで事情が違うけれど、宗教的な意味合いを持つ特別な日だから、それも当たり前のことだという。

　怜人とウィリアムは、ここ何年か一緒にクリスマスを過ごしたことはなかったらしいけれど、今年は私も交えて久しぶりに家族でのクリスマスを過ごすことになった。

　どうしても外せない予定が入っているウィリアムはクリスマス当日に戻るらしく、私たちだけでひと足早く本宅へ行くことになっている。

「こちらへ連れてきて、いきなり緊張させることばかりで……。本当はとても疲れたんじゃないですか」

「いいえ。緊張しましたけど、とても楽しかったですよ。みなさん、親切な方ばかりでしたし」

　本当は社交界のパーティだなんて、どんなに堅苦しくお上品なんだろうと、とても緊張していたけれど、実際にお会いしてみればみなさんとても優しい方ばかりだった。

　特に、普段顔を見せない怜人が現れたことはみんなに喜ばれた上、併せて結婚するというおめでたい話題の発表もあり、怜人の学生時代の友人たちや年配の方々にとても祝福していただけた。

　……でもやっぱり、一部の若いお嬢さまたちには、とてもキツイ視線を向けられてしまったけれど。

「年末に遊びに来ないかってハリーに誘われたんだけど、今回は予定が合わないと辞退しました。じゃあこの次は必ずと約束させられたから、次にこちらに来たときには行かなくてはいけないですけど」

「私もまたハリーやレイチェルにお会いしたいです」

「本当に？　それならよかった」

　怜人が安心したように笑顔を向ける。

　レイチェルとは何度か参加したパーティで会ったけれど、いつも私を手厚くサポートしてくれていた。興味本位で怜人とのなれそめを根掘り葉掘り聞いてくるお嬢さまたちから、さりげなく守ってくれたのだ。

　レイチェル自身はハンサムな貴族の御曹司との結婚が決まっている。まさに幸福の絶頂という感じで、キラキラと輝くオーラを放ちまくっていた。

「明日の朝ここを発って、しばらくは田舎暮らしだから退屈かもしれないけれど……。とても美しい場所だから、連れていってあげたい場所がたくさんあるんですよ」

「私、とても楽しみにしているんです。それに……怜人とずっといられるなんて、本当に久しぶりだから」

　再会してからも、怜人はとても忙しい毎日を送っていた。最近は英国での仕事も増え、文字通り後継者としての役割を果たしているようだ。

　私のほうも怜人のプロポーズを受け、母や祖母とやっているよつば商店の仕事の引き継ぎやら渡英の準備やらで、慌ただしく日々が過ぎた。

「ようやく再会できたのに、あまり構ってあげられなくて……。淋しい思いをさせたのではないですか？　許してください。その分を取り戻すつもりで、休暇中はあなたにかかりきりになりますから」

　そう言った彼の瞳が妖しく揺れて、どきりとしてしまう。

　たしかにロンドンに着いてからは、目が回るような忙しさだった。社交界のマナーや英会話、ダンスのレッスンを毎日のように受けなければならなかったし、それに加えてドレスやクリスマスプレゼントを選ぶことも必要だった。

　その合間を縫って夜はパーティにも参加していたので、毎日予定がびっしりだったのだ。

　同じく仕事とパーティで忙しくしていた怜人とは、こちらに滞在している二週間のうち、何度かふたりで食事をしただけで、ゆっくり話せる時間がほぼなかったと言っていい。

　私の面倒を見てくれたのは主にクラウディアで、六車さんは本社で忙しく動き回る怜人のフォローで身動きが取れない状態だ。

　ロンドンの怜人の家は、有名な公園の近くにある、クラシカルな外観のアパートメントだった。ここは近くに怜人の会社が所有する高級デパートもある、ロンドンでも有数の高級住宅街だ。

　白を基調としたヴィクトリア朝のアパートメントは、漆喰が印象的な一見古くて温かな建物だけれど、中に入ってみるとその豪華さにただただ驚かされた。

　怜人はロンドンでもひとり暮らしだけれど、寝室だけでなんと六部屋もあるのだ。

　東京の怜人の部屋だってとても豪華だけれど、ロンドンの彼の部屋はその比では無かった。キッチンやバスルームなど、どこも本当に豪華な造りだが、中でも圧巻なのはリビングからの景色だ。

　広いリビングの窓を開け放つと、すぐそこにハイドパークを一望することができる。緑濃いこの公園は、きッと四季折々の美しさを見せてくれるのだろう。

　留守がちな怜人は部屋の管理を専門の業者に任せているらしく、毎日複数のお手伝いさんが出入りしていた。昼夜関係なく仕事に明け暮れていた怜人は、『理咲がゆっくり休めないといけないから』とゲスト用の寝室を用意してくれていた。

　食事や掃除、ベッドメイキングまできめ細かい配慮がなされ、とても快適ではあったけれど、あまりにも整然として無機質な部屋の様子に、少し淋しかったのが本音だ。

　毎日帰ってくるのが遅かった怜人とは、別々の部屋で眠っていたために結局顔を合わせない日もあった。だからこうしてようやくふたりで過ごす日を迎えられて、本当にうれしい。

「ここ数年あまりロンドンの自宅では過ごしていなかったから、こちらのメイドさんたちとはあまり面識がないのですが、本宅のメイドさんたちはみんな古くからいる方たちばかりですし、理咲のこともきちんとお話ししてあります。みんな会えるのを楽しみにしているみたいだから、理咲もリラックスして過ごしてくださいね」

「ありがとうございます。とても楽しみです」

　クリスマスイブ前日のカフェは、待ち合わせの人たちでにぎわっている。

　怜人はうれしそうに私の手を取り、自分の頬に当てたあと、そっとキスを落とした。そんな彼の態度に、いくら外国だからと言っても戸惑いが隠せない。

「あの、怜人、こういうのは、家に帰ってから……」

「これから、まずはメイドさんたちへのクリスマスプレゼントを選ぶのを付き合ってください。食事はそのあとでもいいですか？　用事を済ませておかないと、あなたにかかりきりになってしまったら、なんにもはかどらない」

　そう悪戯っぽく揺れた琥珀色の瞳に目を奪われた瞬間、彼の唇がそっと私の唇に重なった。




　翌日、私たちはロンドンから車を走らせ、アスコット家の本宅に向かった。

　ロンドンから車で二時間ほど走った頃から、辺りは牧歌的な田園風景に変わる。緑が失われた冬のこの時期は、麦わら色のなだらかな丘陵が延々と続くだけの景色だけれど、私にはなんだか暖かさが感じられて、心が落ち着く。

　出発から約三時間後、私たちは〝本宅〟と呼ばれる怜人の家に到着した。

　アスコット家は何百年もの歴史を持つ公爵家だ。

　その歴史に相応しく、本宅と呼ばれるこの家は、丘の上に立つ、古いお城のような建物だった。

　何度も改築を繰り返したとみられる建物はおとぎ話にでも出てきそうな典型的な英国ゴシック様式で、まさに〝お城〟という表現がぴったりだ。

　怜人の車は門番が守る門をくぐり、両側に木々が植えられた坂道をぐるりと回遊するようにお城の玄関まで登る。

　その途中に見えるのは、花々が咲き乱れる園庭や、テニスコート、小さな噴水を伴った東あずま屋など。まるで観光地にある歴史的建築物のようなスケールの大きさに、驚きで言葉も出ない。

　ようやく建物が見えてくると、門番が連絡していたのか、たくさんの人々が出迎えてくれた。

　ロンドンの郊外にあるこの土地は、古くからアスコット家が所有していた領地だ。

　長男に家督を譲ることが厳しく決められている公爵家では、相続税などで所有している土地が目減りしていかないよう、代々の当主がさまざまな事業を展開していたと聞く。

　彼の曾祖父に当たる当主が始めた百貨店とホテルの事業が当たり、それ以降は資金繰りに苦労することもなく資産を守っているのだと、大方の事情は聞いていたけれど、まさかこんなに大きなお城が家だとは……。

　怜人の家で働く人たちをひとりずつ紹介してもらい、リビングで温かなお茶をいただいたあと、私は二階の部屋に通された。

　その部屋は、大きなガラス扉で南向きの広いバルコニーにつながっている、二十畳ほどの広さの部屋だ。

　部屋の造りには長い歴史を感じさせる重厚感があったけれど、白を基調としたベッドファブリックやソファセット、明るい色のカーテンなど、インテリアは新しいものだ。新古のバランスが見事なまでに調和されているのは、きっと家具の材質やデザインに細部まで配慮がされているからなのだろう。

　背もたれの部分に彫刻が施されたロココ調のソファセットや、緻密な織り模様のカーテンも素晴らしかったけれど、なによりも目を引いたのは天てん蓋がい付きの大きなベッドだ。

　ほぼ正方形の天蓋から、四方を取り囲むようにしつらえられたオーガンジーのカーテンは幾重にも重なり、フレームの部分には細やかな彫刻が施されている。

　まるで中世のおとぎ話に出てきそうなベッドには、上品な生成りの光沢を放つシルクのクッションがいくつも重ねられている。

「すごい……。とっても素敵なお部屋ですね」

「あなたを連れて帰ってくると言ったから、みんなで張り切ってインテリアを新しくしてくれたみたいですね……。もともと僕がひとりで使っていたときは、もっとシンプルななにもない部屋でしたから」

「え……」

「フィアンセと一緒に帰ると言ったから。ここはゆくゆくは夫婦の寝室になる予定です。……もちろん、今回の滞在もこの部屋で一緒に過ごすつもりですけど。ようやくあなたと一緒にゆっくり過ごせるんですからね。昨日だって……あなたはすぐに寝てしまうし」

　そう言いながら怜人は手荷物をさっと片付けてしまい、意味ありげな予告に赤面してぼうっと突っ立ったままの私に近寄ると、鼻先にチュッ、とキスを落とした。

「れっ、怜人……」

　とろけそうに甘い瞳で見つめられ、体中が幸せな気持ちで満たされる。

　昨夜はカフェで待ち合わせしたあと、たくさんの買い物とここへ来る準備で大忙しだった。

　連日の疲れもあってソファでうたた寝をしてしまい、いつの間にか部屋のベッドに運ばれて目覚めたときには朝だったから、怜人とゆっくり過ごせるはずもなくて……。

　顔を赤らめる私にはお構いなしに、怜人は悪戯っぽく笑いながら、うれしそうに私の体を抱きしめる。

　熱を持った怜人の体から発する、官能的な香り。

　怜人と過ごす甘い時間を想像してしまい、彼に伝わってしまうほど高鳴る心臓の音をどうすることもできないまま、私はその腕の中に身をあずけた。




　荷物の整理を済ませひと息つくと、怜人は「動きやすい格好に着替えてから降りてきて」と言い残し、一足先に部屋を出た。

　Ａラインの薄いピンクのワンピースから、水色のニットと黒いパンツに着替え、ハーフコートを持って階下に下りると、怜人が玄関のエントランスで待っていた。

　別の部屋で支度を整えたのか、怜人の服装もさっきとは変わっている。

　その姿は、まるで雑誌から抜け出たような英国紳士の乗馬スタイルだ。ぴったりした白のパンツにネイビーのジャケットを合わせ、乗馬用の黒いブーツを身に着けた姿は凛々しくて、うっとりしてしまうほど素敵だ。

「馬に乗るの？」と聞くと「一緒に来て」と怜人。

　広いお屋敷の敷地を車で少し走って厩きゅう舎しゃにつくと、車を降りた怜人は待ちきれないように一頭の馬に歩み寄った。

　とても美しい白い馬が、うれしそうに鼻を鳴らして彼にすり寄っている。

　怜人はひとしきり馬との再会を喜ぶと、遠巻きに見ていた私に向かって「おいで」と手招きをする。

「理咲、彼はラファエル。僕の馬です」

　そう言って彼が頬を撫でると、白い馬がブルッと鼻を鳴らしながら私をチラリと見た。

　大きく潤んだ青い瞳。今まで見たことのない美しさに、ただ圧倒されて言葉も出ない。

「ラファエル……。こちらは理咲。僕の大切な人だ。今日は僕と一緒に乗せてもらえる？」

　そう言いながら彼は私に目配せし、「撫でてあげて」と私の手を引き寄せる。

　馬に触るなんて、生まれて初めてのことだ。けれど、おとなしく利口そうなラファエルに、恐怖心はまったく感じない。

　首にそっと手で触れると、彼はなにかを探るようにジッと私を見つめている。

「初めまして。よろしくね」

　すべすべした毛並みを何度も撫でると、「ブルル……」と気持ちよさそうに鼻を鳴らし、私の体に顔をこすりつけてくる。

　こんなに大きくて威厳のある生き物なのに……すごくかわいい。

「よかった、理咲が気に入ったみたいだ。……じゃあ、おいで」

　お世話係らしき人に鞍くらをつけられたラファエルが厩舎から出てくると、ひらりと先に背中に乗った怜人に手を差し伸べられる。

　おずおずと手を出すと、強い力で引き上げられ、あたふたと怜人の前にまたがった。

　怜人が私の後ろから手た綱づなを持つと、ギュッと抱きかかえられるような形でふたりが密着する。

　戸惑う暇もなく、怜人はラファエルを駆かった。




　馬に乗るのがこんなに爽快だなんて、知らなかった。

　冬の枯かれ木こ立だちの中を駆けていくのは、まるで空を飛んでいるような気分で、振動は感じるものの恐怖感はまったくなかった。

　なにより背後から私を守るようにする怜人を感じて……。それだけで胸がキュンとなる。

　どれくらい走っただろう。周囲を冬の木々に囲まれた、なだらかな勾こう配ばいを走り抜けると、不意に視界が開けた。

　少し小高い丘からは、果てしなく広がる田園風景が見渡せる。

　丘の上を登り切って平らな場所までくると、怜人は手綱を引き、ラファエルを止まらせた。

「理咲、大丈夫でしたか」

「はい。すごく気持ちいいです。それに、とってもきれいな場所ですね」

　そう言いながら遥かな大地を見渡すと、背後の怜人が少し安心したのがわかった。

「この土地は代々僕の家が受け継いできた場所です。この土地を維持するのが僕らの義務。だからこそ事業を維持して、拡大する必要がある」

　ハッとして振り返ると、優しいけれど真剣な表情にぶつかる。

「あなたと離れていた一年間、僕は必死で事業に取り組んできました。同時に、ここへ帰ってくる機会も多くなった。そして自分の生まれついた環境とその責任について、改めて深く知ることになりました。僕にはここを守る義務がある。理咲、僕と一緒に生きるなら、否応なしにあなたにもその責任がかかってきます」

　そう言った怜人の、強い瞳が私を捉えた。

　優しいけれど、優しいだけじゃない。怜人は、私の愛する人はそんな人だ。

　彼のことを想うだけで、私の心は意味もなく震える。

「僕はもうあなたを離せない。だけど、あなたを縛ることもまたできない。……だから選んでください。僕と一緒に生きることを」

　振り返った私の顎を怜人に捉えられ、唇が触れるか触れないかの距離で見つめられる。

「……選んで。僕と生きると」

　甘く掠れた声。少し乱れた前髪から覗く瞳が煌めいて――。

　思わずクスリと笑みを漏らすと、心外だと言わんばかりの怜人が、真剣な口調で抗議する。

「僕はこんなに真剣なのに、いったいなにがおかしいんですか？」

「だって……。こんなの、イエスと言うしかないじゃないですか」

「イヤだというんですか、あなたは」

　真剣な表情で私を見つめる怜人。そんな彼が愛しくて……。そんなわけない、そう笑って答えようとした唇が、彼の吐息で塞がれた。

　乗馬用グローブを付けたままの、いつもより少し強引な怜人の手で頬を包まれ、長い口づけが続いて――。

「イエスと言ってください」

　突然のキスですっかり息を乱してしまった私を抱いたまま、甘く掠れたテノールの声が耳元で囁いた。

　一途な瞳をした私の暴君に、これ以上はふざけていられないと悟る。

「もうずっと前から、私の人生にはあなたと一緒の未来しかありません」

　しっかり目を見て答えると、ようやく表情を緩ませた怜人がまた私にキスをする。

　ラファエルの背の上での、終わりのない長いキス。

　彼と触れ合っていたいのは私も同じだけれど、いつまでも続くキスに、少し慌ててしまう。

「怜人……。ラファエルがびっくりしてます……」

「大丈夫。コイツも男だから、僕の気持ちは察してくれています」

　笑いながら、なおも彼はキスを止めようとしない。そんな私たちを、ラファエルは微動だにせず待っていてくれる。

　やがてようやく唇を離した怜人が、甘い余韻の残る声で言った。

「今の時期はこんなに殺風景ですけど、春から夏にかけてはとても美しい土地なんです。……そうだな、あなたが僕の花嫁になる頃には、きっと緑が芽め吹ぶき花が咲き乱れているでしょう」

「それじゃ、今度はお弁当を持ってピクニックに来ましょう。私、怜人に作りたいお弁当があるんです」

　そう言うと、背後でうれしそうな笑い声が聞こえる。

　玉子焼きとタコさんウィンナーのお弁当。それ以外にも、彼の好きなものをたくさんバスケットに詰めて持ってこよう。

　ウィリアムや私の家族、それに六車さんやクラウディアや……。私たちを見守ってくれている人たち、みんなで一緒に。

　そう思い浮かべた私の考えは、きっと今怜人が考えていることと同じだ。

　どちらからともなく目と目が合い、ふたりに笑顔があふれる。そして……触れ合うだけのキスを、もう一度。

　さすがに退屈になったのか、ラファエルがブルル……となにかを訴えるように鼻を鳴らしている。

「楽しみだな。……本当は今すぐ結婚したいけど、それまで我慢します。だけど……早く部屋でふたりきりになって、本格的にあなたにかかりきりになりたいな。もう我慢できそうにない」

　そう熱っぽくつぶやくと、怜人は姿勢を正して手綱を引く。

　私たちを乗せた白い馬は、また木立の中を駆け抜けていった。




　家に戻り温かなもてなしの夕食を済ますと、私と怜人は早々に部屋に戻った。

　先にバスルームを使わせてもらい、荷物の整理などをしてしまう。

　怜人と再会してから、本当にめまぐるしい毎日だったけれど、ようやく心からほっとできる気がする。

　怜人はまだバスルームだ。私は荷物の中から、きれいな包装紙でラッピングした小さな包みを取り出した。

　忙しい毎日の合間、時間を見つけて内緒で編んでいた濃紺のマフラーが怜人へのクリスマスプレゼント。カシミアの糸で編んだからきっと暖かいと思う。

　思えばこれが私から贈る、初めての彼へのプレゼントだ。

　喜んでくれるかな……。

　私は包みのリボンを撫でながら、ロンドンでの二週間のことを思い出す。

　とても忙しく緊張した時間を過ごした日々だったけれど、素敵な出来事だってたくさんあった。特に、初めて怜人とダンスを踊った日のことは、きっと生涯忘れることはないだろう。

　踊ったのはワルツ。覚えたばかりのおぼつかない私のステップでも、怜人の巧みなリードにかかれば魔法のように軽やかに踊ることができた。

　優雅なステップ、少し強引なターン。ふわりとドレスが膨らみ離れた腰は、すぐに彼の大きな手で引き戻され、逞しい腕の中に閉じ込められる。そんな怜人の姿は、まるで本物の王子さまみたいだった――。

　ときめくワルツを思い返していると、腰にバスタオルを巻いただけの怜人がバスルームから出てきた。

　まだ湿ったままの髪とあらわになった上半身に、ドキっとして慌てて目を逸らす。

　日本人とは明らかに違う骨格には筋肉が程よくついていて、美しいとしか言いようがない。

　怜人のセクシーな姿にドキドキしながら、そんな胸の内がばれないよう、私はさもなんでもないかのようにソファに座る。

　一方の怜人は、私の目など気にする様子もなくシルクのパジャマに着替えると、ニコニコしながら私の隣に座った。

「理咲に渡したいものがあるんです」

「あ、私も……」

　そう言って手に持っていた包みを見せると、怜人の顔がさらに甘く緩む。

　そのうれしそうな顔にキュンとしながら包みを渡すと、彼はすぐに包装を解き、中から出てきたマフラーを驚いたように見つめた。

「これは……理咲が作ってくれたんですか」

「あ、あの、あまり上手じゃなくてごめんなさい……」

　怜人はしばらく黙っていたけれど、やがてはにかんだようにマフラーを首に巻いて、私に見せた。思った通り、濃紺のマフラーは怜人にとても似合っている。

「暖かい。すごく……うれしいです」

　怜人の喜ぶ顔を見ていると、私も思わず笑顔になってしまう。

　ひとしきりマフラーの手触りを楽しんだあと、怜人はそれを丁寧に畳んでサイドテーブルに置くと、少し改まった態度で、私の前にベルベットの小箱を差し出した。

「これを理咲にもらってほしいと、父が」

　受け取った小箱を開けてみると、中には紅あかい石がついた指輪が鎮ちん座ざしている。

　繊細な彫刻が施された金の台座にはめ込まれた真ん中の石は、ルビーだろうか。周囲に巡らされたダイヤモンドの煌めきが、真紅と言ってもまだ足りないほど深い紅色をさらに引き立てている。心を奪われてしまうほどの美しさに、私は息を呑んだ。

「これは……」

「ピジョン・ブラッドと呼ばれる最高級のルビーを用いた、我が家に古くから伝わるリングです。曾祖母から祖母、それに母へと伝えられてきたものだそうです」

　気安く触れることもできない。それほど、その指輪には高貴な気品が漂っている。

「で、でも、こんな大切なもの」

「いいから、はめてみて」

　怜人が私の手を取り、迷うことなく左手の薬指に指輪をはめる。

　指輪は私の指にするりと入り、驚くほど自然に手になじんだ。私は言葉を失ったまま、不思議な輝きを放つ紅い石を見つめる。

「サイズ、ぴったりですね」

　甘い微笑みを浮かべた怜人が、私をそっと抱き寄せる。

「エンゲージリングは理咲が喜びそうなものを改めて買うつもりですが、受け取ってくださいますか。僕の妻になる人が持つべきものなので」

　今日怜人と見た田園風景が脳裏に浮かび、この指輪を受け取る意味を悟った。

　怜人と共に生きるということは、さまざまなことを彼と一緒に背負うということだ。

　とても大変なことだけれど、私の人生に怜人がいないことなど、もう考えられない。

　手をかざして薬指で光る紅い石を見つめた。いつの日か、怜人の隣でこの指輪を恥じることなくつけられる自分になりたい。

「私でよければ、喜んで」

　怜人の目を見つめ、しっかりした言葉で答えると、彼の瞳が輝きを増した。

「ありがとう。……とてもたくさんのことを背負わせてしまうけれど、僕があなたを一生守ります」

　怜人の腕に力がこもり、彼の胸の中に閉じ込められる。温かで逞しい胸に顔を埋めながら、一生あなたを守る――そう言ってくれた怜人を、私も抱きしめ返した。

　彼に相応しい女性になれるように。ずっと隣にいられるように。これからも、たくさんのことを学んでいこう。

「怜人のほうがたくさんの荷物を背負っているでしょう？　私も一緒に持てるように、もっと強くなりますから」

　私の言葉に、怜人がハッとしたように体を離した。そして大好きな琥珀色の瞳を細め、ちょっと悪戯っぽく笑う。

「もっと強くなるの？　これ以上？　今だって僕は、いつもあなたに振り回されっぱなしなのに？」

「そ、そんなこと……」

　抗議の言葉は、彼の熱いキスで塞がれる。

　笑いながら繰り返すキス。ふざけて逃げようとする私を、怜人のしなやかな手が捕まえる。そのうちに彼が本気になって……。

　そのままベッドに倒れ込み、味わうような長いキスが始まった。

「ん……怜人、ま、待って。もう少し、イブの夜を……」

　早急な仕草でレースのパジャマを脱がそうとする怜人から、なんとか逃れようと試みる。

「どうして？　クリスマスイブなんだから、早く理咲を愛したい」

「でも、みんなからのクリスマスプレゼントやカードを、まだ見ていないですし」

　レイチェルやクラウディア、六車さんや私の実家から、カードやプレゼントがたくさん届いている。今まで私たちのことで心配をかけ、たくさんお世話になった人たちからのメッセージ。怜人とふたりで確認し、みんなの優しさに感謝したい。

　そう思ってベッドから抜け出そうとする私を、怜人はなかなか離してくれない。

「んんっ……。待って、あっ……」

「僕だってプレゼントが欲しい。さっきのマフラーだけじゃ、まだ足りない……」

　子供のようにダダをこねる怜人が、私の胸に顔を埋めながら囁くように言った。

〈You are my treasure〉

「え？」

　怜人の言葉に、どきん、と胸が鳴る。

「お父さんの謎解きのパスワード。……あなたに会うたび、僕がずっと思っていた言葉です」

　You are my treasure――あなたは私の宝物。あなたは僕の大切な人――。

　怜人が謎解きを終えたあと、『あのパスワードはなんだったの？』といくら聞いても、教えてくれなかった。お父さんに聞いても『男は、そういうことを簡単に言うものじゃない』なんて、まるで協定を結んだように怜人と同じことを言っていたのに。

　このタイミングでそんなこと言うなんて……ずるい。

　思わずあふれてしまった涙を、怜人の唇が拭う。

「僕の大切な人を、早く抱かせてください」

　誘うように怜人の瞳が煌めいて。




　初めてふたりで過ごすクリスマスイブの長い夜は、まだ始まったばかりだった。
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君は僕の宝物～side怜人～




　朝、目を覚ますと隣にいるはずの理咲がいなかった。

　手を伸ばせば届く距離にいるはずの最愛の人がいない。バスルームやクローゼットルームを探してみたものの、どこにも姿が見えなかった。

　慌てて身繕いをして部屋から飛び出した。螺ら旋せん階段を駆け下りてダイニングやリビングを探してみたが、やはり理咲の気配は感じられない。

　まだ夜が明けたばかりだというのに、こんな早朝からいったいどこへ行ってしまったのか。

　心配のあまり、苛々して神経が過敏になっていく。




　今日は心の底から待ち焦がれた彼女との結婚式。まだ時間にゆとりはあるものの、こんな大切な日に僕になんの断りもなく外出するような彼女ではないはずだ。

　六月に結婚することを決めたのは、この土地の一番美しい姿を理咲に見せたい、という思いがあったからだ。

　もちろん梅雨の日本とは違い、過ごしやすい時期だということも理由のひとつだけれど、これから長い生涯をかけて過ごす大切な場所を、理咲にもっと好きになってもらいたいからだった。

　そんな思いもあって、結婚の準備のために三か月前から英国の本宅で過ごしていた彼女とは、忙しい時間をやりくりしては色々なことをして過ごした。

　乗馬の練習や地元での慈善活動、僕が不在の日には屋敷で働く人たちから積極的に英国の料理や生活習慣、年中行事などを教わり、最近では彼女の作った料理――日本料理の日もある――が食卓に並ぶこともある。

　彼女がカトリック教徒だったこともあり、地元の教会での挙式の準備もスムーズだった。バザーや教会行事などにも積極的に参加し、老人や子供たちをさりげなく気遣う彼女の温かな思いやりは参加者からも評判だった。そんな理咲だから、地元の人たちも両手を広げて歓迎してくれていた。

　僕のそばで、慎ましやかに、けれどどんどん美しくなっていった理咲。なにもかもがうまくいっていたはずだ。

《マリッジブルーってヤツだよ、フィル》

　一週間ほど前、偶然出会ったアルバートが放った言葉を、不意に思い出す。

　アルバートはある公爵家の嫡男で僕の友人でもあり、レイチェルの婚約者でもある。僕と同じく現在は子爵を名乗っているが、ゆくゆくは父親の持つ公爵の称号と資産すべてを引き継ぐ立場だ。容姿、環境共に恵まれた彼は気ままに女性と遊ぶ生活を送っていたが、レイチェルに出会って彼女にひと目ぼれをし、すぐに結婚の申し込みをしたらしい。

　僕たちの式から一週間後にはふたりの結婚式が執とり行われる運びになっていて、僕と理咲も招待を受けていた。

　一時は僕に入れ込んだ挙句、僕らにつらく当たっていたレイチェルだったが、今では理咲と心を通わせて、お互いよき相談相手になっているようだ。

　社交界のマナーなどは、同性でないとわからないこともたくさんある。これから覚えていかなければならないことがたくさんある理咲にはなにより頼りになる友人で、たしかドレスの相談などもしていたはずだ。

　レイチェルはレイチェルで、理咲が穏やかな聞き上手ということもあり、詳しい内容までは知らないが、色々な相談をしているらしい。

《レイチェルが最近情緒不安定でさ。なにかっていうとすぐ泣いたり、怒ったりするんだよ。この間なんて急に連絡が取れなくなったから青くなって方々探したら、いつもふたりで散歩しているテムズ川のほとりでしくしく泣いてたんだ。理由を聞いても要領を得ない返事ばかりで、本当にどうしたらいいのかわからないよ》

　まったくのお手上げといった様子で、アルバートはそのブルーグレーの瞳を曇らせた。

《女性は結婚すると環境がまったく変わってしまうから、不安なこともあるんだろうな。特に君の場合はとても女性にもてるし、きっと心配も山積みだろう》

《ひどいな。そりゃフィルみたいに真面目じゃなかったことは認めるけど、レイチェルに出会ってからは、他の女性なんて目に入らないさ》

　そして長々とレイチェルがどんなに素晴らしい女性かを聞かされた。結局は惚のろ気けなのかと少々退屈になったところで、アルバートの口から例の《マリッジブルー》という単語が飛び出したのだ。

《こんなこと、あまり人には言いたくないけど、フィルも気を付けたほうがいいよ。実は夕べ、レイチェルに拒否されて……。いや、ベッドでのことなんだけど》

《ずいぶんプライベートな話題だな》

　いい歳をしていったいなにを言いだすんだと困惑する僕とは対照的に、アルバートは深刻そのものといった表情でつうっと顔を寄せる。

《こんなことを他人に言うのはどうかと思うけど、僕たち相性がすごくよくてさ。だけど夕べは、少し頭を整理したいからって拒否されて。そっちのほうで断られたことなんて初めてだったから、僕も相当なダメージを受けたんだ。そしたら彼女が――》

《マリッジブルー？》

《うん。そう言うんだよ》

　がっくりと肩を落とす中学時代からの友人は、長いまつげをそっと伏せた。

　パブリック・スクール時代から、容姿、家柄、頭脳のすべてを兼ね備えたアルバートは自信に満ちあふれていて、彼が望んで手に入らないものなどなにもなかった。

　けれど目の前の彼の意気消沈した姿を見ると、愛の前にはどんなに完璧な武装もまったく意味を持たないのだとよくわかる。

　愛するものを得れば、喜びを手に入れると同時に、それを失うことの恐怖も手に入れることになる。ひとりきりで生きてきたときとは比べ物にならないほどの重みが、そこにはあった。

　誰かを愛しいと思う、尊とうとく清らかな気持ちは、時に耐えられないほどの苦しみを連れてくるものなのだ。

《君の気持ちはよくわかるよ、アルバート。僕だってもし理咲に背を向けられたら、絶望のどん底に突き落とされるだろう。……いや、どん底どころか自分がどうなってしまうのか想像もできない》

《……わかってくれてうれしいよ、フィル》

　憔しょう悴すいしきったアルバートを見つめてうなずくと、僅かに彼が微笑んだ。そこに生まれた不可思議な連帯感は、恐らく男友達特有のものだろう。

《だけどレイチェルは君にベタ惚れだと思うよ。これは慰めじゃなくて真実だ。いつも理咲は、レイチェルが君とのことを幸せそうに話していたと言っているし》

《彼女も愛しているのはあなただけだと、はっきり言ってくれている。ただ、マリッジブルーで気分が沈んでいるだけだと。だからフィル、君も気をつけろよ。結婚間近の女性には、どうやら僕らにはわからない、特別な感情の起伏があるらしいから》

《忠告ありがとう。肝に銘じておくよ》

　そう言って肩を叩くと、ようやく元気を取り戻した友人は、《また結婚式で》と笑顔を残し去っていった。




　アルバートとのやり取りを思い出したところで、昨夜の出来事を反芻する。

　夕べは、《お早くお休みくださいまし》とメイド頭のサマンサに急かされて、理咲とふたりいつもより早めに寝室に戻った。

　結婚式、披露宴、新婚旅行とこれから幾いく日にちかは忙しい日々が続く。理咲を早く寝かせなければと思ったものの、いざふたりでベッドに入るとそうもいかなかった。

　おやすみのキスをしたところで、彼女の首筋からただよう甘い匂いに誘われて、ついつい口づけが深くなる。

　キスだけだ……と自分に言い聞かせながら夢中になっていると、知らず知らずに手がレースのパジャマのリボンを解いていた。

　理咲の甘い香りに包まれたい衝動に抗えず、あらわになった首筋にキスを落とす。途端に漏れる甘い吐息。僕の手から無意識に逃れようとする細い手足に、さらに本能が刺激される。

『怜人、待って。今日は……』

　ダメ……と掠れた声が囁き、胸元をさぐっていた手に華奢な手が重ねられた。組み敷いたまま見下ろすと、しっとりと濡れた眼差しがこちらを見上げている。

　そんな拒絶、煽る結果にしかならない。彼女を求める焼けるような情熱からは、どうあがいても逃れられない。

『理咲を抱きたい……ダメですか？』

　そう伝えると、サイドランプの温かな灯りに照らされた彼女の頬が瞬時に赤く染まった。あまりの可憐さに目が離せずにいると、色づきは次第に広がり首筋までもが薄紅色に染まる。

　堪らない。苦しい。息ができないほどの焦燥と渇望を、口づけ越しに伝える。

　それからはもう、夢中で彼女を愛した。




　もしかして、あの〝ダメ〟は本当に拒絶の意味だったのか？　まさか理咲もマリッジブルーなのか……。

　焦りにも似た苛立ちを感じながら、サンルームの扉を開ける。爽やかな六月の風が吹き抜ける回廊に出ると、ちょうど盛りを迎えた薔薇の優美な香りが漂ってきた。

　誘われるように庭園に踏み出すと、まだ早い時間だというのに庭師のスティーブが黙々と薔薇の手入れをしているのが見えた。気配に気づいて振り向いた彼に、ねぎらいの笑顔を向ける。

〈おはよう、スティーブ。朝早くから精が出るね〉

〈坊ちゃまもずいぶんお早い……いや今日は、理咲さまとお約束していたことがありましてね。いつもはこんなに早くはありません〉

〈理咲と約束？　僕はそんなことは聞いていない。いったいなんの約束をしたというんだ？〉

　にわかに表情を変えた僕に、祖父が生きていれば同じ年になるスティーブは〈おやおや〉というふうに眉を上げる。

〈坊ちゃま、今からそんなに籠の鳥にしてしまっては、理咲さまも窮屈におなりになるのでは？〉

〈嫌味を言ってないで教えてくれ。理咲はいったいどこへ行ったんだ？〉

　苛々しながら年長のスティーブに食ってかかる僕は、はたから見ればさぞかしみっともない男だろう。屋敷で働いてくれている人たちにこんな態度を取ったことは、今まで一度もなかった。

　理咲と出会ってから、僕はいつだって経験したことのない感情を持て余している。愛しさのあまり我慢できない。幸せだけど切なくて、誰よりも彼女のそばにいてすべてを独占したいと思う。もっとはっきり言えば、常に僕の目の届く場所にいてほしい。……我ながら、ひどい暴君ぶりだ。

　そんな僕に、スティーブは呆れたように眉を上げた。

〈まぁまぁ、落ち着きなされ、坊ちゃま〉

〈落ち着いてなんていられない。理咲はもしかしたら、僕との結婚がイヤになってしまったのかもしれない。現にレイチェルだってマリッジブルーで――〉

〈ほう……。しかしマリッジブルーの女性が、亡くなった奥さまのお好きだった花を所しょ望もうされますかな〉

〈え……〉

　スティーブの視線の先には、ひっそりと咲く薄いピンクの薔薇があった。数ある薔薇の中でそれは決して目立つものではないけれど、気品と優美さを備えた気高いとすら感じられる花だ。

〈これが……母さんが好きだった薔薇？〉

〈もうずいぶん昔、まだ奥さまがこの屋敷にいらっしゃった頃に植えた薔薇です。非常に珍しい品種でしてね、奥さまがどこかでご覧になってきれいだとおっしゃったのを聞いて、旦那さまが苦労してお取り寄せになったんですよ〉

〈父さんが……〉

　初めて聞く話に、ずっと僕には見えなかった両親の絆が見えてきて言葉を失う。

　優しい表情を浮かべたスティーブが、僕の肩を慈しむようにさすった。

〈理咲さまはこの庭がお好きでいらっしゃる。坊ちゃまがいないときに手伝いをしてくださることもありますよ。こんな私とよく話もしてくださいます。つい先日も、坊ちゃまが亡くなった奥さまについておっしゃってたことを気にしていらした。だから今日、この薔薇をご所望になったのではないですか〉

　スティーブの言葉にハッとした。つい最近、理咲と訪れた場所で交わした会話を思い出す。そうか、理咲はそれで……。

〈ありがとう、スティーブ。理咲のところへ行ってくるよ！〉

　長年僕を見守ってくれた大切な人に感謝の笑顔を向け、駆けだした。

　僕には愛情を与えてくれる人がたくさんいる。その人たちに、いつも目に見えない優しさで支えられている。

　理咲と出会ってから、僕は今まで気づけなかったことに毎日気づく。




　屋敷の北側にある小高い丘を登り切ると、見晴らしのいい平地に我が家ゆかりの人々が眠る墓地が広がっている。その中に、愛しい人の華奢な後ろ姿を見つけた。

「怜人……？」

　歩み寄る足音に振り向いた理咲が、驚いたように僕を見つめる。

　夕べ僕の腕の中でぴったりと重なり合っていたはずなのに、今はこうやって離れていることが少しもどかしい。

「おはよう。目が覚めたらあなたがいないから、少し慌てたよ」

　微笑みながら言うと、今日ようやく正式に僕のものになる愛しい人は、困惑したように目を瞠る。

「ごめんなさい！　でも怜人、最近忙しくて睡眠不足でしょう？　だから少しでもゆっくり眠っていてほしくて」

　理咲の思いやりに満ちた言葉を聞き、昨日の〝ダメ〟もそれが理由だったのだと合が点てんがいく。安堵の思いと共に、あふれ出してしまうのは、愛しさだ。

「母さんに、花を持ってきてくれたんですね」

「あ……この薔薇がお好きだったって、スティーブさんにお聞きして。それと、結婚式の前にお母さまと少しお話がしたくて」

　そう言って墓石に視線を落とした横顔が、柔らかな朝日に縁どられる。

　つい先日、ここへふたりで来て母に結婚の報告をした。そのとき、『結婚式、母さんにも出席してもらいたかったな』とこぼした僕のつぶやきを、理咲は心にとめてくれたのだろう。僕の心を思いやる、深い優しさが胸に沁みる。

「ありがとう。……でもよければ、次からはメモでもいいから僕に残していって。気になって仕方なかったし、もしかしたらマリッジブルーかもしれないって、心配でした」

「マリッジブルー？」

「レイチェルがマリッジブルーだって、アルバートから聞いたから」

　きょとんとした表情で話を聞いていた理咲の顔が、次第に悪戯っぽい微笑みに変わる。くるくると変わるその表情に、いつだって僕の目は釘付けだ。

「そのことなら大丈夫です。昨日彼女からメールがきて、ちゃんとアルバートに話したからって」

「話？」

「ええ。あの……まだ誰にも内緒なんですけど」

　そう言いながら僕の耳に爪先立ちで唇を寄せる彼女の囁きを聞いて、幸せな報告に思わず笑みがこぼれる。

「アルバートはレイチェルのスタイルのよさをいつも褒めてくれるから、彼にどう思われるか怖いって。これからどんどんお腹も大きくなるからって」

「それとこれとは別の問題だよ。……まったく、アルバートだって手放しで喜ぶだろうに」

「はい。彼に伝えたら大喜びだったって、昨日のメールにも書いてありました」

　友人のもとに訪れた大きな幸運を祝福しつつ、優しい微笑みを浮かべる理咲の顔を見つめる。僕の天使は、どうやらマリッジブルーとは無縁だったらしい。

　ほっと胸を撫で下ろしたのもつかの間、理咲の顔に少し淋しげな表情が浮かんだのを僕は見逃さなかった。一旦消え去った不安がまたよみがえり、思わず彼女の腕を引いて抱き寄せる。

「まだなにか、心配なことでもありますか？」

　そう言って理咲を掻き抱いだくように胸に閉じ込めると、彼女の艶やかな黒髪が頬に触れる。僕を誘う甘い香り。つむじに唇を寄せて囁くと、消え入りそうな声で彼女が答える。

「あの……レイチェルのことが……」

「レイチェルがどうしました？」

「少し……羨ましいなって」

　不意打ちの理咲の言葉に、心臓を掴まれたように苦しくなる。

　渦巻くような愛しさが沸き起こり、体中の血が騒ぎ出して息ができない。今日はもうこれ以上、僕を翻弄しないでほしい。

　はやる気持ちを落ち着かせるように大きく息を吸い、体を離して理咲の顔を覗き込む。

　彼女の望みなら……僕はなんだって叶えるつもりだ。

「大胆な申し出だけど、僕のほうはいくらでも受けて立ちます」

「や、あの、そうじゃなくて」

　顔を真っ赤にして慌ててなにか言おうとしている彼女の唇を、閉じ込めるようそっと塞いだ。彷徨うように伸ばされた両手が、いつしか僕の背中にまわる。

　僕たちの眼下には遥かに広がる田園風景。

　今ならばわかる。きっと母も、この場所に戻ってきたかったに違いない。こんなにも美しく、優しい風が吹くこの場所に。

　僕は今日、この土地で最愛の人と永遠の愛を誓い合う。




　古いカトリック教会の祭壇の前で、僕は理咲を待っていた。

　パイプオルガンの荘そう厳ごんな音色が聖堂に響き渡り、紳士淑女で埋め尽くされた座席の間を、お父さんの腕に手を添えた理咲がゆっくり歩いてくる。

　理咲は繊細なレースのウェディングドレスを纏っている。豪奢な華やかさとは無縁の清楚なデザインだけれど、そのシンプルさが却って見事なマリアベールを際立たせていた。

　かつて両親がここで結婚式を挙げたとき、母のために父が作らせたベールは、この国で生まれたリバーレース。緻密で繊細なデザインは、熟練の職人でないと作ることができない貴重なものだ。

　神聖なレースに包まれた理咲の姿は、神秘的なほど美しかった。怖れにも似た厳げん粛しゅくな気持ちで、僕は理咲とお父さんがやってくるのを待つ。

　やがて僕のそばまできた理咲が、サラサラと衣きぬ擦ずれの音をさせながらお父さんの手を離れた。差し出された彼女の手を受け取りながら、娘を送り出す父親の、深い眼差しに会釈する。絶対に彼女を守ると無言で約束すると、身が引き締まった。

　そして彼女の腕を取り、ふたりで司祭の前に立つ。ベールの下からそっと僕を見上げる理咲にこっそり笑いかけると、甘えるような微笑みを返してくれる。僕の人生でようやく巡り会えた最愛の人に、僕の体は勇気と温かな気持ちで満たされていた。




　彼女に出会って、僕の世界は変わった。

　ホテルのヘリポートで最初に理咲に出会ったとき、淡いピンクのシフォンのドレスを風に揺らせながら、彼女が夜景の中に溶けてしまいそうになった。

　その瞬間、それまでモノクロームだった世界が、一瞬で鮮やかな色彩を放った――そう感じた。

　そしてさまざまな偶然が重なり、ふたりは惹かれ合って――。

　いや、きっとすべては必然で、僕たちは巡り合う運命だったのだ。だからこそこうしてふたりで神の前にいるのだと、今改めて思う。




　ふたりで祝福の祈りを唱えてから理咲のベールを上げると、感極まって涙ぐんでいる彼女の愛らしい顔が見えた。今はもう僕の妻となった彼女の頬に、そっとキスをする。僕を見つめる泣き笑いの理咲。あまりにもかわいくて、つい唇にもキスを落とした。

　厳粛な式でのキスのフライングに、座席からくすくすと笑い声が聞こえる。司祭のわざとらしい咳払い。品行方正で通っている僕がこんなことをするなんて、きっと神さまだって驚いているだろう。

「指輪の交換を」

　みんなの前でキスをして笑われてしまったせいか、顔を真っ赤にした理咲の手を取り、誓いの言葉を口にしながら薬指に指輪をはめる。理咲が僕に指輪をはめてくれたときの大真面目な仕草があまりにもかわいくて、ついまたキスをしてしまった。驚いた理咲がバランスを崩し、とっさに腕を掴む。

　さらに司祭が咳払いをし、座席からはさざめくような笑い声が聴こえる。

　僕の父と理咲のお父さんは気まずそうに視線を逸らし、理咲のお母さんとお祖母さんは、ふたり顔を見合わせてうれしそうにクスクスと笑っている。

　陸くんは……まだシスターコンプレックスは治っていないようだ。それでも、みんなが満ち足りた表情で僕らを祝福してくれることを、本当にうれしく思う。

　もう耳まで真っ赤になった花嫁の顔には、僕に対するかわいい抗議の色が浮かんでいる。いくら優しい理咲でも、これはきっとあとで怒られてしまうだろう。それもいい。理咲に怒られるなんて初めての経験だ。

　すべての儀式が終わり、理咲の手を取って退堂しようとしたところで、彼女の足がふらついているのに気づく。腰に手をまわして体を支えながら、新妻の顔を覗き込んだ。

「大丈夫？」

「だって……怜人があんまりびっくりさせるから」

　まだ顔を赤らめたままの理咲に涙目で訴えられて、そのあまりのかわいらしさに僕の心拍数が上がる。びっくりさせたのは悪かったけれど、理咲が僕にそうさせるんだ。あまりにも愛しくて、かわいくて、大切だから。

「……それじゃ、責任を取ります」

　そう言って彼女の体を抱き上げると、パイプオルガンに合わせてくすくす笑いの途切れない通路を進んだ。

　あとに続く司祭すら笑っている。花嫁を抱き上げての退堂なんて、きっとあまりする人はいないだろう。今日参列してくれた人たちの夕食の話題は、きっと新妻にみっともないくらい心奪われた花婿のうわさ話だ。別に構わない。それが真実だ。

「れ、怜人……っ」

　腕の中で理咲が動くから、わざと体を揺らした。

「きゃ……」

「ちゃんと首に掴まって。じゃないと、落としてしまいますよ」

　慌てて首に腕をまわした理咲の顔が近づき、いまにも泣き出しそうな黒い瞳が僕を映した。純粋で清らかで、どんなことがあっても僕を守ろうとする、優しい強さを秘めた僕の生涯の伴侶。愛してる……。抱いたままで視線を合わせ、心の底からの想いを伝える。

「愛しています。一生大切にする。ずっとあなただけだ。それに……あなたも僕を一生愛してください」

　教会の聖堂を出たタイミングで、荘厳な鐘の音が辺りに響き渡った。祝福の音色は、冴え渡った空をどこまでも駆けていく。いつまでも続いていく僕たちの愛のように、ただひたすらに、まっすぐに。

「私もあなたを愛してる。今までも、これからも、ずっと」

　感極まったように僕にギュッとしがみついた彼女の体を、強く抱きしめた。自然に重なった唇で、言葉では伝えきれない想いをたしかめ合う。これから先、ずっとお互いの手をつないで離さないでいよう。

　今日から、僕らはふたりで生きていく。




　あれから大勢の人たちの祝福を受け、盛大な披露宴を終えた僕たちは新婚旅行に旅立った。僕があまり長くは休暇を取れないから、南の島の水上コテージで一週間ほどのハネムーンを過ごす予定だ。

　三日前にここについてから、食事に出る以外はふたりきり。ほぼベッドの中で過ごしているなんてあまり人には言えないけれど、忙しい合間を縫って愛をたしかめ合っていた僕たちには、かけがえのない至福の時間だ。英国に戻ればまた忙しい毎日が待っているだろうけれど、これからずっと理咲がそばにいてくれると思えば、不思議と力が漲みなぎってくる。

「怜人、あの、あのね……」

　食事のあと夜の海辺の散歩を楽しんでいたら、いつの間にか立ち止まっていた理咲が僕を呼び止めた。振り返ると、頬をうっすらと染めた最愛の人が、恥ずかしそうな微笑みを浮かべて僕を見つめている。

「どうしたの？」

　足早に理咲のもとに近寄りその両手を掴むと、今度は花が咲いたような笑顔が僕を見上げた。

「ちょっと様子がおかしくてね、昨日メールでレイチェルに相談してみたら、もしかしたらって……」

「なに？」

「さっきこれ……たしかめてみたら、そうみたい」

　チラリと開けられたバッグの中の箱には――〝妊娠検査薬〟の文字。

「理咲……！」

　彼女に抱きついてから、そのまま抱き上げて何度かくるくる回り、そっとまた体を下ろす。

　苦しいくらい幸せで、胸が張り裂けそうだ。

「大切にするよ。あなたも、僕たちの宝物も」

　そっと抱き合い口づけを交わす僕たちを、南の島の星々が優しく見下ろしていた。
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あとがき




　こんにちは。はじめまして。有坂芽流と申します。

　たくさんの本の中から、私にとって三冊目のベリーズ文庫となるこの作品を手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　前作の『イケメン御曹司に独占されてます』の編集作業と並行して執筆していたこの物語は、実は書籍化をまったく考えずに書いた物語でした。

　私は一年前、他サイトと共同で開催されたコンテストで大賞をいただき、『Berry's Cafe』にやってきました。最初はこのサイトでどんな物語を書いたら良いのかと悩み、私なりの王道ストーリーとして書きあげたものが前回の作品です。

　そして少々燃え尽きた状態で取りかかったのが、今回の『御曹司は身代わり秘書を溺愛しています』でした。

『Berry's Cafe』の読者さまはどんなものが好きだろう？　それに、私自身がわくわくしながら書けるものにしたい。余計なことは一切考えず、自然な気持ちから生まれたこの作品が一冊の本になることを、今、とても幸せな気持ちで受け止めています。




　最後になりましたが、書籍化にお力添えいただきました皆さまへ。

　今回から編集を担当していただいた増子さん。この本を形にできたのは、ひとえに増子さんのお力だと思っています。わがままばかりで申し訳ありませんでした。編集のお手伝いをいただきました藤原さん。震えるほど麗しいふたりを描いて下さった花岡美莉さん。デザイナーさん。皆様のご尽力で、とても素敵な一冊になりました。本当にどうもありがとうございました！

　そして何よりも、いつも優しく応援してくださる読者の皆さま。皆さまの存在が、私の書く力になっています。心から感謝とお礼を申し上げます。




　それでは、いつかまた。どこかでお目にかかれますことを祈って。





有あり坂さか芽め流る
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